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〈01〉　それは世界をも支配し得る能力







　肘ひじが巨乳に食いこんでいる。

　前方から向かってくる、夏用の制服を着た高校生カップル。その彼かれ氏しらしきチャラ男の肘が、寄より添そい歩く彼かの女じよだろう女子の、ブラウスの上からでも存在感溢あふれる柔やわらかそうな胸に食いこんでいる。

「ちっ」

　放課後、斜しや陽ように染まる閑かん静せいな住宅街にて、神かみ矢や想そう也やは視界に入ってきた光景に思わず舌打ちをした。「ご通行中のみなさんの反感買い取ります！」と言わんばかりのカップルだ。チャラ男の鼻の下が伸のびきったにやけ面が、想也の苛いら立だちを倍加させる。

　――くそっ、あいつら、公衆の面前で堂々とイチャイチャしやがって。放課後デートってやつか？　学生なら勉強しやがれ。だいたい、なんであんな不良まがいのチャラ男に、清せい楚そっぽくて可愛かわいくて出るところは出ている黒くろ髪かみ美少女が……。羨うらやまし――じゃなくて、世の中間ま違ちがっている！

　そう考えながらすれ違ちがいざま、目にかかる髪かみの間から憎にくしみのこもった視線をぶつけてやるが、二人だけの世界にトリップしているカップルは全く気づかない。

「あのね、今日ね、親が仕事で泊とまりらしくて……。ウチくる？」

「マジで!?　もちろん行く行く！　絶対行く！」

「あはは。もぅ、久しぶりだからってがっつかないでね」

「おうよ。あっ、ちょっとドラッグストア寄ってかねぇ？」

　そんな会話が、想也の耳から遠ざかっていく。

　――くそがっ、あの女ビッチかよ！　清楚な雰ふん囲い気き出しといて実は積極的とかいいな……間違えた、詐さ欺ぎかよ！　ドラッグストアでいったい何を買うつもりなんですかね。奴やつらのお楽しみ中、何かの手て違ちがいで親が帰ってきて家族会議に発展すればいいのに。

　心の中で毒づく想也。

　ふっ、でもまぁいいさ。あいつらが情事に溺おぼれている間、俺おれは着々と知識を蓄たくわえ、必ず日本トップの大学に合格してやる。そうすればエリートコースは約束されたようなもの。今度は俺が奴らを見返してやる――……はぁ。今日も帰って勉強だ。

　想也は肩かたを下げ、とぼとぼと家路を歩いていく。

　どうして不良まがいのチャラ男には彼女がいて、自分には女っ気の欠片かけらもないのか。思春期真っ盛りの男子高校生、気になる人がいないと言えば嘘うそになるが、ここ数すうヶか月げつは一言も話す機会がない。彼女からは相手にされていないことが容易に想像つく。

　想也はまた一つため息を落とした。

　――つまらない。そんな感情を、想也はここ最近抱いだき続けている。多感な年とし頃ごろの男子的に、この同じような日々の繰くり返かえしはつまらないし物足りない。

　ダメだ。こんな気分じゃ勉強に集中できそうにない。帰ったらとりあえず一発、パソコンの中のお宝動画フォルダを開き、このもやもやをすっきり――。

　想也がそんなことを考えていると、いつの間にか家のすぐそばに差しかかっていた。庭つき二階建てのどこにでもあるような一いつ軒けん家やだ。

　さて、今日はどんな動画を選ぼうか。インターネットの大おお海うな原ばらに、新たなお宝を探す旅に出てもいい。だが、それが終われば勉強だ。どうせ他にすることもないし……。

　なんて、結局いつもと変わらぬ日常を思おもい浮うかべながら、想也は家に入った。

　洗面所で手を洗い、リビングへ。冷蔵庫からジュースの二リットル入りペットボトルを取り出し、口をつけて飲む。

　灯あかりを点つけていないので、辺りは少々薄うす暗ぐらい。白いカーテンに透すけて入ってくる夕ゆう陽ひだけが室内を照らしている。そこはとても静かな空間だった。母親と二人暮らし。その母親もこの時間は働きに出ており、学校から帰ってきた想也を迎むかえてくれる人はいない。それを寂さびしいとはこれっぽっちも思わないが。

　想也は鞄かばんから模試の結果が書かれた紙を取り出し、それをテーブルの真ん中に目立つように置いた。模試の結果は？　と母親にいちいち訊たずねられるのは面めん倒どうだ。リビングを出て階段をのぼり、廊ろう下かの突つき当あたりに位置する自室の扉とびらを開く。

　鞄を床ゆかに放ほうり、椅い子すに座すわる前に学習机の上のノートパソコンの電源を入れた。机にはパソコンの他に、手の平サイズの葉を数枚つけた観葉植物の鉢はちが置かれている。観葉植物には人の集中力を高める効果が実証されているらしく、それを知った母親が買ってきて勝手に想也の机に置いていったのだ。正直かなり邪じや魔まである。

「……ん？　なんだこれ」

　視界に入ってくる緑の葉っぱを横に払はらっていたとき、ふと、その鉢の前に何かが置かれているのに気がついた。

「飴あめ玉だまか？」

　それはセロファンに包まれた、直径三センチほどの丸い玉だった。「鳩はとの血」と呼ばれる最高級ルビーがあるが、まさにそれを髣ほう髴ふつとさせるような濃こく鮮あざやかな赤色をしていて、想也は思わず見み惚とれてしまう。

　想也には覚えのないものだった。母親が置いていったのだろうか。

　だとすると、これは糖分を取ってもっと勉強しろというメッセージだろう。そうに違いない。想也はまたしても深くため息をつきつつ、セロファンを剥はがし、その玉を指でつまんで掲かかげてみる。

　綺き麗れいだ。ビー玉のようにも見えるが、べたつきがあり、やはり飴あめで間違いなさそうだ。見ていると、だんだんどんな味がするのか気になって、唾だ液えきが溢れてきた。

　想也はそれを口に放りこんだ。舌で転がすと、濃のう厚こうな甘あまさが溶とけ出してくる。その甘さに隠かくれるように、妙みような生なま臭ぐささも感じた。鉄分が含ふくまれているのだろうか。鉄分は疲ひ労ろうや免めん疫えき力りよくの低下を防ぐ効果のある必ひつ須すミネラルの一つ。想也は顔をしかめつつも、じっくりと味わって唾液を飲みこんだ。

　すると、不意の眠ねむ気けに襲おそわれた。さっきまではそんなことはなかったのに、頭がくらくらとする。想也は半ば倒たおれるようにベッドに腰こしを下ろし、そのまま横に倒れた。

　なんだろう、身体からだが熱い。額や背から汗あせが噴ふき出だしてくる。急に焦あせりが湧わき上あがってきた。自分の身に起きている明らかな異常に恐きよう怖ふを覚える。助けを呼びたいが、喉のどが痺しびれ、声が出せない。

　そして、さらなる睡すい魔まがやってくる。瞼まぶたが重く、目も開けられなくなった。それはまるで闇やみの底へといざなわれているようで、しかし逆らうことはできず――。

　想也は意識を失った。




☆




　――バサバサと音がする。

　目を開けると、部屋の中が暗くなっていた。すっかり陽ひが落ちたようだ。窓から差しこむ月明りが、部屋の白い壁かべをぼんやり青く染めている。

　身体のおかしな症しよう状じようはすっかり治まっていた。頭はまだ少しくらくらするが、これはおそらく寝ね起おきだからだろう。想也はベッドに転がったまま、天てん井じようを眺ながめぼうっとする。

　母親が夕飯の準備をする音が、階下から聞こえてくる。包丁が奏かなでるまなトンの、規則正しいリズム。まなトンとは想也が創つくった「まな板トントン」の略で、男は壁ドンではなく女性のまなトンの音にときめくものだ。残念ながら母親はアウトゾーンだが。

　それにしても、疲つかれが溜たまっていたのかもしれない。今回の異常はもっと休めという身体からのサインではないだろうか。今日はもう勉強はやめて、お気に入りの女子大生谷間フォルダを解禁して癒いやしを――。

　そんなことを考えていたときだった。

　バサバサと、すぐ近くで物音がした。

　なんだ!?　そういえば先さき程ほどまどろみの中で、似たような不ふ審しんな音を聞いた気がする。想也は首を傾かたむけ、おそるおそる部屋の中を見る。

　床の上で、影かげが蠢うごめいていた。

　――いや、人だ。髪が長い、女の子だ。

　想也は咄とつ嗟さに身体を起こし、息を呑のむ。それは完全に不意打ちだった。

　自分の部屋の床に、見知らぬ女の子が、せっせと布ふ団とんを敷しこうとしている。

　はぁ？　と声を出しそうになった。ギリギリで喉に押おし留とどめる。むこうはまだ想也が見ていることに気づいていない。どこからか持ちこんだ布団を、ベッドと勉強机の間の狭せまい貴重なスペースに敷こうと夢中になっている。四よつん這ばいになり、想也にお尻しりを向けながら、シーツを丁てい寧ねいに伸ばし始めた。

　――まさか、泥どろ棒ぼう？　いやでも、こんな少女が？

　想也より二回りも三回りも小こ柄がらな少女は、裸足はだしで、ひらひらとした黒の膝ひざ丈たけドレスを身に纏まとっている。立てば腰までありそうな銀色の髪をシーツの上に散らばらせ、頭には黒のベレー帽ぼう。なんだか場ば違ちがいというか、不思議なビジュアルだ。全く泥棒らしくない。

　ていうか落ち着け、と想也はぶんぶん首を横に振ふる。泥棒が侵しん入にゆう先で布団なんて敷くはずないだろう。ちょっと寝ねていく気か？　だとしたらどれだけ悠ゆう長ちような泥棒なんだ。逆に大物かもしれない。

　身体能力が別段優すぐれているわけでもなさそうだしな、と、ドレスの裾すそから伸びる彼女の細い脚あしを見て思う。ミルクのように混じりけのない白い太ふと腿ももだ。……ごくり。

　思わず唾つばを飲んだ、その瞬しゆん間かんだった。

「あっ……」

　想也の喉の音に反応したように、女の子が振り返った。

　月光を宿したが如ごとく輝かがやくブルーの瞳ひとみが、想也を捉とらえる。目鼻立ちは整っているが、幼さが全体の印象を占しめる顔。薄うすく艶あでやかな唇くちびるが開き、むこうも「あ」とかすかな声をこぼす。

　女の子は口元に笑えみを湛たたえ、ゆっくりと立ち上がった。

「ようやく目覚めおったであるか、神矢想也」

　想也はベッドの上で尻を引きずり、背中が壁につくまで後退する。

「で、であるか？　お前、誰だれだよ……」

「くくくっ。ボクの名前はチチー・ロリフィア・デビゴルゴン。チチーと気安く呼んでくれてよいであるぞ。これからこの部屋で生活を共にする仲になるゆえ」

　女の子はボクっ娘こだった。ハスキーで幼いアニメ声。そして名前から、どうやら外国の方のようだ。確かに髪や瞳の色はジャパニーズ離ばなれしているが、それにしては少し古風な喋しやべり方かたが交ざっている。でもどうして、異国の少女がこの家に――ん？

　片かた仮か名なの名前ばかりに気を取られていたが、そのあと何かおかしなことを言っていた気がする。想也は眉を寄せながら訊きき返した。

「今、なんて言った？　生活を共に？」

「うむ」

「えっ……えっ!?」

「案ずる必要はないのである。別に寝ね床どこまで奪うばったりはせん。そのためわざわざマイ布団を持ってきたのである」

　こいつ、ちょっくら休きゆう憩けいどころじゃねぇ、ここに住む気だ……。

　想也は衝しよう撃げきを受けつつも、ズボンのポケットに入れっぱなしだったスマホを取り出した。

「と、とりあえず警察に……」

「ちょ、待って、たんま！　話を聞いて！　である！」

「なんだよお前、家出少女かなんかか？　悪いがこの部屋は一人用なんだ。勉強とかに集中できなくなるからな」

「とか？　他に一人で何をするつもりであるか？」

「そっ、そこはいいだろ。ほら、帰ってくれ」

　スマホを耳に当て電話をかけるフリをしながら、想也はしっしっと手で払う仕草をしてみせる。

「ていうかお前、どこから入ってきたんだ？　ここ二階だし、一階には母さんがいるはずだし」

　そんな疑問をぶつける想也に対し、チチーはむーっと唸うなり、

「説明が全く足りていなかったようである。だが、何から話せばいいか。とりあえず……」

　そして、とんでもなく突とつ拍ぴよう子しもないことを言いだした。

「ボクは悪あく魔まである」

「…………はぁ？」

「あー、信じていない顔であるな！」

　信じていない。というか、バカにしてさえいた。

　悪魔というと、キリスト教でいうサタン、神に敵対する存在。仏教視点で見るなら、仏道の妨さまたげになる煩ぼん悩のうのことである。改めて見ても、チチーはこれぞまさしくの幼児体型。たとえ同じ部屋で暮らそうと、煩悩には成り得ないだろう。法律に触ふれるどころか、肩をぶつけにいくような勇気は想也にはなかった。

　そんなことを考える想也の前で、チチーは悩なやみ顔で命題、『悪魔の証明』の方法を探しているようだった。

「えーと、どうしよう……。あっ、さっきどこから入ってきたかと訊いたであるな」

「ああ、訊いたな」

「その答えは、ここからである」

　チチーがばっと、肩の高さに片かた腕うでを広げた。その腕うでのむこう、チチーの背後を見て、想也は思わず言葉を失う。これまで目にしたこともない、異常な光景。

　空間が、割れていた。

　ぱっくりと空間が裂さけ、その間からは闇――漆しつ黒こくと形容するに相応ふさわしい極限の闇が覗のぞいている。チチーの胸より少し高いくらいの位置で、大人が一人、屈かがみながら通れるほどの大きさだ。さっきまでそんな異様な「穴」は存在しなかった。

「魔ま界かいの入口、ボクはここからやってきたのである。あっ、そうそう、荷物を置きっぱなしだったのである」

　チチーは振り返ると、その穴に頭を突っこんだ。跳とび上がるようにして腰まで入り、中で何やらごそごそやっている。その間、足はこちら側で宙に浮き、じたばたしていた。ドレスの裾がずり上がり太腿やら何やらが露あらわになっていたが、想也はそれどころじゃない。

「ま、魔界の入口？」

　あの穴に入れば、もうそこは別世界ってことか？　何度も目を擦こすり、見み間ま違ちがいでないのを確かめる。だが、現実にこんなことがあり得るのだろうか。疑う気持ちは消えないが、まるでワープホールのようなそれは、確かにそこにある。

「うんしょっ、しょっと」

　チチーが少しずつ穴から出てきて、とんっとつま先から床に下り立った。お土産みやげに胸に何かを抱いている。あれは枕まくらと、スケッチブックだろうか。

　チチーがずれたベレー帽をかぶり直しながら言う。

「とまぁ、こんな感じである。これでボクが悪魔だと信じられただろう？　魔界直結のゲートを開くことができるのは、悪魔だけであるからな」

「魔界？　ゲート？　し、信じられるわけないだろ。今のはなんだ？　３Ｄホログラムか？　自じ称しよう悪魔がそんな特とく殊しゆな設備、どうやって用意して――」

「科学技術で証明できるようなものではないのであるけれど……。そうだ、いっちょ入って確かめてみるか？」

　チチーが再び腕を上げると、ぱかーっと真っ黒な深しん淵えんの入口が開いた。今度は開く瞬間も見てしまった。チチーは親指を立て、くいっとその穴の中を示す。想也は全力で首を横に振った。魔界なんて信じていないが、どこまでも深く渦うず巻まいているような闇を見ていると、股またの下から恐怖が湧き上がってくるのを感じた。
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「ではわかってくれたであるか、ボクが悪魔だってこと」

「いや、それは……」

　明らかに普ふ通つうじゃ起こり得ないことが眼前で展開されている。この時点で想也には、自分のことを悪魔であるというチチーを否定できない。しかし、認めるわけにもいかないと思っていた。悪魔の存在なんて、認めるわけには――。

「ふむ、煮にえきらない様子であるなぁ」

　そう言って、チチーは顎あごに手をやり、黙もつ考こう。少しして、何かいい案が降ってきたのかハッと顔を上げた。

「で、では、見るか？　そ、その、確実に悪魔であるという証しよう拠こ……」

　緊きん張ちようしたような、妙なたどたどしさでチチーは言った。

「おう、見せてみろよ」

　想也がそう返すと、チチーは唇をきゅっと噛かみ、想也から顔を隠すように後ろを向いてしまう。枕とスケッチブックを布団の上に置いた。

　何がくる――。

　張はり詰つめた感覚に、手をぎゅっと握にぎり締しめる想也。対してチチーは、おもむろに両手でドレスの下部分を掴つかんだ。そろーっと少しずつ、裾を持ち上げていく。

　自ら生脚を露ろ出しゆつし始めた……？

「お、おい、何してる!?」

　そう慌あわてて訊ねると、

「黙だまって見ておけ！」

　鬼き気き迫せまる口調で返され、想也はそれ以上の言葉を喉のど元もとに押し留める。しかし次の瞬間、あっと漏もらして目を丸くした。チチーが見せようとしていたものがわかったのだ。

　尻尾しつぽがあった。

　細く黒い尻尾で、先せん端たんは逆ハート型。悪魔を連想させるようなそれが股の間に垂れている。

「み、見たであろう？　もう終わるぞ？　おい、なんとか言って……」

　チチーの声は震ふるえていた。ハッと想也は気づく。もしかして恥はずかしいのだろうか。

　――ふむ、よかろう。

「すまん、よくわからんな。尻尾、か？　もう少しスカートを上げてもらわないと」

「こ、こうであるか？」

　さらにドレスの裾が上じよう昇しようする。軽く姿勢を下げてみれば、お尻の下半分まで見ることができた。こ、これは大発見だ！

　――全人類に告ぐ、悪魔少女はノーパンだ。

　尻尾は尾びてい骨こつの辺りから生えているようだった。その尻尾が邪魔で、パンツが穿はけなくなっている。もっと近くでじっくり観察したいが、バレそうで怖こわい。

　悪魔の少女はしっかりと、煩悩として機能していた。

「この尻尾、本物か？」

「この通り、自由に動かせる」

　Ｓ字を描えがきながら尻尾が持ち上がり、先端のとんがりがあちこちの方向をさす。

「……本物、なのか」

「さ、触さわっちゃダメであるぞ。絶対に絶対。……ふ、フリとかじゃないであるからな！」

　なんだろう、敏びん感かんだったりするのだろうか。そう考えながら、想也は手を伸ばす。お約束だ。

「へー、触ったらどうなるのかなー」

「えと、感電する。人間だったらまず間違いなくあの世へ長期旅行」

「その旅行二度と帰ってこれないよな!?」

　もう触れる寸前だった。想也はものすごい反射速度で手を引っこめた。

　なんだよ、感電って。悪魔って電気ウナギなんかと同系統なのか？

　想也が危あやうく焦こげ落ちるところだった右手をさすっていると、チチーがぱさっとドレスの裾を落とし、こちらを振り返った。

　その頬ほおが、赤く染まっている。

「……ボクは悪魔である」

　そして、気まずそうに揺ゆれる瞳を横に逸そらしながら、チチーはそう言った。

「……ああ、わかった。もう否定はしない」

　まだにわかに信じ難がたいが、ここまで見せられると想也はもう頷うなずくしかなかった。というか、本物の悪魔であるのならこんな恥ずかしい方向に身体を張らず、もっと悪魔っぽいことをして証明してほしかった。

　そもそも、チチー自体が悪魔っぽくないんだよなぁ、と想也は思う。悪魔という言葉のイメージからくるおぞましさが欠片もない。しかし、今はこれ以上追つい及きゆうしないでおくことにした。そろそろ話を進めたかった。

「……で、その悪魔さんがどうして俺の家に？」

「そう、それである！　一番大事なこと！　メインディッシュ！」

　これまでに起こった中々に強きよう烈れつな出来事は、全すべて前菜だったというのか。

　チチーはパンと手を鳴らし、それから想也にびしっと指を突き立てた。

「神矢想也、今日からお前は、ボクの漫まん画がの主人公である！」

「…………はぁ」

　もうわけがわからず、想也は肩を竦すくめた。悪魔の次は漫画？　自分が漫画の主人公？　何一つ繋つながらない。

　そして、そんなわけがわからない話と共に、シンプルに引っかかるワードがあった。

「ボクの、漫画？」

「そう。ボクは漫まん画が家かなのである。魔界のな」

　チチーは足元にあったスケッチブックを拾い上げた。ページを開くと、間に挟はさんであったペンを使ってシャシャッと何やら描き始める。一分足らずで作業終しゆう了りよう。

「ほれ」

　そうしてチチーが見せてくれたページには、漫画調にデフォルメされた想也が描かれていた。伸びすぎの前まえ髪がみを横に流し、目を眇すがめる少年は、なるほど確かに自分だ。輪りん郭かくや口元などの特とく徴ちようも完かん璧ぺきに掴まれていて、雰囲気までそっくり。

　チチーがページを千切ってその絵を渡わたしてきた。

「五割増しでイケメンにしておいたのだ」

「余計なお世話だよ！」

　想也は受け取った絵をびりびりに破り捨てた。

「ああっ、せっかく描いたであるのに！」

　チチーは蹲うずくまり、破れた絵を掻かき集あつめる。

「なんなんだよ、お前。魔界の漫画家？　魔界がどんなとこか知らないけど、そっちにも漫画ってあるのか？」

「あるある。出版社だって週刊誌だってあるのである。そこで本題なのだが、今、むこうでは人間界を舞ぶ台たいにした作品が流行はやっておってな」

「ほぉ、人間界を？」

「そう。ボクたちはいつでも人間界を覗き見ることができる立場にあるゆえ、題材にしやすいのである。主に中学生や高校生を主人公とした青春モノが描かれている」

「覗き見られてるのか……」

　例えばお宝動画観賞中、お姉さんの幽ゆう霊れいが部屋にいて、もしかしたら左手を上下に動かしているところを見られてるんじゃ――なんて考えたことがあるが、実際は悪魔にまで観察されていたのか。もう開き直るしかない。

「中でもやはり漫画大国である日本が注目されているのだが、今回、編集との話し合いで、ボクが日本の高校生を主人公にした話を描くことになったのである」

「ほう」

「しかしどうしてもよいネタが浮かばなくて、プロット切っても全ボツで。だから直々に人間界にやってきたというわけである」

「なるほどな。舞台となる世界に身を置きながら、ネタ出しをしようってわけか」

「そういうことである！」

「ふむ…………。てか、それでなんで俺の部屋に布団敷いてんだよ！」

　なんだか一周回ってきた気分だった。

「編集に、いい話ができるまで帰ってくるなと言われたがゆえ。編集マジ怖いであるからの、悪魔の中の悪魔だからの」

　自分の敷いた布団にぺたんと座る悪魔少女は、青白い顔で震えていた。少々熱血で真しん剣けんに漫画家と向き合ってくれるいい編集者がいるのだろう。

「てことは、お前、やっぱりここに居い座すわる気か!?　なんで俺なんだよ！」

「言ったであろう。お前は今日からボクの漫画の主人公。ボクは高校生神矢想也をモデルにした話を描くと決めたのである」

「だから、なんで俺を選んだんだ？」

「今、日本で最も頭のよい高校生、お前なんだろう？」

　自分が、最も頭のよい高校生？　一いつ瞬しゆんピンとこず、想也は少し考えて口を開く。

「……それ、模試の結果のことを言ってるのか？　だったら残念だったな。俺が今まで受けたのは、簡単な実力調査の全国共通マーク模試。まだ二年になったところだからな。あんなもの、教科書を真ま面じ目めに読めばまず満点が取れる」

「ほぉ、言うであるな、神矢想也。前回のその試験で、全教科満点を取ったのはお前だけであるのに。しかもお前は、これまで一位しか取ったことがないのだろう？」

　運が悪い。それで自分に白羽の矢が立ってしまったというのか。

　しかしなぜ、頭のよさを基準にするのだろう。

　そんな想也の疑問を汲くみ取とったかのように、チチーが言う。

「此こ度たび、ボクは頭脳バトルを描きたくてな」

　頭脳バトルというと、謎なぞ解ときかギャンブルか、はたまたスポーツか、そうした戦いの中で手てに汗あせ握にぎる心理戦が描かれる漫画ジャンルのことだろう。何点か実際の作品を心の中で思い描きつつ、想也ははっと口くちの端はで笑った。

「頭脳バトル？　諦あきらめな。このつまらない人生のどこに、バトル要素がある」

　こんな鬱うつ屈くつした気分ですごす毎日のどこに、面おも白しろみがあるというのか。つまらないと自分で口にし、余計に悲しくなってくる。しかし、思わず目を伏ふせかけた想也の耳に、奇き妙みような笑い声が聞こえてきた。

「くくくっ。つまらないのも今日までである」

　見れば、チチーが喉を小刻みに鳴らして笑っていた。そのまま立ち上がり、ベッドに座る想也を見下ろしてくる。

「よいか？　お前には、ボクの考えた特殊能力を授さずけた」

「特殊能力だ？　んなもんもらってねぇぞ？　新手の詐欺か？」

「違う！　確かにお前は能力を受け取っている。もうサインをしたも同然なのである。食べただろう、ボクの血の玉」

　それを聞き、想也の脳内に先程ベッドに倒れる前の記き憶おくが蘇よみがえってきた。目に焼きつく赤さの、ルビーのような飴玉。

　今、チチーの奴なんて言った。

　血の玉？

「机のこの辺の、わかりやすいところに置いといたはずである。食べたあと三時間ほど、力が身体に浸しん透とうするまで眠ねむりに落ちるはずであるが、心当たりあるであろう？」

　間違いない、あの飴のことを言っている。

「あれ、お前が持ってきた物だったのか。確かに食べたあと、眠気に襲われ寝てしまったが……。でもあれ、ただの飴だったぞ？　ちょっと変な味もしたけど、普通に甘い」

「食べやすいように砂糖をたくさん混ぜたのである。真心こめて作ったのであるぞ。でもまぁ、ベースはボクの血」

　咄嗟に想也は立ち上がり、ゴミ箱にオエーと胃の中の物を全部吐はき出そうとする。

「無む駄だである、もう体内に完全に吸収されているのである」

　悪魔の血が身体の中に――。考えただけで全身が粟あわ立だつ感覚に包まれる。同時に寒気も。心なしか、体調がおかしくなってきた。

　想也が腕をクロスさせ、肩を抱いていると、チチーが面白そうに言う。

「ふふふっ、だいじょーぶである。毒などは入れておらん。成分は全部人体に無害。そしてあれにはボクの魔ま力りよくを溶かしこんであった。目が覚めたなら、もう目め醒ざめているはずである。ボクの考えたさいきょうの能力に」

「小学生の妄もう想そう日記レベルに聞こえるぞ……。ていうか、能力ってどんな……」

「説明するである」

　チチーは室内をぐるりと見回した。窓、壁、机と視線を飛ばし、床に転がっていた想也の鞄に目を留める。ジーッとチャックを開け、中から折おり畳たたみ式しきの黒い革かわ財ざい布ふを取り出した。

「ボクは今、魔力を消費する能力は使えないである。ほとんどの魔力を血の玉に注ぎこんでしまったがゆえ。授ける能力が複雑で、大量消しよう耗もうは致いたし方なかった」

　魔力を多く使い、思い描く理想の能力を構成したということだろうか。

「そして、魔力は魔界の空気を吸っていないと回復しないのである。本当は実演してやりたかったのであるが、できない。だからお前には、今から実際に能力を使ってもらう。ボクが言うことを、真ま似ねをして言ってほしいのである。この財さい布ふを意識しながら――」

　チチーは、手に持った財布をじぃっと見つめながら、こう唱えた。

「『財布』を『ナイフ』に」

　なんだろう、呪じゆ文もんだろうか。セリフの意図は掴めないが、想也はとにかく同じように繰り返す。

「……『財布』を、『ナイフ』に」

　瞬間、チチーの手元が眩まばゆく光った。想也は思わず目を瞑つぶってしまう。薄うつすら瞼を開いてみると、窓から差す月明かりに照らされ、ナイフの刃はが鈍にぶく輝いていた。

　え……、と想也は声を漏らす。さっきまでその手には財布が握られていたはずだ。チチーがナイフを唇のそばに掲げ、にひっと口角を上げる。

「おい、これ……」

　自分が吐いたセリフ通り、財布がナイフに変化した。

「ふふふ。これが今、お前が保有している『一字換がえ』の能力。対象を意識しながら言葉を一文字変へん換かんして呟つぶやけば、物体などを言葉通りに変化させてしまうことができるのである」

　一字換えの能力だと？　想也は平静を装いつつも、状じよう況きよう把は握あくに脳をフル回転させる。

　財布がナイフ、確かに一字置おき換かわっている。そんな能力を自分が自由に使えるというのか？　……待てよ？

「おい、俺の金はどこいったんだよ！」

「心配せずともである。見ておれ」

　言われ、ナイフを注視する。しかしそれは、瞬まばたきをした瞬しゆん刻こくに――。

「あっ……」

　ナイフが財布に戻もどった。想也が監かん視しする前で、ナイフが、あまりにも自然に姿を変えた。

　知らされていなかったら、何が起きたかわからなかっただろう。一瞬の出来事で、変化の様子を目で捉えられなかった。

「一分したら元の姿形に戻るのである。他にも、三文字以上の物しか変化させられないとか、数を増やすことはできないとか、人間は変化させられないとか、三〇メートル以内の物しか変化させられないとか。いろんなルールを設定しておる」

　一字違いの物しか変化させられないということ以外にも、制限があるようだった。これは本当にチチーが考え、調整した能力らしい。自分が描く漫画の主人公に使わせるため。そのモデルとなる人間に与あたえ、頭脳バトルをさせるため――。

　想也は参考書がきちきちに詰まった、高さ一メートルほどの本ほん棚だなに目を向けた。対象を意識しながら、

「……『本棚』を『バンダナ』」

　ひらり、と。一枚の布が床に舞まい落おちる。青いペイズリー柄がらのバンダナだ。それは想也の想像通りの色、柄だった。

　そしてどうやら、中身がある物を変換したときは、中身も一いつ緒しよに消えてしまうらしい。財布のときのお金しかり、本棚のときの参考書しかり。

　自おのずと息を呑んでしまう。これが悪魔の力、特殊能力。

　――本物だ。

「どうであるか？　最高だろう？　例えば『腕わん力りよく』を『権力』に変えて振るってみたり。これはうまく使えば、世界だって支配できる能力。そう思わないか？」

「腕力を、権力……」

「まぁ、今のはわかりやすい例として挙げただけで、実際には使えないのだがな。人体の一部――そもそも実体のないものは変換できないというルールもある。ボクがヒントをあげては意味がないであろう？　神矢想也、あとはお前がルールという縛しばりの中で、どうこの能力を使っていくかだ」

　そんなことは言われなくても、だった。

　チチーの言う通り、この能力は世界だって変えられる可能性を秘ひめている。想也の頭の中では、すでに能力を使った妄想、それを実現させるための緻ち密みつな計算が繰り広げられていた。

　この力があれば当分、いや、死ぬまで退たい屈くつせずに済むかもしれない。

「……これ、バンダナがその場で本棚に戻るんだよな？」

「ああ、そうであるぞ？」

　チチーの返事を聞き、想也はバンダナを拾い上げた。先程まで本棚があった場所とはまた別の、窓まど際ぎわの壁の下にバンダナを広げておく。想也が離はなれてすぐに、バンダナが本棚に戻った。結果、重い本棚を簡単に移動させられた。

　一字換えの能力、考え方次し第だいでさまざまな使い方ができそうだ。他にも色々と検証したい。

　想也は不敵な笑みを作って言う。

「ははっ、いい力をもらった。これから面白い物を見せてやるよ」

　対してチチーは大おお仰ぎように頷いた。

「期待しているである、神矢想也――ボクの主人公よ」

　そうして想也たちは薄暗い部屋の中、握あく手しゆを交かわすのだった。

「……ところでお前、わかってると思うが、ここは俺おれの部屋だ」

「うむ、わかっているのである」

「なら、その布団をさっさと片づけろ。邪魔だ」

「なっ――」

　チチーは予想外の事態に出くわしたように、口を開いたまま目を丸くした。

「だったらボクはどこでお前を観察すればよいのであるか！」

「力をくれたことには感謝している。だから……」

　想也はクローゼットに近づき、扉を開ける。ハンガーにかかって並ぶ服の下、子供が丸まって寝られるくらいのスペースが余っていた。

「ここを使わせてやる」

「お、お前、わかっているのか？　ボクは一応悪魔であるぞ？　人間からは恐おそれられる存在であるのに！」

「自分で一応って言っちゃうのか……」

　言いながら、想也はチチーの布団の上を通って机に歩み寄り、置いてあったメモ帳から紙を一枚ちぎり取った。手にペンを持ち、適当に思いついた数式を書く。「１＋１＝２」。チチーが「何を書いているである？」と覗きこんでくる。

　想也は実験のつもりでそのメモ用紙を掲げ、呟いた。

「『正解』を『聖水』」

　メモ用紙が手の中で姿を変え、水の入った杯さかずきになった。

　成功した。こんな簡易的に作った物でも変換できるようだ。

　想也は杯を傾け、その中身をチチーに見せつける。入っている水は聖水、悪あく魔ま払ばらいに使われる聖なる水だ。チチーは震え上がった。

「ちょ、タイム、それはずるいであるぞ」

　効いている。聖水は本当に悪魔に効くらしい。逆説的に言えば、本当にこの少女は悪魔の端はしくれということになる。もうこの世の人間でないことは疑っていなかったが……。

「この部屋の主は俺だ。ほら、早く片づけろ。それともこれをぶっかけられたいか？」

「お、鬼おにっ！　悪魔っ！」

　目をぎゅっと瞑りながら想也に向かって叫さけび、チチーは布団と枕を抱かかえてクローゼットに駆かけこんでいく。その後を追いかけ、扉とびらを外から閉めると、想也は息をついた。

「ふぅ、これでなんとか……」

　これでなんとか、同居人出現という事態からお宝動画を見るための癒し空間は守られた。

「イヤホンつけてたらまぁ、バレないだろ」

　そう呟きつつ、我ながらたくましいなと想也は思う。

　魔力のない悪魔少女相手に、想也は強気だった。

　これから紙とペンは常に携けい帯たいしておこう。何かと役に立ちそうだ。中から「暗いのであるー」などと聞こえてくるクローゼットを見ながら、想也は思うのだった。







〈02〉　伏線でもなんでもない、ただの変態行為







　清せい正しよう高校では月初めの水曜日の一限目、体育館で全校集会が開かれる。生徒を立たせたまま校長が長々と世間話をし、続いて生徒指導担当の教師が生徒の生活態度に関して物申す。そのあとは部活動で表ひよう彰しようを受けた人が発表されたり、生徒会からの連れん絡らくがあったりと、集会は四〇分ほど続く。

『毎年六月に行っている全校校外学習まで、あと一いつヶか月げつを切った。いいかお前ら、気を引き締めろ！　楽しいだけで終わらないのが郊こう外がい学習。今年は山のぼりだが、ケガはつきものと言うなかれ、安全第一、決して血を流すことなく無事に帰れるよう今から気持ちを作っていくんだ。危険はそれだけじゃない。初めて赴おもむく地、どんな奴やつがいるかわからん。いい加減にしろ！　変質者、誘ゆう拐かい犯はん、さらには女子高生に手を出す輩やからなど絶ぜつ滅めつすればいいんだが。しかし、そうここで言っていても現状は変わらん。あとはお前らがどう緊張感を持っていくか』

　なぜかいつも自分が怒おこられているように聞こえる、生徒指導担当体育教師のよくわからない喋り。どうやら月末にある全校生徒参加の郊外学習について、注意を述べているようだ。

　想そう也やはそれを聞き流しながら手元のメモに目を落とし、朝から頭を働かせていた。

　メモに書かれているのは、想也がチチーから授けられた能力の、五つのルール。




・実体のあるものしか変換できない。

・三文字以上のものしか変換できない。

・変換によって人体を消すことはできず、何かを変換して人間にすることもできない。

・半径三〇メートル以内かつ、自分で持ち上げることのできるものしか変換できない。

・変換したものは、六〇秒で元の姿形に戻る。




　昨日、チチーをクローゼットから出し、改めて訊き出したのだ。

　想也は背後から覗き見されないようメモを手の中に収めつつ、一度辺りを見回して自分に向けられた視線がないか確かめた。

「ん、何？　どうしたであるか？」

　……大だい丈じよう夫ぶ、誰も俺のことなんて気にしていない。

　それにしても、と想也は再び思考に潜もぐる。この能力、チチーの口説明だけではわからないことが非常に多い。

「ねぇ、何かあったであるか？　能力を使うのか？　使うときは教えるである！」

　想也はメモを畳んでポケットにしまうと、そっと顎に指をやる。思い出すは昨日のこと。

　本棚を、バンダナに変えた。本棚は、誰から見たって本棚だ。次に、正解を聖水に変えた。正解は、あれは正確に言えば正解の数式が記入された紙なのだが、変換は成功した。

　このように、ルール以外の部分で、チチーの作った能力は少し曖あい昧まいなものになっている。

　どんなものまで変換の対象にできるのか。その基準を言語化し、まとめておきたい。正解、それはつまり……。

「神かみ矢や想也、聞いておる？　方針は決まったであるか？　そだ、手始めにこの学校を手中に収めておくのはどうであるか？　さぁ、校長攻こう略りやくミッションスタートである！」

　……さっきから、うるさい。

「少し黙ってくれ、考えられない」

　想也は視線を前の奴の背中に固定したまま、誰にもバレないようかすかな声で言った。

「そう……。でも何かするときは言うであるよ。ほう、れん、そう、大切である！」

　そんな声が、頭の横辺りから聞こえてくる。報告、連絡、相談。社会人の基本を教えられてしまった。想也は深く息をつきつつ、ちらとだけそちらに目をやった。

　そこではチチーが、スケッチブックを構えながらふわふわと浮ふ遊ゆうしていた。ドレスの背中のファスナーを開け、そこから腕の長さほどの黒い翼つばさを出して。そのコウモリのような薄うすい翼をたまに羽ばたかせつつ、ほぼ同じ高さに滞たい空くうしている。尻尾を披ひ露ろうするよりも翼で飛んで見せてくれた方が、もっとすんなり悪魔と信じられたのに……。

　それにしても、だ。魔力を持たない者にはチチーの姿や持ち物は見えず、声も聞こえない。そう言うから学校についてくるのを許していたが、こうも鬱うつ陶とうしいならやはり聖水で脅おどしでもして家に置いてきた方がよかった。

　現在チチーからもらった魔力を保持する想也には、当然チチーの声が聞こえる。しかし、想也がチチーと会話しようとすると、虚こ空くうに向けてぶつぶつ言う危ない奴になってしまう。周りから不ふ審しんな目で見られたくないので、チチーのことは極力無視するようにしていたのだが、あまりに思考にカットインしてくるのが気になってとうとう文句を言ってしまった。

　そして、集中力も切れた。

　前方の壇だん上じようには、生徒会長がのぼっていた。三年の、白しら百ゆ合りユリサ会長。きらきら眩い白金色の髪かみをふぁさっと手で一ひと払はらいし、マイクに口を近づける。

『みなさん、おはようございます。先さき程ほど、先生からお話がありました。郊外学習が迫せまる中、街には女子高生に手を出すような不ふ埒らちな輩がいるとのこと。私はこの犯人が女性という線で――』

　なんだろう。対策を練ってみたとでも言うのだろうか。しかし、そういう犯人は相場男性と決まっていると思うが……。

『――妄想してみました』

「………………」

　想也を含ふくめ、聞いていた全員が言葉を失っていた。この会長はいつも、予想の斜ななめ下したをいく。

『女性が女子高生を誘ゆう拐かいし、することといえばなんでしょう。タイをしゅるりと解き、ボタンをぷちぷち外せば、その強こわ張ばる身体からだを優やさしくゆりゆり――ああっ、待って、まだ続きがっ――』

　白百合会長は副会長率いる生徒会役員共に取り押おさえられ、強制的にマイクから引き剥はがされた。

　生徒たちはみな呆あきれた表情でその様子を眺ながめていた。どうしてあの人が生徒会長になれたのだろう。彼かの女じよの美び貌ぼうに騙だまされ票を入れた男子が背負うべき罪なのかもしれない。

　本日の全校集会は、それで終了となった。
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「日本の学校では生徒会長が校長や理事長を凌しのぐ権力を持つと聞いたことがあるのである。攻こう略りやくするならまずはこっちからであるか？」

「それはあれだな、漫画の読みすぎだな」

　集会が終わり、想也は喧けん騒そう溢あふれる廊ろう下かを二年七組の教室へ歩いていた。右斜め後うしろには、ふわふわと飛びながらついてくるチチーの姿。たまに彼女のつま先すれすれを人が通っているが、誰だれもチチーの存在には気づかない。本当に想也以外の人間には見えていないのだ。

「じゃあ、どうするであるか？」

　チチーが引き続き訊たずねてくる。

「そう言われてもな」

　ぼそぼそと短く、想也は返事をする。周囲にバレてしまう危険があり、あまり長い会話はできない。

「早くするのである！　ボクのあげた能力、特に期限はないであるが、プロットの締め切りはどんどん迫ってくるであるからな」

　チチーの方はどうやら時間が限られているらしい。知ったことかと思いつつも、想也は辺りを見回した。

　こちらの準備はできている。あとは丁度いいターゲットがいれば……。

　そう考えながら、背後も確かく認にんしながら歩いていると、トンと肩かたに軽い衝しよう撃げきがあった。

「ごめんなさい！」

　聞こえたのは、空気に馴な染じむような透すき通とおった声こわ音ね。誰かとぶつかってしまったようだ。慌てて横を見ると、そこには想也より少しだけ背の低い、一人の女子が立っていた。

「あ、神矢くん……」

　向こうが想也の名前を呼んでくる。想也の方も「あ」と小さく口を開けた。

　その女子――小こみ南なみ麗うる羽はとは、一年のとき同じクラスだった。

　若じやつ干かんの丸顔に、活発そうなブラウンのミディアムヘアが似合う女の子だ。その軽く流された前髪の下には、長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた切れ長な二ふた重えの眼。非常に整った顔つきから、初見だと令れい嬢じよう然とした涼すずやかさを感じるが、実際はよく笑い人当たりもいい。

　何気ないきっかけから、想也も何度か話したことがあった。しかしまぁ、それだけだ。二年になってクラスが分かれてからは、顔を合わせることさえ一度もなかった。

　偶ぐう然ぜんぶつかってしまって、むこうは謝あやまっている。こちらも何か言わなければと想也は口をぱくぱく動かすが、咄とつ嗟さのことでうまく言葉にならない。そのうち麗羽はふわりと笑えみを浮うかべ、「じゃ」と軽く手をあげた。前に向き直り、進行方向で立ち止まっていた友達のもとへ小走りで向かってしまう。

　小さく息をつき、想也も再び歩き始めた。静かな場所で落ち着きたい気分だったが、

「お、お、今のは誰であるか？　誰であるか？」

　どうでもいいことに興味を持った悪あく魔まがしつこく訊ねてくる。めんどくさいので無視していると、今度は別の低いひそひそ声が耳に飛びこんできた。

『ねぇ、聞いた？　小南麗羽の話。あの子、また告白されたらしいよ？　相手はあの三年生のバスケ部エース』

『え、マジ、また？　でもどうせフッたんでしょ？』

『多分そうでしょ。あり得ないよね。何様だっての』

『あのバスケ部の先せん輩ぱいのこと、好きな人多いでしょ？　ほら、一組のあの子とか』

『うわー。一組、空気悪そー。小南の奴、お高くとまってるんだかなんだか知らないけど、感じ悪すぎ』

　まるで耳元で話しかけられているかのようだった。丁度すれ違ちがった女子たちの会話だ。休み時間の喧けん噪そうの中、その言葉だけがするすると想也の鼓こ膜まくに届く。

　なんだか下腹の辺りがざわついた。

　麗羽ははっきり言って、抜ばつ群ぐんの美少女だ。つまり言うと、めちゃくちゃモテる。

　しかしどういうわけか、彼女が誰かとつき合っているという噂うわさは聞いたことがない。友達と笑い合う姿は何度も見たことがあるが、男子と二人で歩いていた目もく撃げき証言は一いつ切さいない。

　今回もおそらく、アタックしたバスケ部男子はフラれたのだろう。どちらにせよ、自分には関係のないことだが。

　そう想也は思うのだが、なぜか腹の底に溜たまった違い和わ感かんは中々消えそうになかった。

「ちっ」

　想也は誰にもバレないように舌打ちをする。

　しかしそのかすかな音を、拾ってしまう奴がいた。

「どうしたであるか？　舌なんて鳴らして。中々能力を使うチャンスがこないのであるか？」

　近くを飛んでいたチチーが、首を傾かしげながら想也の顔を覗のぞきこんでくる。

　なんだか胸の奥おくがもやもやする。このなんともいえない歯は痒がゆさを授業時間に引きずるのは嫌いやだった。

　ダメだ、今のことは忘れ、気分を変えよう。

　――となれば、やるか。例の作戦。

　想也は教室に入り、視線を巡めぐらせる。昨日実験したときはうまくいっていた。大丈夫、成功する。

「いいだろう。今から面白い物を見せてやる」

　想也が言うと、チチーがおおっと目を輝かがやかせた。しかし、一瞬はしゃいでしまったのを誤ご魔ま化かすように、

「お、おほん。――くくっ、やっとであるか」

　腕うでを組み、偉えらそうな口調で言う。

　想也は後から教室に入ってきた一人の女子に目を留めた。肩けん甲こう骨こつを覆おおうさらさらの黒くろ髪かみが特とく徴ちよう的てきな、丸い瞳ひとみの女の子で、名前は小こ松まつといったか。

　その小松さんが、次の授業の用意をするためか友達と離れた。

　チャンスだ。ターゲットは小松さんに決定した。

「さぁ、見せてみるである、神矢想也。ボクが作った能力の、お前なりの使い方を」

　昨晩遅おそく、クローゼットの中で寝ね息いきを立てていたチチーは、想也がしていた実験について、やはり何も知らないようだ。

　その実験で想也は、とある状態を作り何度も能力を試ためしていた。そしてその中で、能力の新たなルールを一つ、導き出していた。

　変換の対象を意識する際、その色や形が正しく想おもい描えがけていなくても、能力は発動する。

　つまり、隠かくれている物でも、それがそこにあることをしっかりと想像すれば意識したことになるのだ。

　小松さんは教室後ろのロッカーで、資料集の準備をしている。

　――今だ！




「『パンツ』を、『パン粉』に」




　小松さんのスカートの中の、一枚の布の存在を意識しながら、想也はそう呟いた。

　バサッと、白くてキメの粗あらい粉が小松さんの真下の床ゆかに落ちて広がる。

　小松さんは目をぱちくりさせ、突とつ如じよ現れた謎なぞの粉を見、それからそっと股またの辺りに手を当てる。寸刻を置いて、きゃあっと悲鳴を上げた。

　よしよし、いいぞ。昨日部屋で一人、目め隠かくしをしながら適当に取ったパンツを穿はいて、柄のわからないそれをパン粉に変える実験をした甲斐かいがあった。

　しかしまだ、続きがある。今回の作戦における真の目標を、想也はまだ達成していなかった。こくっと唾つばを飲む。

　小松さんの周りには、人が集まり始めていた。

「何なに？　何があったの？」「わお、これなんの粉？」「こまっちゃん、これどうしたの？」

　小松さんは何も説明できず、作り笑いを引きつらせながら、こそっとスカートの裾すそを押さえる。自分が今ノーパンだということには気づいているようだ。

　想也もその瞬しゆん間かんがよく見えるよう、現場近くに移動する。

「なぁ、これ、パン粉じゃないか？」

　一人の男子がしゃがみこみ、小松さんは股を閉じながら慌あわてて後ずさる。男子がパン粉をつまもうと、人さし指と親指を伸のばした、そのときだった。

　パン粉が、パンツに戻った。

　男子がつまみ上げたのは、フリルがついた白色のパンツ。花の刺し繍しゆうがあしらわれた、大人っぽいランジェリー。

　一分経たって、想也の能力が切れたのだ。

「お、おい、これ――」

　興奮気味に言う男子。

「きっ、きゃあああっ！」

　その男子の手から、小松さんが俊しゆん敏びんな動きでパンツを奪うばい取った。

　小松さんはパンツをくしゅっと握にぎり締しめたまま、廊下へ駆けていく。その後を数人の仲のいい女子が追う。残った野や次じ馬うまたちは、何が起こったのかわけがわからず、首を捻ひねり合っている。

　想也はフッと息を切り、窓際の自分の席へ移動した。ポケットから片手サイズの手帳を取り出し、机の下で広げる。そして一ページ目の最初の行に今見たパンツの色、柄、形を書きこんだ。

「お、お、お前……な、何をしておるであるか……？」

　見れば、想也の背後で、チチーが身体をぷるぷると震ふるわせていた。

「ふはは。面白いもんが見れただろ？」

「どこがっ!?」

　チチーはぎゅっと両手を丸め、食いかかるが如ごとく想也に顔を近づける。

「お前、ボクがあげた能力をなんてことに使っているのであるか。あっ、実験？　それとも布石？　もしくは伏線であるか？」

「伏線？　何言ってるんだ？」

「や、だから、世界を支配するための――」

　ああ、そういやそんなこと言ってたな、と想也は思い出す。チチーの目的は頭脳バトルを描くことだったか。確かに、この能力をもってうまくやれば、世界を牛ぎゆう耳じることだって可能かもしれない。

　だけど誰が、そんなことに能力を使うと言った？

「俺は自分の興味が向くことにしかこの能力を使うつもりはない。もらって真っ先に思いついたのが、この使い方だった」

　小声で言いながら立ち上がり、運動場に面した窓を開けた。窓まど枠わくに手を置き、吹ふきこんでくる風を顔に浴びる。

　チチーが横をすり抜ぬけて窓の外に出、翼を上下に動かしつつ想也の前に回りこんできた。

「じゃ、じゃあお前は、女子のパンツを脱ぬがすために能力を使うというのであるか？」

　想也は首を横に振ふる。せっかくの能力、さすがにそんな一時の悪戯いたずら心を満たすためだけに使うのはもったいない。やるならば、何か価値のある成果を得たい。

「俺はこの能力を使って、女子高生のパンツの種類の統計を取りたいと思う」

　想也は広い青空に目を向け、そう宣言した。ＪＫのパンツの種類の統計、それはまだ誰も知らない、貴重なデータになるだろう。それを調べ発表することはエロ界への革新に繋つながる。例えば、素人しろうとモノの企き画かく映像がよりリアルになったり。

　あと単純に、結果が気になる。おそらく人気の色は白だと思うし、白であってほしい。

　チチーが恐れをなしたような表情で想也を見た。

「お前、変態だったのであるか……」

「魔ま界かいから覗き見てたんじゃなかったのか？」

「見ていたが、他の男子高校生と変わらないように思えたのである。……いや、確かに、多少えっちなビデオに傾けい倒とう気味なところもあったかも……」

　あ、やっぱり見られていたのか。恥はずかしい。ということは、チチーはもういろいろ見慣れているということだろうか。何それ、エロい。

「でも、そんな……。じゃあ世界征せい服ふくはどうなるである！」

「さぁ、誰か他の人に頼たのんでみればどうだ？　たとえ能力があっても、そんな大それたことをしようとする奴いないと思うけどな。漫まん画がの世界じゃあるまいし」

「かっ、神矢想也！　お前はボクの漫画の主人公だろう！　……ま、漫画のネタになりさえすればいいである。頭脳バトルとか、金かね儲もうけとか、人助けでもいい。何かまともな方向に能力を――」

「漫画のネタとして見るなら、今でも充じゆう分ぶんいいんじゃないか？」

「女子のパンツをパン粉に変える主人公なんて、誰も見たくないのであるっ！」

　チチーはぶーぶー文句を言い続ける。しつこいので、正解の数式が書かれた紙をちらつかせると、「暴ぼう虐ぎやくである……」と言い残し静かになった。

　もうすぐ授業開始のチャイムが鳴る頃ころだろうか。夏の空を流れる白い雲を見ながら、想也は先程目に焼きつけた小松さんのパンツを思い浮かべた。
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「見事にばらばらだなぁ……」

　放課後。自宅に帰った想也は勉強机に向かい、手帳に並ぶ今日の成果を睨にらんでいた。

　二組の小こ西にしさん、水色のレース。三組の吉よし本もとさん、黒と白のドット。三年の名も知らぬ先輩、ピンクに近いパステルカラー。その日、能力を使って確認できたのは、小松さんの白のフリルつき花はな柄がらも合わせて四件だった。色、柄、形は、人それぞれ。

　手帳を置くと、想也はノートパソコンを開く。

　清正高校の女子を全国でも一いつ般ぱん的てきな女子高生とし統計を取るならば、母体は約五〇〇人なので、信しん頼らいレベルを下げないためにも最低でも一〇〇人強のサンプルはほしいところか。しかしいかんせん、女性用下着というのは種類が豊富だ。詳くわしい結果を出そうと思えば、二〇〇人でも足りない可能性がある。計算が込みいってくる。

　必要サンプル数を確定させるのはあとにして、想也は統計ソフトに今日得たデータを入力していく。色、柄、形に関しては、それぞれ分類を作っていく必要がある。特に形が難しい。レース、紐ひも、ハイレグ、Ｔバック、エトセトラ……。目もく撃げきしたパンツがどれに当てはまるか見み極きわめる目を養っておく必要がある。すぐにブラウザを開き、『パンツ　女物』で画像を検けん索さく。

「異様な真しん剣けんさであるな……」

　それを後ろから覗いていたチチーが、呆れたふうに息をついた。

「当然だろう、やっと毎日が面おも白しろくなりそうなんだ」

「……ボクは人間界には詳しい方だと思っていたけれど、思春期の男子というものを全く理解できていなかったようである」

「次に能力を渡わたすときは頭のいい女子を探すんだな」

「そんな魔力、すぐには溜まらないのである……。それにっ、ボクはまだ諦あきらめてないであるからな。絶対に神矢想也、お前をボクの漫画に相応ふさわしい主人公にしてみせる」

　想也はほんの少しだけ顔を傾かたむけ、横目でチチーを窺うかがった。何か企たくらんでいるのだろうか。想也が女子高生のパンツの統計を取るつもりだと発表してからは、ずっと沈しずんだ様子で心なしか滞空高度も低かったが、今は狭せまい部屋の中を自由に飛び回っている。鳥のように激しく翼を動かして上じよう昇しようすることはなく、ゆったりと、網あみ戸どから吹きこんでくる僅わずかな風に乗るかのように、軽かろやかにチチーは宙を舞う。

　しかし、そんな悪魔少女のお腹なかから、くぎゅぎゅうううううと音が鳴った。

　チチーは一いつ旦たんその場に静止し、何も言わずふわりと想也のそばに下り立った。そして、おずおずと口を開く。

「……神矢想也さん、お――」

「飯ならないぞ。いきなりさんづけにしたって無む駄だだ」

「まだ『お願い』の『お』しか言ってないであるのにっ。ボクを餓が死しさせる気であるか？　昨日から何も食べていないのである」

「ほぅ、悪魔って殺せるのか？」

　興味を持って、想也は訊ねる。

「悪魔はあくまで……シャレではないであるぞ。悪魔はあくまで死なないのである。餓死は冗じよう談だん。残念だったな、神矢想也」

「ちっ」

「くくっ、いい舌打ちだ。まぁ、悪魔から命を奪おうなんて今後二度と考えないことである。それはこの世の理ことわりに反するゆえ」

「あー。でもさ、空腹を感じるってことは、精神的に殺すのは可能かもなぁ」

「……むぅ？」

　想也はパソコンの画面の横に見える観葉植物の鉢はちに手を伸ばし、その根元に落ちていた一枚の枯かれ葉はをつまみ取った。

「……か、神矢想也。お前、何をする気であるか……？」

　チチーはびびったように若干身を引いた。それを見て想也は、にやりと笑みを浮かべる。

　想也は枯れ葉を手の平に載せながら、こう唱えた。

「『枯れ葉』を『カレー』に」

　手の上に、カレーライスの盛られた器うつわが現れた。

「め、飯テロは無む慈じ悲ひすぎるであるっ！」

　咄嗟に顔を背そむけたチチー。だが辺りにはすぐに、唾だ液えきの分ぶん泌ぴつを促そく進しんさせるスパイスの香かおりがぷーんと漂ただよい始める。想也とチチー、同時にじゅるりと唾を飲みこんだ。

「ほ、ほら、うまそうなカレーだぞー。チチー、食べるか？」

「知ってるである、それ元は枯れ葉である、食べたってお腹の中で枯れ葉に戻ってしまうのである。……ううっ、お腹が空いたである」

「そうか、残念だなぁ。ほれほれー」

　想也は机の前の棚たなにあったノートを取って、カレーの匂においを扇あおいでチチーに送る。

「やっ、やめろっ！　……ううっ、残ざん忍にんなのである」

　チチーは本当に苦しげな声を上げていた。なんだか聖水より効き目がありそうなのだが……。

「魔界にもカレーはあるみたいだな」

「あるである。悪魔人間共通、カレーが嫌きらいな奴なんていないのである」

「そこは同意だ。カレーうまいよな。悪魔の好物はわからなかったが、とりあえず外れのなさそうなカレーを出しておいて正解だった」

「……くっ、どうしてこんなしょうもないところで心理戦っぽさを出してくるであるか」

　六〇秒経って、カレーが枯れ葉に戻もどった。チチーはふぅと息をつく。すると再び、

　ぐぎゅぎゅごおおおおおおお。

　チチーの腹が、すさまじい音を響ひびかせた。

「……神矢想也、さん」

「……魔界には戻れないのかよ」

「ネタが浮かぶまでは戻れない。編集怖こわいがゆえ……」

　言って、俯うつむくチチー。仕事に悩なやむ悪魔少女を見ながら、むむぅと想也は唸うなる。

　――このままほっておくと、こいつ、うるさそうだなぁ。

　チチーは普ふ通つうの人間からは認にん識しきしてもらえないので、金を持たせて食料を買いに行かせることもできない。だからといって、晩飯の席に招待するわけにももちろんいかない。

　想也はちらと、壁かべにかかる時計に目をやった。一八時四〇分。

　母親が帰ってくるまで少し時間がある。晩飯の前に間食をしているのがバレるとぐちぐち言われて面めん倒どうだろうが、まだ間に合うか。食べるのは想也ではなく、チチーだが。

「……仕方ないな。台所にカップ麺めんがあったはずだ。そんなもんでいいなら作るけど」

　想也がぼそっと言うと、チチーががばっと顔を上げた。

「ほんとであるか！　是ぜ非ひお願いしたいであるっ！」

「わかった。大人しく待ってろよ」

　まぁ、面白い能力をもらったし、これくらいしてやってもいいよな。

　そう思いながら、想也は立ち上がり部屋を出ようとする。

「くくっ、神矢ちょろ也、ようやくデレたであるか」

　それはともすれば聞きき逃のがしてしまいそうな、呟つぶやき声だった。

「おいふざけんな！　何がちょろ也だ！　誰がデレたって？　ああわかった、カップ麺いらないってことだな」

「ごめんであるっ。ほんの、ほんのデビルジョークであるっ」

「センスねぇんだよ、デビルジョーク！　……ったく」

　想也はため息をつきつつ、部屋の扉を閉めて一階へ向かった。このままあのチビ悪魔とやり合っていても仕方ない。台所の戸と棚だなを漁あさり、買い置きのカップラーメンを一つ取り出す。包装を破り、蓋ふたを開けながら、想也はふと先程の変へん換かんについて考える。

　枯れ葉をカレー。あのとき想也は、そう唱え能力を使用した。

　カレー。

　確かにそう述べたが、しかし、実際に現れたのはカレーライスだった。

　厳密に言うなら、変換後の言葉はカレーなのだから、現れるのはカレールーだけになるのではないだろうか。けれどそうはならなかった。この結果に、想也はとある確信を抱いだいていた。

　昨日、正解を聖水にした際、杯に半分ほど入った形で聖水は現れた。これはカレーにも当てはまるのだが、聖水は、器に入った状態で現れたのだ。そしてそれは、想也が自分の頭の中に描いていた聖水、そのものだった。

　本ほん棚だなをバンダナに変えたときから、薄うす々うす気づいていた。あのときバンダナは、想也の想像通りの色、柄がらをしていた。つまり変換後の物は、想也のイメージを再現する形で現れているのだ。その際カレーとカレーライスのような、含がん意いの微び妙みような差異は無視される。

　これは能力の新たなルールとして、メモに加えておくべきだろう。想也にとって都合のいい性質でありがたかった。

　脳内で一まとめを終え、想也はお湯を入れたカップ麺と箸はしを持って二階へ戻った。自室の扉を開けると、

「待っておったであるぞー」

　チチーが小こ躍おどりするように回転しながら想也のもとまで寄ってくる。カップ麺がそんなに嬉うれしいのか。

「ほらよ。あと二分くらい待ってから食えよ。あと、飛ばないなら翼しまっとけ、邪じや魔まだ」

「りょーかいであるー」

　チチーは両手でカップ麺を受け取りながら、手を使わずに翼をたたむ。それからくるりと回って、想也の方に背中を向けた。

「ファスナー、閉めてほしいである」

「自分でやれよ」

「カップ麺持ったままじゃ届かないがゆえ」

　チチーは片手でカップ麺を持ち、空いたもう片方の手で後ろ髪がみを横に掻かき分わける。露あらわになった白いうなじに、想也の目は釘くぎづけに。

「……しょうがないな」

　想也は引き寄せられるようにチチーの背中に近づいた。別にもっと近くでその透き通る肌はだを見たいとか、そういうことではない。ただそこにはなんというか、男を引きつける魔ま力りよくがあったというか。さすが悪魔だ、ということにしておこう。

「翼も触ふれたら痺しびれたりするのか？」

「翼はだいじょーぶである。ただ、ファスナーに挟はさまないよう気をつけてほしい」

「お、おう」

　まぁその点に関しては、折りたたまれた翼は予想以上にコンパクトになっており、少し気をつければ問題なさそうである。ドレスの上からだと、そこに翼を隠しているなんて全くわからないくらいだ。

　想也はドレスを押さえながら、そっとファスナーをつまんで引き上げようとした。

　そのときだった。

　ギシギシと、誰かが階段をのぼってくる音がした。

　まずい、母親が早めに帰ってきたのだろうか。想也は慌ててファスナーを閉めきる。

「んぎゃーっ！　翼っ！　挟まってるであるっ！」

　チチーの叫さけび声ごえが聞こえたが、気にしている暇ひまはない。急いで立ち上がると、勉強机に着く。直後、足音が止やみ、案の定母親の声が聞こえてきた。

「想也ー？　ちゃんと勉強してるの？」

　階段の途と中ちゆうからこちらの様子を探さぐるように、母親が問うてくる。

「ああ！」

　想也は背筋を伸ばし、大きめの声で返事をした。

「……そう、頑がん張ばるのよ。晩ご飯ができたら呼ぶからね」

　少し間を置いて納なつ得とくし、母親は一階に戻っていく。足音が完全に去ったあと、想也は背もたれに身体を預け、ふぅと息をついた。

「……怖い母親であるか？」

　挟まった翼を自力でなんとかしたらしいチチーが、カップラーメン片手に訊きいてくる。

「別に、鬱陶しいだけだよ」

「心底嫌そうに言うであるな」

「それよりお前、くれぐれも母さんに見つかるような真ま似ねはするんじゃねぇぞ」

　そう言うと、想也は沈んだ気分を吐はきだそうとするように、もう一度深くため息をついた。







〈03〉　これは期待された頭脳戦？







「きゃっ」という短い悲鳴が廊下に響く。衆しゆう人じん環かん視しのもと、パンツをパン粉に変えられた女子が、慌てて股を押さえたあと、スカートの中が見えないよう慎しん重ちようにしゃがみながらパン粉を掻き集あつめる。

　しかし、両手にパン粉をすくい上げたところで六〇秒が経過し、パン粉がパンツに戻ってしまう。女子が手に握るそれは、ピンクのさくらんぼ柄だった。

　パンツをチェックした想そう也やはさり気なく踵きびすを返し、観衆の輪から離はなれた。廊下を二年七組の教室へ向かいながら、手帳を取り出し、得られた貴重な情報をきちっと書き留める。

　ちなみに、例えば先程の女子がパン粉を半分ほどすくい上げていたとしよう。その場合、持っている分と残りの半分、数グラムでも多い方がパンツに戻り、残りは消えてしまうようだ。そのような現象を、これまで何度か目撃していた。

　本日は月曜日。女子高生のパンツの種類検証開始二日目（土日はカウントせず）の昼休みにして、想也の手帳は一ページ目が終わり、二ページ目も半分まで埋うまっていた。これまで二四人のパンツを見たことになる。一年生から三年生まで満まん遍べんなく。休み時間に限らず、授業中にも能力を使い始めた。

　そしてその間、想也はだんだん質も求めたくなってきていた。統計を出すには量が必要だが、できるだけ可愛かわいい女子のパンツが見たい。

　……これからはターゲットを絞しぼって行動していくか。能力を発動させるチャンスがあればしっかり量も稼かせぎにいくが――。

　そう考えながら教室に入り、窓まど際ぎわの自席に着いたとき、開いた窓の外からチチーが顔を出した。

「……いちいちついてくるなよ」

「そんなのボクの勝手である。お前を観察しなくちゃであるし、他にもやることが――」

「もし少しでも周囲に勘かんづかれるようなことしたら、聖水の刑けいだぞ」

「ぼ、暴力反対っ！　悪魔にも人権をっ！」

　チチーは窓の外、翼を広げて上昇していった。

　悪魔が実在しているということは誰にもバレてほしくない。特とく殊しゆ能力が存在するという事実に繋がる可能性のある要素は、全すべて隠しておきたい。

　今現在、学校中でパンツがパン粉になる現象は、謎の怪かい奇き現象として囁ささやかれている。さすがにもう、校内の全員が知るところではないだろうか。しかし誰も、生徒の一人が犯人だとは考えていないよう。パンツを脱がす妖よう怪かいがいる、なんて噂も出ている。

　この調子で進めばいいが。そう思いながら手帳を眺めていると、昼休み終しゆう了りようを知らせるチャイムが鳴なり響いた。




☆




　翌日の朝。

　早めに登校した想也は、校内をくまなく歩き回っていた。能力のターゲットとする可愛い女子を探すためである。

　北校舎の一、二階には一年生の教室があり、三、四階には美術室や音楽室などの特別教室が割り当てられている。南校舎に戻れば、二階に二年生の教室と図書室。三階は二年と三年が混在しており、四階はワンフロア三年生の教室となっている。一階は職員室、校長室、保健室だ。

　登校してきた生徒たちで、校内はどこも騒さわがしい。人がいないと思っていた特別教室の階も、朝練に励はげむ吹すい奏そう楽がく部の楽器の音で満たされていた。

　夜よる遅おそくまで能力の実験をしており、想也はかなり寝ね不ぶ足そくだった。周囲の喧けん騒そうに顔をしかめながら、女子の品定めをしていく。

「今日は中々能力を使わないであるな」

　背後から、チチーが話しかけてくる。

「パンツをパン粉に変えるだけならいつでもできるからな。今はその時間じゃない」

「自分好みの可愛い女の子を探しているのであるか？」

　チチーにも、校内を徘はい徊かいする想也の意図は伝わっていたらしい。まぁ、ずっときょろきょろ女子ばかり見ていたらバレて当然か。

　だからと言って、チチーにとやかく言われる筋合いはない。想也が無視して進んでいると、チチーが言葉を続けてきた。

「それならあの女子はどうであるか？　あの、小こ南みなみ麗うる羽はという女」

　その名前が発せられたとき、想也は思わず反応してしまった。

「あいつはいいよ」

「お、どうしてであるか？　中々可愛かったであるに。しかも、知り合いなのであろう？」

「別に、興味ないし」

　想也がそう端たん的てきに答えると、急にチチーが静かになった。気になって振り返ってみると、何やらチチーがにまにました顔でこちらを見ている。

「ラブコメは大だい歓かん迎げいであるぞ？」

「なんだそれ。どういう意味だよ」

「その通りの意味である。お前、あの女子のこと好きなのであろう？　この前話しかけられたとき、異常に緊きん張ちようしていたし。最悪、面白くなればラブコメ方面でもいいのである。ボクが恋れん愛あい相談に乗ってやるである」

「は？　バカか。小南とは全くそんなんじゃねぇよ。勘かん違ちがいも甚はなはだしいぞ」

　そう、全くそんなのでもなければ、どんな関係でもない。

　彼かの女じよとの間には何もない。

　話は終わりとばかりに、想也は歩くスピードを上げた。後ろでチチーがまだ「怪あやしいであるー」などと喋しやべっているが、無視をする。

　結局、朝の間はターゲットを見つけられず、能力を使うことなく時間がすぎていった。




　その日は移動教室や体育の着き替がえなどがあり、午前中の休み時間は満足にターゲット探しができなかった。

　そして昼休み。想也がここぞとばかりに時間を作ろうと、急いで弁当を食べていたときだった。前の机に集まっている男子二人のひそひそ話が、想也の耳に入ってきた。

「おい、聞いたかよ。委員長の」

「ああ、驚おどろいたよ。本当らしいな。階段のぼってるときに偶ぐう然ぜん見た奴やつがいるって」

「いいよなー。俺おれも見てぇよ、Ｔバック」

「Ｔバック!?」

　想也は思わず声に出してしまった。しかしこれは致いたし方かたない。それほどビッグインパクトだったのだ。

　Ｔバック、だと？　想也は前のめりになって訊たずねる。

「委員長がＴバックを穿いてるのか？」

「お、おう。神かみ矢やもそういうこと興味あるんだな。勉強ばっかりやってるのかと」

「ま、まぁな。男として当然だろう。それより、委員長って、ウチのクラスの？」

「ああ。我らが委員長、聖ひじり林ばやし珠たま陽ひのことだよ。今日聖林がＴバックを穿いてるって噂があってさ」

「信しん憑ぴよう性せいは？」

「見たって奴がいるらしい。だから噂になってるんだろ？　驚くなよ、色は紫むらさきだそうだ」

「紫……だと？」

　二年七組委員長、聖林珠陽といえば、品行方正を地でいく真ま面じ目めキャラ。赤い縁ふちのメガネの奥で切れ長な瞳をいつも光らせており、風紀を乱す者がいれば即そつ刻こく駆かけつけ注意する。制服の着こなしは校則遵じゆん守しゆの証、肩かたの長さの黒髪は自らが手本だという意志の表れ。

　その聖林が、紫のＴバックだと……？

　教室内を見回し、黒板付近の席で友達の女子二人と机を囲む聖林の姿を見つけた。喋りながら弁当をつついている。あの子が今、紫のＴバック……。

　パンツの統計を取り始めてから、まだＴバックを穿いている女子高生は一人も確かく認にんできていない。これは一目拝ませてもらう必要がある。

「情報の共有、感謝する」

「お、おう。神矢も、話せる奴だとわかってよかったよ」

　男同士、絆きずなの橋がかかった瞬間だった。想也はもう一度礼を言い、椅い子すに座すわり直す。

　ターゲットが決まった。

　今日の獲え物ものは学年一の真面目ちゃん。彼女のＴバックだ。




☆




　昼休みとその次の休み時間、聖林は席から立たず、チャンスが訪おとずれたのは放課後だった。

　聖林は何か用でもあるのか、鞄かばんを持たず教室から出ていく。想也も手ぶらで、充分な距きよ離りを開けながら、聖林の後をストーキングした。聖林は階段を下り、昇しよう降こう口ぐちへ。靴くつを履はき替かえ、校舎の外へ出ていく。

　想也も続いて外に出たとき、空からふわっとチチーが舞まい下おりてきた。

「ほーう。次の狙ねらいはあの女であるか？」

「よぉ。お前、どこにいたんだ？」

　ふと思うと、本日は朝以降、チチーの姿を見た覚えがない。想也は純じゆん粋すいに疑問に思いチチーに訊ねた。

「くっくっく。ボクにも色々準備があるのである。この物語を、もっと面白くするための」

　なんともいやらしい笑えみを浮うかべるチチー。

　準備だと？　こいつはこそこそと何をしているのか。

　そう考えるが、現在尾び行こう中の身。深い思考に落ちる暇はなく、想也は聖林を見失わないよう歩くスピードを上げる。

　聖林は校舎の角を曲がり、裏庭に入っていった。清せい正しよう高校の裏庭は、木が多く林のようになっている。どうしてそんな場所へ――？　懐かい疑ぎの念が頭をよぎったが、狙いのＴバックはすぐそこ、好機とばかりに想也は距離を詰つめる。

　想也は校舎の角に張りついて隠れながら、顔だけ出し、聖林の姿を視界に捉とらえた。大だい丈じよう夫ぶ、能力の発動範はん囲い、三〇メートル以内に入っている。今しかない。聖林のスカートの中のパンツの存在を意識しつつ、想也は唱えた。

「――『パンツ』を『パン粉』に」

　…………。

　何も、起こらない。

　スカートの中から、パン粉が落ちてこない。

　なぜだ、どういうことだ。

　想也が原因を探ろうと目を細めたとき、聖林がぴたりと足を止めた。

　彼女は立ち止まったまま、右手をスカートのポケットへ伸ばす。そして、何かを握って引き抜いた。指の間からこぼれるのは、キメの粗い白い粉――。

　ポケットからパン粉？　想也がその想定外の光景に気を取られていたときだった。

　聖林がスカートを翻ひるがえし、勢いよく後ろを振り返った。

　ばっちりと目が合った。

「あれぇ？　神矢くん、どうしてそんなところにいるの？」

「あ、いや……」

　こいつ――、

「んー？　どうしたの？　そんな、鳩はとが実じつ弾だんを食くらったような顔して――」

　とぼけた顔して何を――。

　漆しつ器きのように艶つややかな黒くろ髪かみをひと束、小指ですくって耳にかけながら、聖林は大きな瞳ひとみで想也をじいいっと見つめてくる。……ふむ。改めて見ると聖林、実は結構美人なのかもしれない。一度メガネを取ってほしいな――って、そんなことを考えている場合じゃない。

　ずっと校舎の陰かげにいるわけにもいかず、想也は裏庭へ足を踏ふみ出だす。夕色の混ざった陽ひ射ざしが、木々の間に落ちこむその空間には、二人以外に人気はない。

「……よ、よぉ委員長。むこうにゴミ置き場あるだろ？　昨日教室のゴミ箱に間ま違ちがえて必要なプリント捨てちまってな。それを捜そうと……」

「ふーん。まだ残っているといいけど……。アタシも手伝おうか？」

「いや、いい……」

　想也は足を進め、聖林の横を抜けてゴミ置き場へ向かおうとする。プリント云うん々ぬんの話はもちろん嘘うそなのだが。

　しかし聖林とすれ違ちがいかけたとき、がしっと二にの腕うでを掴つかまれた。想也はびくっと身体を強こわ張ばらせてしまう。

「待ちなさい。一つ、訊きたいことがあるわ」

「な、なんだ？」

「まずこれを、しかと見て」

　聖林はポケットから白い粉をひとつまみし、目の高さからぽろぽろと落としてみせる。間違いなく、それはパン粉だ。聖林は続けて言った。

「今流行はやっている怪奇現象について、神矢くん、あなたはどう思う？」

　透すき通とおるような、妙みように落ち着いた声こわ音ねだった。聖林が横に向き直り、想也の顔を覗のぞいてくる。先さき程ほど見つめてきたときとは打って変わって、鋭するどく相手を射い貫ぬくような光がその双そう眸ぼうに宿っていた。

　パン粉を見せてきたのだ、怪奇現象とは想也の使う能力のことを指している。ここでなんと答えるか。学校中に広まっているので、なんのことだ、とは濁にごせない。このタイミングでその話題。この女、どこまで気づいている……。

「……いきなりだな。どうって言われても、超ちよう常じよう現象が現実に起きているとしか」

　想也の言葉に、聖林はこくっと一つ頷うなずいた。

「そう。下着がパン粉になるなんて、超常現象以外の何者でもないわよね。ただアタシは、このびっくり現象が、人の手でコントロールされてるんじゃないかと思って」

「は？　人の手？」

　想也が訊き返したとき、聖林が「あ」と呟く。ポケットに手を突つっこんだ。

「……実はね、ポケットに入れておいた下着が、パン粉に変わっていたの。それが丁度今、元の下着に戻ったわ。本当よ？　か、神矢くんには絶対に見せないけど――」

　言って、聖林は片手でポケットの口を押おさえながら、もう片方の手首につけた細いベルトの腕うで時ど計けいを見る。

「えー、怪奇現象の継けい続ぞく時間、約一分ってところね」

　――こいつ、怪奇現象――一字換がえの能力のルールを調べている……？

　敵か味方で判断するなら、およそ間違いなく敵だ。想也は慎重に、対面する捜そう査さ官かんに探りを入れる。

「お前に怪奇現象が起こっていたのか？　でも、それが人の手によって？」

「アタシはそう推理したわ」

「推理って……詳しく聞かせてくれるんだよな？」

　女子高生探たん偵てい聖林は、「ええ」と首を縦に振ふった。そしておもむろに腕を組み、自信有り気に口を開く。

「今日、友達二人に頼んで、アタシがＴバックを穿はいているという噂うわさを流してもらったの。そしたらこの通り、あっさり怪奇現象が発生したわ。アタシなんて、普通なら見向きもされないような地味な存在なのに……まるで狙われたかのように、ね」

　噂が流れるよう仕向けただと？　友達に頼んで？　ということは、Ｔバックは怪奇現象を呼ぶためのエサ。目もく撃げき者しやがいたという話も、全ては罠わな……。

　だとしたら、この状じよう況きよう――。

「ふふふっ。本当は犯人をおびき出したかっただけなのだけど、パン粉になる事実まで確認できるなんて。ポケットに入れている状態でも怪奇現象は起こるのね。そして、アタシの下着に現象が起きたとき、近くにいたのは神矢くん、あなただけだったわ」

　聖林の不敵な笑み。

　……やはり、疑われているか。

　要するに聖林は、怪奇現象を起こしている人物を特定するため、人のいない場所に誘さそい出そうとわざわざ裏庭に移動していたわけだ。

「うおー、神矢想也、なんだか心理戦っぽくなってきたであるな！　わくてかであるっ」

　上空で飛びながらスケッチブックを開いていたチチーが、口を挟んでくる。うるさいと怒ど鳴なることもできず、想也は無視するしかない。
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　冷静に、冷静になれ。こんなときこそクレバーでいる必要がある。

　スカートのポケットにパンツ……。スカートの中に穿かれたパンツを意識して呟いたのだが、ポケットの中まで能力の範囲に含ふくまれてしまったのか。

　だが待て、穿いているパンツがパン粉になって落ちてこないということは……。

　もしかして現在、聖林はノーパン？

　Ｔバックを穿いてきたという噂を広めておいて、怪奇現象を呼び寄せる。そして現象に巻きこまれても、パンツがパン粉になって散らばらないよう元々脱ぬいでおいたってわけか。

　思考を巡めぐらせるうちに俯きがちになっていた顔を、想也はゆっくりと上げた。

　ならば今、自分がやるべきことは――。

「……偶然じゃないか？　もし怪奇現象がランダムに発生しているとしたら、生徒数から計算しても委員長に怪奇現象が起こる可能性は充じゆう分ぶんあるはずだ」

「ふん。神矢くん、あなたの言っていることは正しいわ。でも今は、この現象に人が関かん与よしていると考えてみてほしいの。そこで、ね。知っているかしら。これだけ各所で頻ひん発ぱつする中、授業中にこの現象が発生したことがあるの、アタシたちのクラスだけなのよ」

　聖林は間を空けて、想也の反応を窺っているようだった。

「……何が言いたい」

　……いや、そんなことはわかっている。正解の返答はたまたまだろ、だったか。

　それは想也自身も気にしていたことだった。休み時間だけ怪奇現象が起きていると、どうしても生徒が関かかわっているのを疑われてしまいかねない。だから、とりあえず自分のクラスで、授業中にも能力を発動させておいたのだが――。

「アタシたちのクラスに、この現象に関わる人がいる可能性があるわ」

　まだ学校で能力を使い始めて三日目なのだ。手を回せていない箇か所しよも多い。聖林は早期のうちに、その隙すきを突いてきた。

　焦あせることはない。落ち着いてチャンスを探れ。今やるべきは、無意味な言い逃れなんかではない。なんせ相手はおそらく、穿いてない、のだ。

「ていうか委員長、まず、考える方向を踏み違えてると思うな。怪奇現象に関わるって、どうやって？　そんなオカルト的思考、俺は持ち合わせてないぞ」

　想也は意識して苦く笑しようを浮かべながら、聖林に話す。

「その犯人自身が、現象を引き起こしているのかもしれない。今はそれ以上わからない。あなたが何か知っているかもと思うのだけど？」

「俺が知るわけないだろ。ウチのクラスに奇き術じゆつ師しでもいるんじゃねぇのか？　パン粉を操あやつるスペシャリストみたいな。……まぁ、冗談だが」

「アタシは魔ま術じゆつ師しとか、超ちよう能のう力りよくを使える人がいるのではと思っているけれど。……こっちは真しん剣けんよ？　ここまでのことが起こっているのだから」

　だいたい当たっている。聖林珠陽、常識に囚とらわれない考え方のできる奴だ。

「正解であるっ！」

　チチーはうるさい。

　聖林は想也から視線を逸そらさない。表情変化の一つ一つを残さず観察されている気分になる。想也は用心深く言葉を選び、口を動かした。

「ほぉ、超能力ねぇ。そんなものが存在するとは思いたくないが……この現象を説明するなら、奇き術じゆつよりは現実的かもしれないな」

　聖林の口元がにんまりと歪ゆがんだ。

「でしょでしょう？　じゃあ、本当にこれが超能力だとしたら、一体どんな能力だと思う？　アタシはいくつか制限があると考えているのだけど。例えば、一分間しか発動できない、とか。神矢くんの自白――じゃなくって、意見を聞きたいわ」

　言い間違いの処理も堂々としている。未知で奇き怪かいな能力の持ち主と予想する相手に対し、正面衝しよう突とつ上等の覚かく悟ごなのだろう。

「わからないな。怪奇現象自体、目もく撃げきしたのも数回だし」

「でもあなたなら推理できるでしょう？　模試全国一位の秀しゆう才さいさん。女の子のパンツが次々と、パン粉に変えられていっているのよ」

　聖林はわざわざアクセントを変えて、単語を強調してきた。そこまでヒントを出され、わからないというのは不自然か。というか、少し癪しやくでもある。

「……パンツをパン粉、か。語感が似ているな。もしかしたら、対象を語感の似ている物に変えられる能力だったり？　ははっ、漫まん画がじゃあるまいしな」

「ええ。アタシもそう考えているわ」

「…………」

　からかわれているとしか思えない。

「さらに細かい制限があるとしたら、一文字違いの物しか変換できない、とかかしらね」

　聖林、それに至ってはもう正解だ。だがまぁ、予想できる範囲か。

　それに、推測できたところで証明はできない。この特殊能力は証しよう拠こが残らないのだ。能力の使用者か、それを与あたえた悪あく魔まが口を割らない限り、聖林の推測が妄もう想そうの域を脱だつすることはない。

　――問題は、何もない。

　想也は顎あごに指をやり、悩むフリをしながら言う。

「だとすると、犯人の人物像が浮かばないな」

「……どういう意味かしら？」

　怪け訝げんそうに聖林が訊いてくる。

「例えば、俺がそんな能力を持っていたら、そうだな……適当にその辺に落ちてる小石をコインにでも変えるかな。対象を一文字違いの物に変えられるんだろ？　うまく使えば大おお儲もうけできるぞ？　だけどなぜか、犯人はパンツをパン粉に変えるだけ……」

「……犯人は裕ゆう福ふくなのかもしれないわ」

　おっと、その考えは浅はかなんじゃないか？　と想也は思う。裕福という回答は、小石をコインに変えるという問題しか解決できていない。

「想像してみろ。俺たちが予想してるのは、仮にうまく使えば世界だってものにできてしまうかもしれない恐おそろしい能力だぞ？　それを持った犯人が、こんな学校内に留とどまっているとは思えないな」

「それは……犯人が、よほど満たされているか……」

　聖林の言葉はたどたどしい。彼女はアドリブが利きかないというか、反論に弱いようだった。ここは、なんらかの制限があるのだろう、で充分なのに。想也の心に余よ裕ゆうが生まれる。

「外したであるなー。犯人はただの変態である」

　チチーよ、それは言わない約束だろう。

「パンツをパン粉にしか変えられないのかもな。もしくは全く違う能力か。学校外では使えないという制限でもあるのか？　それともやはり、ウチの学校だけの怪奇現象、七不思議だったりして」

「………………」

「委員長は小石をコインに、できると思うか？」

「……それは保留……まだわからないわ。犯人がどんな人物かも――」

　言いながら聖林は、不ふ審しんそうに想也を見ている。もう今いま更さらではあるが、疑っているのを隠かくす気はこれっぽっちもないらしい。

「ほぉ、小石は保留？」

「そうよ。今はまだ、ね……」

　想也の問いに、聖林は頷いた。いつかは全てを突き止めてやるという、意志の籠こもった頷きだった。

　小石は、保留。想也はふっと息を漏もらす。これは使える。

　準備は整った――。
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　昨晩、想也は実験で、能力の新たな可能性を突き止めていた。正解を聖水に変えたときから、覚えていた違い和わ感かん。その答えを、想也は明らかにしていた。

　正解の数式が書かれた紙。想也はそれを、正解という言葉として変換した。なぜそれが可能だったか――。考えられる可能性が、一つある。

　それは、想也自身がその紙を、正解と認にん識しきしていたからではないか。

　――認識。

　それを証明するため、想也はベッドの下で厳重に保管しているお宝グッズの中から、最も登板数が多くお世話になっている頼たよれるエース、『おっぱいコレクション！　～僕ぼくの見た至高のおっぱいたち～』を取り出した。

　対象を、自分の認識している言葉で変換できるなら――、

「『宝』を『おから』」

　…………何も起こらない。

「そ、そんなアダルティな物を取り出して、何をしているであるか？　ま、まさかボクのいる前で大胆に――」

　部屋にいたチチーがこちらに気づき、騒ぎ始める。大胆に、なんだというのか。

　しかし、成功すると思ったのだが。それでは正解の数式を変へん換かんできた件はどうなる？

　一応確認してみるかと思い、チチーに訊ねる。

「いやさ。この『おっぱいコレクション！　～僕の見た至高のおっぱいたち～』、通つう称しよう『ぱいコレ！』は、俺にとって宝なんだ。いいか、宝」

「ほ、ほぅ。そんなに熱く語られてもである……」

「それをこうして、『宝』を『おから』に、と唱えても――って、おおっ!?」

『ぱいコレ！』が白くべちょっとしたおからになって、ぼたぼたと床ゆかに落ちた。

　できた。なぜだ、さっきはできなかったのに……。

「あーあー、床がべちょべちょである」

　突とつ然ぜんのことで、器うつわをイメージするのを忘れていた。でもまぁ、どうせ消えて元の形に戻もどるので問題ない。というか、戻ってもらわないと困る。ほんとに困る。『ぱいコレ！』は宝だ。おからはオカズになり得ない。

　それよりも、だ。できたのだ。『おっぱいコレクション！　～僕の見た至高のおっぱいたち～』というエロティックビデオを、おからに変えられた。

　想也は考える。一度目は失敗し、二度目で成功した理由。二度とも『ぱいコレ！』を宝として意識しながら、言葉を発したが……。一度目と二度目の間には、少しチチーと会話しただけ。

　待てよ？

　チチーとの会話……。内容は、宝、『ぱいコレ！』について。

　もしかしてこれは、認識を共有したからではないだろうか。

　正解を聖水に変換したときも、正解の数式を書いた紙をチチーが覗きこんでいた。「１＋１＝２」。悪魔少女でもそのくらいの問題は、正解と理解――認識していただろう。

　つまり、対象を自分の認識している言葉で変換したい場合、周りにいる者とその認識を共有しておかなければならない。そんなところか。

　さらに踏みこむと、周りにいる者が同じ認識を持っていなければ能力は発動しない、という可能性も考えられる。これまで変換した、例えば本ほん棚だななんかは、みなが当たり前にそれを本棚と認識しているので、なんの問題もなく能力が発動していたというわけだ。

　想也は観葉植物の枯かれ葉はを手に取り、それが宝だと自分に言い聞かせる。そしてチチーにも、

「なぁチチー、これも俺の宝なんだが」

「ん？　何を言っておる。それ、ただの枯れ葉であるぞ？」

　そこで想也は、「『宝』を『おから』」と声にしてみる。変化なし。想也にとってその枯れ葉が宝であるという、共通認識がなされていなかったからだろう。




・周囲の人物（悪魔）と認識を共有しておけば、対象をその認識している言葉で変換することが可能。




　これはこの一字換えの能力の、最高の強みではないだろうかと想也は思う。

　変換の幅はば、自由度が、一気に広がった。
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「――委員長」

　想也は聖林とすれ違うように一歩踏み出し、首だけ斜ななめ後うしろに向けながら彼女を呼んだ。思えばクラスメイトではあるが、聖林とはこれまで関わることがほとんどなかった。

「何かしら、神矢くん」

「どうして怪奇現象の謎なぞを探さぐっている？　単なる興味か？」

　聖林が振り返り、想也を見み据すえる。

「言ったでしょう、アタシはこの現象が怪奇的なものでなく、人の手で操られていると考えているの。ならば、犯人がいる。犯人は悪人、悪人は罰ばつされる必要があるわ」

「悪人を捕つかまえたいのか。正義感が強いんだな、委員長」

　規律に厳しいイメージから、真面目でお堅かたい奴なのかなとは思っていたが、ここまで熱い奴だったとは。そういえば以前、聖林の父親が警察の上層部の人間だという噂を聞いたことがあった。

「本当ならこんな変態事件、相手にしたくないのだけど。校内でこんなことが起きていて見み逃のがすわけにはいかないじゃない」

「いいんじゃないか？　わけのわからない怪奇現象なんてほっといて。街の治安を守りにいったらどうだ？」

　聖林が何か言いたげな目で想也を見てくる。

「……両方よ。悪人は必ず、一人残らず滅めつしてみせるわ」

「へぇ、立派だな。まぁ、女子は気をつけた方がいいと思うけど」

　特にノーパンなんかで出歩くのはやめた方がいい。いつ誰だれに見られるかわからないし。

　想也は喋りながらも、聖林の足元、その周辺の様子をじっと目に焼きつけていた。

「ご忠告ありがとう。だけど、アタシは諦あきらめない。この世に蔓延はびこる悪は、全てアタシの手で根絶やしにしてやるんだから！」

　正義の権ごん化げみたいなことを言う奴だ。けどそのヒーロー気取りも、いつまでもつか……。

「そうか、じゃあ」

　そう言い残し、想也はゴミ置き場に向けて歩き始めた。聖林がついてくる気配はなく、しかし後ろから背中を睨にらまれているのはびしびし感じる。

　彼女がその場から立ち去る前に――。

　想也は頭の中で、さっき網もう膜まくに焼きつけた地面、聖林の足元周辺に落ちていた小石をしっかりイメージ――意識した。想也と聖林の間で、小石は、保留という認識だ。

　バレないようこそっと背後の聖林を窺うかがいながら、想也はほんの僅わずかに口を動かし、かすかに唱えた。

「『保留』を『気流』」

　聖林の足元から気流が巻き起こる。彼女の半径二メートルほどの小石を、全て変換してやった。聖林はその大気の上じよう昇しように巻きこまれる。

「きゃあっ！」

　聖林が咄とつ嗟さにスカートを押さえようとする、が、間に合わない。気流は彼女の膝ひざ丈たけのスカートを、大空に向けて捲めくり上あげた。

　見えた！

　想也は心の中でガッツポーズをする。聖林の奴、本当に穿いてなかった！　艶つや々つや白く、つるつる綺き麗れいな秘密の花園がそこにはあった！

　スカートの裾すそを押さえつつ、聖林はその場にしゃがみこんだ。顔の中で灯あかりでも点ついたかのように、頬ほおが朱しゆ色いろに染まっている。

　風でメガネを落としてしまったようで、おろおろと辺りを捜す聖林。メガネを取ったら何も見えなくなるほど目が悪いようだ。

　正直、想也はメガネなしの委員長に一票を入れる。かけていない方が子供っぽいというか、あの赤縁メガネが彼女の印象を少しキツくしていたのがわかる。

　いつの間にか立ち止まっていた想也は、今がチャンスとばかりに現場から離はなれる。

　気流は空にのぼり、どこかに行ってしまった。約一分後、想也の知らない場所で小石が降るのだろう。

「くはっ、くはははっ」

　別に用のないゴミ捨て場を通りすぎ、校舎の角を曲がったところで、想也はとうとう笑みを漏らしてしまった。
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「ふはは、いいもんを見せてもらった。俺の壮そう大だいな計画の前に立たち塞ふさがろうとした罰だ」

　最初は若じやつ干かん焦あせったが、使っているのは悪魔からもらった特とく殊しゆ能力。いくら疑われたところでその仕組みが暴あばかれることはないし、物的証拠も出ない。繰くり返し言うが、問題ない。途と中ちゆうからはスカートを捲る方法の思案だけに脳のメモリを割さいていた。

　そして、自然現象を装わせ、そのミッションを達成した。

「出だしはちょっといい感じだったのにっ！　なんで最後はエロで落とすであるかっ!?」

　チチーが想也の顔の高さで飛びながら、ぐちぐち言ってくる。

「うーん……。なんていうか、ポリシー？」

「ボクはとんでもない変態を創つくり上げてしまったのかもしれない。すまないである、日本……」

　本当に申しわけなさそうな口調のチチー。滞たい空くう高度がずんと下がる。

「仮にも悪魔が人間界の心配するなよ……」

　想也は呆あきれて突っこんだ。それからふと思い出したことがあり、続けて訊ねてみる。

「そういやお前さ、俺が委員長と話す前、物語を面おも白しろくするーとかなんとか言ってたよな？　あれって？」

　するとチチーがハッと顔を明るくし、空中で一回転しながら再び想也の前へと飛び上がった。

「そうそう、それがあったである！　神矢想也、お前は今後、さらなる強敵と相あい見まみえることとなるだろう。ふふっ、今度こそ期待しておるぞ、高こう尚しような頭脳バトル！」

　さらなる強敵？　よくわからないが、チチープロデューサー、面めん倒どうな企き画かくを準備してくれているようだった。

　けどまぁ、問題ない。この能力さえあれば、向かうところ敵なしだろう。

　想也はふっと口角を上げながら、教室へ鞄を取りにいくため昇降口を目指すのだった。







〈04〉　エロスに対する探究心







　めちゃくちゃ観察されていた。

　いや、これは監かん視しと言った方が正しいか。

　聖ひじり林ばやしと相あい見まみえた翌日の朝だ。

　登校し、教室に入ってからずっと、聖林の視線が張りついて離れない。昨日とは逆にストーキングされている気分である。授業中も最前列の席から振り返り、後方窓まど際ぎわの想そう也やを堂々と睨んでくる。

　能力を使うのを待っているのだろうか。だが、そんなに見られていては、想也としても中々動けない。

　休み時間、想也は逃にげるように廊ろう下かへ出た。すると、聖林もあからさまについてくる。想也は仕方なく足を止め、本日初、聖林と目を合わせた。

「委員長、ちょっと見すぎじゃないか？　もしかして俺のファンになったか？」

「ふっ、ふざけたこと言わないで！　あなたがいつ、教室をパン粉の海にしてしまうかわからないから見張っているのよ」

　パン粉の海とは……。聖林はファンというか、ファンタジーな発想をしていた。

「んな力、俺にはねぇよ」

「ふん、そんなこと言って。昨日から疑念は深まるばかりなのよね。……あの風も、あなたの仕し業わざ？」

「あの、別わかれ際ぎわのか？　ただの通り風だろ。自然現象」

「いかにも不自然だったのだけど。………………見た？」

「ん、見た？　何を？」

　想也は敢えて訊きき返す。

　すると聖林は顔を赤くし、すっと床の隅すみに目を逸らした。

「そ、その……スカートの中……とか」

「ああ、それは見てない。悲鳴が聞こえて振り向いたときには、もう委員長しゃがんでたからな」

　本当は脳内でシャッターを切ってしまうくらいばっちり拝ませてもらったのだが。禍か根こんを残したくないので、ここは否定しておく。

「そ、そう。それならいいのだけど……」

　意外にも、聖林は大人しく引き下がってくれた。おそらく彼かの女じよ、メガネを落としていた間、周りの状況を掴めていなかったのではないだろうか。だとしたら、誤ご魔ま化かしたい放題だな――。と、想也が考えていると、聖林ががばっと顔を上げた。

　聖林はぴしっと人さし指を突き立てながら、想也に向かって宣言する。

「と、とにかく！　この現象はアタシが必ず解決してみせるわ」

「ほぉ、まぁ頑がん張ばれよ。面白い結末でも期待しておくよ」

　会話が終わり、想也は歩きだす。すると先程より離れてはいるが、聖林もついてくる。あくまでも想也を第一に疑っているようだ。

　トイレに入って用を足し、時間を置いて出てみると――一いつ瞬しゆんいなくなったかと思ったが、柱の陰に人の影。聖林は英語のポケット単語帳を逆さまにして読みながら、ちらちらと想也の方を窺っている。……嘘だろ、と思った。隠れているつもりなのか？

　委員長、成績はかなりいいという噂だが、実は天然だったのだろうか。

　もちろん能力は使えず、教室に戻った想也は考える。

　面倒なことになってきた。これでは思うようにパンツのデータを集められない。しかし、ここで能力の使用をやめてしまえば、監視を始めると怪かい奇き現象が起こらなくなったという理由で疑われるかもしれない。そういう意味では、聖林のバレバレの尾行は嫌いやらしい攻こう撃げきとなっている。あえて能力を使わせない――聖林はそこまで考えて？

　友達と話し始めた聖林だが、たまに想也の方も盗ぬすみ見みてくる。想也もそちらを見返していると、目が合った。聖林はすぐに目を逸らしたが、その口角がわずかに上がっている。

　やはり聖林は、この監視が最良の手であると信じているようだった。

　想也は仮か眠みんでも取るかのように、自席で机にうつ伏ぶせになる。それからかすかに一人ごちた。

「面倒だな……」

　机の湿しめった木の匂においを嗅かぎながら、しばしの間思考に耽ふける。

　仕方ない。あれをやってみるか……。

　チャイムが鳴り、再び授業が始まる。さすがの聖林も、教師が立つ前でずっと後ろを向いているわけではない。

　さて、と想也は小さく息をつく。

　この能力の使い方は初めての試みだ。想也は目を瞑つぶり、座ざ禅ぜんを組んだ僧そう侶りよのように集中する。自己の滅めつ却きやく、色しき即そく是ぜ空くう。周囲が透とう明めいになっていき、やがて心に浮かぶは一人の女子のスカートの中――。

　つまりよくよくターゲットのパンツを意識し、想也は例の言葉をかすかに唱えた。

「『パンツ』を『パン粉』」

　女子の高い驚おどろき声がかすかに聞こえた。開けておいた窓の外、それも下の階からだ。

　――成功か。

　想也のいる二年七組は、三階の廊下の端はしに位置している。そして二階の同じ廊下の端には、二年一組の教室がある。今回はその二年一組の教室の生徒を狙ねらって能力を使った。

　この一字換えの能力は、対象が三〇メートル以内に存在してさえいれば、それが視界に入っていなかったとしても発動させられる。

　以前よりこのような能力の使い方をするため、一人の女子をチェックしていた。ギャルっぽい見た目に気の強そうな吊つり目が特とく徴ちよう的てきな、辻つじ本もと真ま由ゆという子だ。美人で、女子の間ではリーダー的存在の彼女だけに、パンツの種類を確かく認にんできないのがこの上なく悔くやまれるが、今回ばかりは仕方ない。涙なみだ。

　このやり方は、ターゲットの姿を直前に見られない分、意識をするのが難しい。だからこそ先程のように集中力を高めて、彼女のビジュアル、その太ふと股ももの先のスカートの中を丁てい寧ねいに思おもい描えがく必要があった。成功したようで少しほっとした。

　想也が瞼まぶたを開くと、聖林がほんの少し顔を傾かたむけながら、横目で想也を窺っていた。想也がそれに気づくと同時、ぱっと前を向いてしまう。

　――授業中、他クラスで怪奇現象が発生。この事実を知って、また悩なやめばいい。

　そう思いながら、想也は聖林の背中に向けて、不敵な笑えみを浮うかべた。




　その後、体育で運動場に移動する際に寄り道をし（着き替がえのため、聖林の監視は外れていた）、四階の三年生の教室を覗いてターゲットを選ぶと、授業中に再び能力を使った。三年三組という、二年七組の斜め上に位置する教室を選んだので、距きよ離り制限のルールも少しは紛まぎらわすことができたか。

　それにしても、この先もまだ、パンツがパン粉になる現象は、校内だけの怪奇的なものという位置づけに留めておいた方がいいのだろうか。街中で同様のことが起こりだしたら、それこそ嗅ぎつけた探たん偵てい気取りがごちゃごちゃ限りなくやってきてしまうか。だが、狭せまく限られた範はん囲いだけで能力を使っていると、いつか完全に尻尾しつぽを掴まれかねない。

　女子高生のパンツの種類については、やはり自分の手で明らかにしたい。これは自分に与えられた使命だとさえ、想也は思う。ならこれからは、大だい胆たんさの中に慎しん重ちようさも忘れないようにしないと――。

　ところで、割と見ごたえのある事態になっていると思うのに、今日は朝からチチーを見かけない。家を出たときは背後を飛んでいたはずだが。

　もしかして、ネタ出しは諦めて魔ま界かいに帰郷したとか？　だとしたら能力の貰もらい得だ。確か人間界にきてから、チチーはカップラーメンしか食べていない。実家で母親の手料理でも食べて、その美う味まさに心打たれてもう現世には戻ってこないでほしい。




　その日は時間が経たつのがとても遅おそく感じた。

　誰かに見られ続けるというのは、こうも緊きん張ちようを煽あおられるものなのか。放課後が迫せまる頃ころには、身体からだの重さから、疲つかれが溜たまっているのがはっきりとわかるほどだった。

　放課後になると、帰宅部のエースとして誰よりも早く学校を出た。夜、晩飯を食べて風ふ呂ろに入ったあとは、部屋に籠こもって能力の実験をする。

　能力の新たなルール、使い方は次々と見つかりつつある。それらはあの悪魔少女も想像すらしていない使い方かもしれない。

　その発見に関して、色々訊きたいことがあったのだが……。

　想也はぐるっと首を巡らし、最後に開きっぱなしのクローゼットを見る。

　部屋の中に、チチーの姿はない。




　その晩、チチーは想也の部屋に帰ってこなかった。
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「爽さわやかな朝だ」

　天気よし、体調よし、こちらを見てくる視線なし。

　最近はずっとチチーに監視されており、気の休まる暇ひまがなかったのだ。それに加え、校内では聖林に追いかけ回されるようになり、正直ストレスを感じていた。

　ちらと背後を窺い見る。やはり巨きよ大だいコウモリの姿はない。これで、学校でうまく委員長を撒まけば、今日は一日平和が訪おとずれる。

　しかし、幸か不幸か、こんな日に限って珍めずらしいイベントに遭そう遇ぐうするものだ。

　それは一生起こることはないだろうと思っていた、夢のようなシチュエーション。

「ん？　なんだこれ」

　学校に着き、想也が昇しよう降こう口ぐちでスニーカーと上うわ靴ぐつを履き替かえようとしたとき。

　蓋ふたを開けた下げ駄た箱ばこの中で、手の甲こうにガサッと慣れない感かん触しよくがあった。見れば、中に何やら手紙らしきものが入っている。

　――こ、こ、こ、これは……ら、らら、ラブレター？

　……ふぅ、落ち着け。

　深呼吸をし、改めてその二つ折りの紙を見る。下駄箱から取り出し、開こうとして――やはり中断、とにかく靴くつを履き替え、紙を持ったまま学校の外に出る。

　必要以上にきょろきょろしながら、誰もいない場所まできて、想也はそっと紙を開いた。




『本日午後五時、鬼灯ほおずき寺で待っています』




　女子の手書きと見て間ま違ちがいないだろう。丸っこさの残る明みん朝ちよう体たいのような、素す晴ばらしく綺麗な字。名もなき差出人に、期待が高まる。

「――春の足音が聞こえるな」

　日中にかけて暑くなりそうな白く眩まぶしい夏空を、目を細めて眺ながめつつ、想也は季節錯さく誤ごな呟つぶやきをもらす。

　今日は華か麗れいに聖林の追つい跡せきをかわし、真まっ直すぐ家に帰って一いつ旦たんシャワーを浴びようと決めるのだった。




☆




　果たしてその日は想也の思おも惑わく通り、聖林からは目をつけられつつも別段面倒な指し摘てきを受けることもなく、無事帰路に就つくことができた。

　予定通り家に帰ってシャワーを浴び、時間に間に合うようすぐに家を飛び出す。

　鬼灯寺は学校から歩いて一五分ほどのところにある山の中腹にひっそりと建っている。

　夏の日の夕方はまだ熱された空気が残留していて、自転車をとばして寺のある山の麓に着く頃にはシャワーの甲斐かいなく汗あせだくになっていた。

　道路の脇わきに自転車を駐とめ、細い石段をのぼっていく。伸のびた雑草が進路に飛び出していて、脚あしにちくちくと刺ささる。半ズボンでこなければよかった。

　すれ違ちがう人は一人もいない。

　地元で育った大半の子供は、鬼灯寺には鬼おにが住んでいるという謂いわれを幼い頃に聞かされる。そのせいで、それが嘘うその言い伝えだと理解できる歳としになっても、なんとなくその寺には近寄り難がたいのだ。

　そこで、ふと思う。どうして手紙の女子は待ち合わせにこんな場所を選んだのか。

　――きっと、二人きりのところを他の人に見られたくない、よほど奥おく手てな子なんだろう。恥はずかしいけど勇気を振ふり絞しぼって手紙を出しました、なんてもじもじしながら言われた日には……そのまま一生の支えになってあげたい！

　妄想フルスロットルのまま階段をのぼりきる。木々が鬱うつ蒼そうと茂しげり薄うす暗ぐらい境けい内だいで、想也は辺りを見み渡わたした。すると社の方で、人ひと影かげがゆらりと揺ゆれる。

「お待ちしていましたよー、神かみ矢や想也くん」

　想也はこくっと唾つばを飲む。柔やわらかく、大人びた女性の声。その声にはどこか聞き覚えがあった。

　誰だ、運命のお相手は――。

　想也は近づいてくる人影にじっと目を凝こらす。

　そして、暗がりから姿を晒さらしたのは、一ミリたりとも予想していない――できない人物だった。

「――し、白しら百ゆ合り会長!?」

　わずかな木こ漏もれ日びをその白金の髪かみに粒りゆう子しのように纏まとい、彼女は薄暗い中でも輝かがやいて見える。落ち着いた佇たたずまいは上品な雰ふん囲い気きをはらみ、その抜ばつ群ぐんのスタイルも手伝って、制服を脱ぬげば大学生にも大人にも間違えられてしまいそう。

　我わが校こうの生徒会長、三年の白百合ユリサがそこにいた。

　どうして会長がこんなところに？　でも今、こちらの名前を呼んで――。ということは、あの手紙の差出人は会長？　一いつ緒しよに教会の祭さい壇だんに立つのは、あの白百合会長!?

　想也がパニックに陥おちいる中、会長はにっこりと微笑ほほえみ、

「よかった、私のこと知ってくれてるみたいですねー。わざわざ呼び出してごめんなさい。どうしても誰もいないところで、神矢くんとお話したいなと思ったんです」

　きた！　と想也は思った。だが待て、こちらにも心の準備が必要である。どうする？　相手は白百合会長。清せい正しよう高校の生徒たちが『あの』と冠かんむりをつけるような有名人だ。

「実はですね、私――」

　やばい、もう後には引けない。だがやはりタイム、何かがおかしい。

　なぜなら、この人が有名なのは……。

「――私、全部教えてもらったんです。神矢さんが持つ、特殊能力のこと。その件について、本日は」

「……………………」

　時刻は夕暮れ時。どこか近くの木の枝から、カラスがカァーと鳴いて飛び立っていった。勘かん違ちがい乙おつ、とでも言われた気分だった。

　まぁ確かに、会長とは面識もない状態。ラブが生まれる過程というものが一つもつまれていない。それなのに、何早とちり……って、おい、今こいつなんて？

「の、能力？　なんのことですか？」

「うふふ、とぼけても無む駄だですよー。ぜーんぶ、聞いたんです」

「き、聞いたって誰に何を――」

　そのときだった。会長の横に、ふわりと舞まい下おりる黒い影かげ。

「くっくっく。さぁ、神矢想也、この状じよう況きようをどう打破するであるか？」

　チチー、どこかに迷子になっていたかと思えば、こんなときに……。突とつ如じよ現れた悪魔少女を睨みながら、ふと、想也は一つ違和感を覚える。

　おかしい。

　なぜか会長が、チチーの方を見て穏おだやかな笑みを浮かべている。と思ったら、次の瞬しゆん間かん、手を伸ばしてベレー帽ぼうの横から頭を撫なで始めた。

　チチーが見えているのか？　なぜだ。そんなことはありえないはず。

「……なるほど。そういうことか……」

　想也は全すべてを悟さとり、呟いた。昨日からこそこそ何をやっていたかと思えば。会長がチチーと普ふ通つうに接していることからも、間違いないだろう。チチーに向かって言う。

「……お前、チクったな？」

「神矢想也、変態にこれ以上好き勝手させないためである」

　だからって、仕し掛かけ人にんのチチーが直接介かい入にゆうしてしまっていいのか。てっきり観測者的なスタンスを貫つらぬくものとばかり思っていた。

「さぁ、校内最強の組織である生徒会の長を相手に、どう戦うであるか？」

　髪をなでなでされながら、むふふと楽しそうに笑って、スケッチブックを開くチチー。

　この悪あく魔ま少女、生徒会長が校長や理事長を凌しのぐ権力を持つという漫まん画がチックな勘違いをまだしているらしい。

「……会長にも能力をあげたのか？」

「魔ま力りよくが足りないがゆえ、あげていない。血を一いつ滴てき、飲み物に混ぜておいただけである。それだけでも、ボクの姿を見たり声を聞いたりするくらいは充じゆう分ぶん可能」

　遅おくればせながら、なんとか事態が掴つかめてきた。

　――この状況なら、悪魔の存在は百歩譲ゆずって認めるとして、特殊能力については否定で押おしきるか？　悪魔と人間、どちらの言うことを信じるんだという方向で。――いや、さすがに甘あまいよな。やはり能力を使って、従わせるくらいはしないと……。

　そう考えながら、想也は舌打ちをする。

　――やっかいなことしてくれやがって。

　想也がこの場を切きり抜ぬける道を探していると、「こほん」と咳せき払ばらいが聞こえる。ようやくチチーから手を離した白百合会長である。

「というわけです神矢くんー。このロリデビルちゃんに、全て聞かせてもらいました」

「ろ、ロリデビル言うなしであるっ！　ボクは一一三歳のベテラン悪魔――」

　え、そうなのか、と想也は驚く。一一三歳？　外見詐さ欺ぎにもほどがある。

「いいんですよ、ロリデビルちゃん。可愛かわいいは正義ですから。そんなことより神矢くん」

「そんなこと!?」

「私は知っています。今、校内で流行はやっている怪奇現象は全てキミが起こしたものだということ。そして、キミが能力を使って何を企たくらんでいるか」

　会長はチチーのことを華麗にスルーし、想也と真っ直ぐ向かい合った。どうやらすでに悪魔少女の扱あつかい方かたはマスターしているらしい。

「神矢くん」

　改まった真しん剣けんな声こわ音ねで、もう一度想也の名前を呼んでくる。目め尻じりの下がった優やさしそうな目をしているが、その奥おくの瞳ひとみは真っ直ぐ芯しんの強い視線を想也へ刺してくる。

　くるか――。

　さぁ、どう対応してやろう。チチーに手玉に取られているようで不本意ではあるが、ここは頭脳を使って戦うしかない。覚かく悟ごはできた。

　会長が、顎あごに人さし指を当てながら、その口を動かす。




「神矢くんは……童どう貞ていさんですか？」




「………………はい？」

　時が止まったかのように、返事に間を置いてしまった。完全に想定外の方向から隙すきを突つかれたせいだ。例えば忍にん者じやのようなプロフェッショナルに、背後から刹せつ那な的てきに切りつけられたような。何が起きたか――何を訊かれたのか、理解が追いつかなかった。

　――こ、こいつ、いきなりなんなんだ？

「ねぇ、童貞さんですよね？」

「どどどど、童貞ちゃうわ！」

「ものすごい動どう揺よう具合ですよー？　それに、キミの女性経験のなさは行動にも表れています。誤魔化そうったって無理なのです」

　想也はぐっと言葉に詰つまる。行動に表れているだって？　確かに自分は童貞であるが、それを表おも沙てざ汰たにするような浅はかなことをした覚えはない。

「ロリデビちゃんからこんなに素晴らしい能力をもらっておきながら……」

「ろ、ロリデビ!?　略すなであるっ！」

「キミの能力の使い方は、童貞さんの思考そのものですー」

「ど、どこがだよ！」

　自分はこの能力を最大限に活いかし、全世界の男たちのために出精している。そう自負している。この行動のどこが――。

「キミはただ、女の子のパンティーを見て喜んでいるだけではないですかー」

　会長の言葉には、想也を非難する色が混ざっていた。

「な、何を言うんだ。俺おれは女子高生のパンツの種類という学術的にも有益な統計を取るため――」

「パンティーの種類の統計？　まさに童貞さんが好きそうなテーマですねー。そんなこと、知りたいなら私が教えてあげます。女の子が穿はくパンティーの種類、それは、その日の気分で決まるのです」

　その日の、気分？

「朝、気持ちよく晴れた日は、テンションの上がる可愛いフリルのついたピンク。何か試験など勝負事がある日は、燃え上がる情熱の赤の紐ひもパン。気になる男の子と遊びに行く日は、身も心も女の子、サテン生き地じの純白」

　もちろん個人差はあります、百人いれば百通り。そう会長はつけ加える。

　女子はパンツを日によって穿き分けている。統計は当てにならない。パンツの種類は、その子のその日の気分から想像すべき――。

　年上の女子が言うことだからか、それは強い説得力を持って想也の心に染しみ渡わたってきた。

　想也が次し第だいに可愛い子のパンツを求めるようになっていったことからも、多くの女子のパンツを総そう括かつ的てきに把は握あくするのに意味はないのかもしれない。本当に知りたいと思った女子を相手に、その子のことを観察し、そしてパンツの種類を導出する。お宝ビデオだって、シチュエーションに合わせたパンツを、コンセプトを持って穿いていてくれた方が、設定に入りこめてこちらも捗はかどるというものだ。

　想也が黙だまっているのを見て、会長は情のこもった声で語るように言う。

「乙おと女め心ごころときちんと向き合えば、パンティーは透すけて見えるもの」

　その名言っぽいセリフは、想也の心臓にがつんと衝しよう撃げきを与あたえた。もしかすると女子のパンツは、無む理り矢や理り見ようとする物ではなかったのか――。

「人間からすると万ばん能のうにも近い能力をもらっておきながら、パンティーを見ることだけに必死になって……。キミはエロスに対する探求心が足りないのです」

　諭さとすような口調で、会長は続ける。その横で、おや？　と怪け訝げんな顔をして、チチーが会長を見上げた。

「パンティーをパン粉に変えるのであれば、そのときの女の子の反応。自分の穿いていたパンティーが周囲に公開されたときの恥ずかしがる表情を撮さつ影えいし、観賞および拡大したりして検証するくらいのことをしていただかないと、私としても困ります」

　そのセリフを聞きながら、ああ……、と想也は思う。さっき一度考えていたことを、今再び思い出していた。それは清正高校の生徒なら、誰もが知っている事実――。

　この人、白百合ユリサは、校内でも有名な変態だ。

　しかもその嗜し好こうは、彼女から見て同性に偏かたよっている。だからラブレターの相手が会長だとわかったとき、疑念が一瞬頭をよぎったのだ。

「神矢くん、聞いてますか？」

「あ、はい」

「今の状態だと能力の持もち腐ぐされ。よかったら私と組みませんか？　お姉さんが真のエロスを教授して差し上げます。それは言わば一種の解げ脱だつ、下着などという概がい念ねんに束そく縛ばくされているキミを、次のステージにつれていってあげましょう。一度リビドーの赴おもむくままに能力を使ってみればいい。大だい丈じよう夫ぶ、私もしっかりとついていきますから。カメラを止めずに」

　ほぅ……、と想也は詰めていた息を小さく漏もらした。能力のことがバレ、ややこしい事態に陥るかと思いきや、まさか仲間になりたいと言われるとは。

　正直、ひと安心だ。

　会長はこういう人（変態）だとわかっているので、彼女の言葉は信用できる。決して想也を騙だまそうとしているのではない。証しよう拠こに、最後には欲望が漏れ出てしまっている。

　ただ、想也よりもその事態に驚きよう愕がくしている者が一名――。

「な、ななな、さっきから聞いておれば、なんでそうなるであるか!?　白百合ユリサ、特殊能力を使う者がいると話したときは怒おこっていたではないか！　校内にそんな悪戯いたずらを働く輩やからがいるとは、ほっておけないと！　ちょ、ストップ、その握あく手しゆストップであるっ！」

　想也に開いた手を差し出していた会長が、きょとんとした顔でチチーを見る。

「確かに怒っていましたよー。先さき程ほども言った通り、こんなにも汎はん用よう性せいの高いスペシャル能力を持ちながら、なんて童貞さんくさいことに使っているのかと。それはもう激げき怒どしていましたよ？」

「あ、あの怒いかりはそういう……。いや、何かおかしいとは思っていたである。昨晩お風呂で執しつ拗ように全身を泡々で撫でられたり、ベッドの中できつくきつくぎゅーされたり。あれもこれもそれも全部、そういう……。白百合ユリサ、お前も変態だったのであるな……」

　会長、昨晩はお楽しみだったようですね。そしてチチーは、ようやく現実と向き合えたらしい。

　そう。変態の想也から見ても、白百合会長は『超』というティアラをつけるに相応ふさわしい変態クイーンなのだ。チチーもこの前の全校集会を見ていたはずだが、あのときは不ふ穏おんな空気を感じなかったのだろうか。噂うわさでは、三年生の女子全員のバストが、毎日会長に揉もまれ続けることでワンサイズ成長したとか。

「なぁチチー、お前会長になんてチクったんだよ」

「学校に特殊能力でパンツをパン粉に変えて回っている奴やつがいる。生徒会長としてこのままでいいのか、と。あとは神矢想也の名前と、能力について……」

　要するに、想也と対立関係になるよう会長を煽ったわけだ。本当は頭脳バトルが見たい、などとは伝えていないよう。現状を打開するための最低限の介入といったところか。

　だが白百合会長は、生徒会長としてではなく、どちらかというと白百合ユリサ個人として想也に接せつ触しよくしてきた。自身の欲を満たすため。

「お前、今後誰かにチクったりしたら、寝ねてるとこ顔面に聖水ぶっかけるからな」

「ぬぬぬぅ……」

「今回は見み逃のがしてやるだけ、ありがたいと思え」

　ふんと鼻を鳴らす想也に、如い何かんともし難い表情でむくれるチチー。すると、

「ぶっかけなんてそんな、かわいそうですー！」

　言葉とは裏腹にはしゃいだ会長が、ばっと腕うでを広げてチチーを抱だき締しめようとする。

　チチーは反射的速度で上空に飛び立ち、会長のハグをかわした。

「どうして避よけるのですー、ロリデビちゃん……」

「怖こわいである。なんか愛情過か剰じような気がするである。あとその呼び方やめるであるっ」

　悪魔を愛の力で退散させるなんて、さすが会長だ。

　当の会長は残念そうに「どうしよう嫌きらわれた……」などと呟いていた。涙を拭ふきふき、想也の方に向き直る。

「ところで神矢くん、これからのことですけど」

「はい、なんでしょう」

　目上の変態に対して、想也は言葉遣いから敬意を表する。

「明日、童貞さんのキミを真のエロスに目覚めさせて差し上げますー。なのでその能力について、詳くわしく――」

「ちょっと待ってください」

　想也はタイムをかけた。何度目かの、聞き捨てならないワードがあった。

「先程から言ってますが、俺は童貞じゃありません。そんな、パンツを見ることに能力を使っていたからって……そこいらのプレイボーイだって、女子のパンツは見たいもんです」

　それは、抵てい抗こう。

　パンツの種類の真理については考えさせられてしまったが、童貞であることはあくまでも認めない。想也のプライドが、認めることを許与しない。

「ことここに至り、否定するのですか。もうバレバレだというのに……」

「だだだって、童貞じゃないですし！」

　会長は小さく息をつく。諦あきらめのため息か、と思ったが、続けてふふっと笑い声が漏れ聞こえてくる。

　なんだ？　戸と惑まどう想也のもとに、一歩、また一歩、会長が近づいてきた。なんだなんだ？　想也が動けずにいると、ついには目の前に――。

「では、私なりの童貞さん判別法を試ためさせていただきます」

　そして言うなり、会長が想也の頭をぎゅっと胸に抱き締めた。

　ミルクにハチミツを混ぜたような、ほんのり甘い匂いがする。絶ぜつ妙みように柔らかいクッションにふわふわ包まれたような、極ごく上じようの心ここ地ちよさ。初めての感触だ。なんだこれ、人をダメにする。

「ちょちょちょ、会長、何やって――」

「ふふふっ。心しん拍ぱく数すうが上がっているのがこちらまで伝わってきます。緊張しているのですね。童貞さんの反応です」

　想也は慌あわてて会長の肩かたを掴み、自分から引ひき離はなそうとする。しかしものすごい力でがっちりホールドされていて、逃げられない。圧あつ迫ぱくされすぎて、ブラジャーの刺し繍しゆうの形が頬ほおに残りそうなほどである。

「いいんですよ、遠えん慮りよしなくて。それとも恥ずかしいのです？　やっぱり童貞さんだから」

「そ、そういうわけじゃ……」

　じゃあなんだ、この状況、目の前の胸を揉みしだきでもするのが正解だったのだろうか。そんなこと、許されるはずがない。童貞を捨てた男はこういうときどんな行動を取るっていうんだ。わからない。

　会長が放してくれる気配はない。どころか、ますます強く抱き締めてくる。

　こ、呼吸が苦しい。しかしなぜだか、胸は幸せでいっぱいだ。ここは天国の入口だろうか。やがて意識が遠のいていく。

　――くっ。

「――『刺繍』を、『句集』」

　かすれる息で、想也は呟いた。瞬間、顔面に押し当てられていたマシュマロが、硬かたい壁かべに変へん貌ぼうする。想也はするりとホールド状態から脱だつ出しゆつするのに成功。急いで後ずさり、荒あらくなった呼吸を整える。

　会長の着るブラウスの奥、ブラジャーに感じられた刺繍を、硬い表紙つきの句集に変えたのだ。

「すごい、これが能力。本当だったんですねー。刺繍を、句集……」

　突如現れた本を服の上からぺたぺた触さわりながら、会長は感心したように言う。

「巨乳の前に壁を挟はさむなんて、神矢くんは硬い絶ぜつ壁ぺき貧乳派なんですかー？　それはそれで、とてもいいと思います！」

「違います！　これは会長がいきなり変なことしてきたから――」

「童貞さん判別法ですよー。照れ具合から、神矢くんのような女の子に慣れていない童貞さんをあぶり出します」

「だ、だから俺はっ」

「神矢想也、顔が真っ赤であるぞ」

　チチーにまでツッコまれた。指摘されて初めて、顔から首が高熱を持っていることに気がつく。ああ、自害したい。

「安心してください。童貞さんかどうかなんて関係ありません。共にエロスの真しん髄ずいに迫りましょ――あっ」







[image: ]







　話す途と中ちゆう、一定時間が経過して会長の服の中から本が消えた。ぽよんと弾はじける、メロンが二つ。さっきまであれに顔を埋うずめていたのか。……ごくり。

　一度句集に変へん換かんされ、刺繍はブラから外れてしまったらしい。ブラウスのボタンの隙すき間まから花はな柄がらの切れ端を指でつまみ出しながら、会長が口を開く。

「この能力、一文字違いの物を変えられるのですよね」

「ああ。でもその前に、俺は童貞じゃ――」

「他に何か変えてみてもらえないでしょうか。どのように変化が起こるのか、この目で見ておきたいです」

　チチーに引き続き、想也の話まで流されるようになってしまった。想像通りではあるが、会長はかなり自由な人らしい。仕方ない。想也は童どう貞てい扱あつかいされる件について、一度忘れることにする。

　会長は想也と協力して女の子に悪戯する気満々のようだ。現在、悪魔の存在から能力の内容までバレている状態。仲間にしておけるなら、その方がいい。そう判断し、想也は境内に視線を巡めぐらせる。

　社の右手に、一体の石仏が入った祠ほこらを見つけ、想也はそちらに歩み寄った。会長とチチーもついてくる。その六〇センチほどの石仏を見つめながら、想也は唱えた。

「『如によ来らい像ぞう』を『女によ体たい像』」

　両手で印相を作り鎮ちん座ざしていた石仏が、腰こしをくねらせた立ちポーズで布を一枚下半身に纏った女性の像に変化した。

「いいセンスです、神矢くん！　……うん。この能力を持ったキミと組めることを、嬉うれしく思います」

　女体像の趣おもむき深ぶかい官能性が心に触ふれたのか、会長がどこか満足そうに頷うなずき、握手を求めてきた。想也は「はい」と首を振り、その手を握にぎる。

　とにかく今は、この変態大だい先せん輩ぱいに乗っておこう。生徒会長と繋つながっておくのは悪くないし、真のエロスとやらが気にならないと言えば嘘になる。それに、必要なくなれば能力を使って服従させるのみだ。うまくやってみせる。

　想也がふっと息を漏らすと、会長は「明日が楽しみですー」と言ってやんわり笑え顔がおを作る。その隣となりでは、チチーが胸の前で両手をグーにしながら悔くやしそうにぷるぷる震ふるえていた。

　謎なぞの協力関係が立ち上がり、漫まん画が家か悪あく魔まの描くシナリオは見事に崩くずれ去さったようだった。







〈05〉　検索履歴にエロサイトが増えるのは、自然の摂理







　いた！　と思った。

　生徒が密集して整列する体育館で、想そう也やから斜ななめ後うしろに二〇メートルほど離れた位置。他人の顔と顔の隙間に、茶色のミディアムヘアーに手て櫛ぐしを通す彼かの女じよの姿が見える。

　彼女の様子をしばし眺めてから、ハッと我に返ったように想也は前に向き直った。

　学年集会だったり体育大会だったり防災訓練だったり。

　そういった他クラスが一堂に会するイベントの際、自分が無意識に視線を彷徨さまよわせていることに、たまに気がつく。

　そのときは何を無駄なことをと思うのだが、知らず知らずのことなので仕方がない。

　――もう自分たちの間には、なんの関係もないのに……。

　前方の壇だん上じようでは、昨日寺で密会をした白しら百ゆ合り会長がマイクを持って喋しやべっている。本日　金曜日の二時間目は、普通の授業の代わりに学年集会となっていた。来週に迫った校外学習のタイムスケジュールや注意事じ項こうの説明が、教師や生徒会から行われている。

　退たい屈くつな内容に耳を傾ける気にならず、想也はまたちらりと後ろを窺うかがう。

　一組の列に並んでいる麗うる羽はは俯うつむき加減に、鎖さ骨こつの辺りに垂れた横髪をいじっている。その表情は影が差したように暗い。

　……ん？

　彼女の様子を盗ぬすみ見みるだけのつもりだったが、しかし、想也は逆に視線を奪うばわれてしまった。

　こんなに立ちっぱなしで興味もない話を聞かされ続けたら気分が浮かないのもわかる。しかしそれにしても、彼女は複雑な顔をしていた。虚うつろな目線を床ゆかに固定し、じっと考えこむような。何かに悩んでいるような。

　どうしたのだろう。気になるが、自分が彼女にしてやれることは思いつかない。

　ただただ想也が麗羽を眺めている間、壇上では話題が移り変わっていた。

『だいたい注意しとくのはこんなところだ。当日は寝ね坊ぼうすんなよ。あと、ケガなんてしてみろ？　お前ら、帰ったら反省文だからな！　……それからなぁ、少し話が変わるが、最近起きてる奇きみ妙ような現象のことだが――』

　生徒指導の体育教師が、校外学習の話を終え、想也の起こしている怪かい奇き現象について触れようとしている。教師側の見解が聞けるのは今回が初めてだった。麗羽のことは気になったが、聞きき逃のがすことはできず、想也は首を前に戻もどして次の言葉を待った。

『――下着がパン粉になるという、謎の現象。あれだが、お前らが自作自演で騒さわいでいるわけじゃないということで、詳しくは調査中だ。何か知っている奴がいたら、話しやすい先生に伝えてくれ。なんでもいいんだ。状況を把握したい』

　おぉ、と想也は短く感かん嘆たんの声を漏らしそうになる。その生徒指導の教師の発言は、想也にとって重要な情報だった。

　想也が起こしていた怪奇現象に対し、教きよう師し陣じんは初め、生徒たちが悪戯で騒ぎを起こしていると推測し、対処していた。それは異常な事態から目を瞑つぶっていたとも言える。しかし一年から三年まで幅はば広ひろく、普ふ段だんふざけたりすることのない真ま面じ目めな生徒まで被ひ害がいに遭あっていることから、ようやく重い腰を上げて問題について探さぐり始めたのだろう。

「なんであるか、この学校の教師陣は……。探たん偵てい漫まん画がにおける警察並みの無能さであるな」

　どこかからふわっと舞い降おりてきたチチーが、怒ったような口調で言ってくる。

　まったく、今回ばかりはチチーの言う通りだ。教師なんかより、ウチのクラスの委員長の方がよっぽど優ゆう秀しゆうである。そう思いつつ、クラスの先頭に並ぶさらさらの黒くろ髪かみ頭を眺める。するとその頭がくるっと回り、ギラッと輝くメガネが想也を捉とらえた。恐おそろしい、背中に目でもついているのだろうか。

　本日は白百合会長と行動する予定だった。おそらくパンツをパン粉に変えるよりも派手な動きをすることになるだろう。なので、聖ひじり林ばやしへの警けい戒かいは怠おこたれない。覚悟を決めなければ。

　全校集会が終わり、教室に戻ってスマホを見ると、会長からメッセージが届いていた。昨日、チャットアプリの連れん絡らく先さきを交こう換かんしたのだ。

『本日、昼休み。体育館横の花か壇だん前にて。（早弁するのをお勧すすめしますー）』

　括かつ弧この中は、会長のフラットな声で脳内再生される。想也はこれまで、早弁などしたことがなかった。見た目はエレガントな会長が、教科書を立てて弁当をかきこむ姿も想像できないが……。

　とにかく、昼休みに備えて今から気持ちを仕上げておこう。




☆




　四時間目の授業中、昼休みまであと一〇分というところで、想也は改めて能力のルールを確かく認にんしていた。開いたメモは、毎晩の実験結果でびっしりと埋まっている。

　最新の書きこみは、画像や映像の中の物は変換できない、というもの。テレビの中のアナウンサー、彼女のスカートの奥をイメージしながら「『パンツ』を『パン粉』」と唱えても、心躍おどるようなことは起こらない。やはり、三〇メートル以内というルールが優先されるのだろう。

「くくくっ。どうであるか、意外と変換できないものであるだろう？　だがまぁ、ボクの漫画の主人公であるならば、このくらいの能力、ばっちり使いこなしてもらわないと困るのであるが」

　開いていた窓からチチーが入ってきて、想也の背後で滞たい空くうしながらメモを覗のぞいてくる。想也は嘆たん息そくし、横目でチチーを睨にらんだ。

　――こいつはまた人が集中しているときに、周りをちょこまかしやがって。聖水がただの脅おどしで、本当にぶっかけたりはしないと高をくくっているのだろうか。

「にしても、我ながらいい調整ができたと思うのである。この能力、もっとまともな人間に使ってほしかった」

　想也は机に肘ひじを突き、周囲にバレないよう手で口を隠かくしつつ超ちよう小こ声ごえで返す。

「ふん。確かに変換できない物も多いが、さらに変換の幅はばを広げる使い方も見つけたぞ？」

「ほほぅ、どんな？」

「それは使うときのお楽しみだよ」

　想也がそう言うと、「むー」とチチーは不服そうに頬ほほを膨ふくらませる。

「せめて変態行こう為い以外に使ってほしいである。人助けとか金かね稼かせぎとか。悪魔からのお願いである」

「興味ないな。人なんか助けたところで、相手がそれを些さ細さいな出来事と思っていればそれで終わり。なんの発展性もない」

　たとえ助けた側のこちらが、それを特別なことと思っていても――。

「ん、どうしたであるか？　急に悩なやましい顔をして」

　チチーがそう訊たずねてきたとき、授業終わりのチャイムが鳴った。とうとう昼休みに突とつ入にゆう。想也は気分を入いれ替かえるように首をぶんぶんと横に振る。

　すぐにでも、会長との待ち合わせ場所に向かわなければならない。

　日直の号令、「起立」で立ち上がり、「気をつけ」で歩きだす。そして「礼」のときには教室を出ていた。

　廊ろう下かを早足で移動し、階段を駆かけ下りる。上空でチチーもついてくる。靴を履き替えて昇しよう降こう口ぐちを出、体育館まで続く砂じや利り道みちに入る。ここまでくれば大丈夫か――と、足を緩ゆるめて後ろを振り返る。

　全然大だい丈じよう夫ぶじゃなかった。

　校舎の柱の陰かげに、鋭するどい眼光もといメガネ光。聖林はすでに配置に着いて、想也の監かん視しを始めていた。

　彼女を撒まくため教室を急いで飛び出したというのに、なぜ追いつかれた？　疑問に思いながら、ふと上を見る。三階の窓（確かあそこは女子トイレ）が開き、そこから細いロープが一本、一階まで伸びていた。

「…………マジか」

　どうやら曲芸的なパワープレーで追いつかれてしまったようだ。しかし、こんなめちゃくちゃな技わざを本当に使う奴がいるか？　聖林、犯人逮たい捕ほにかける執しゆう念ねんは警察である親おや譲ゆずりのようだ。

　彼女の方も想也に見られていることに気づき、陽ひの当たる場所に姿を晒す。逃にげ去ることもできず、想也は立ち止まったまま聖林が近づいてくるのを待っていた。

「こんなに急いで、どこへ行くつもりなのかしら？」

「別に。ちょっと人と会う約束をしてるだけだよ。委員長こそ、ここまでして追いかけてくるってことは、やっぱりまだ俺を疑ってるのか？」

　想也は顎で校舎壁へき面めんのロープを指しながら、苦く笑しようを浮うかべてみせる。

「そうね。あなたには怪あやしい行動が多すぎるわ。お昼も食べずに何をするつもりなの？」

「委員長に話す筋合いはないな。それよりさ、前に保留にしてた問題の答えは出たのか？　ほら、ほんとにそんな能力を持っているなら、小石をコインに変えるけど――ってやつ。小石をコイン、委員長はできると思うのか？」

「それは……できると思うわ！　下着をパン粉に変えるだけの能力なんておかしいもの」

　聖林は言い切った。

　くそう、と想也は思う。また保留にしてくれたら下は砂じや利りだらけ、もう一度スカートを捲めくってやれたのに。そうしたら、今度はパンツを確認できたかもしれない。――いや、パンツで喜ぶのはエロスを知らない童貞の思考なのか？　くそっ、早く会長のもとに行かなければ。

「……そうか。でもできるなら、なぜその能力の持ち主はそれをしない？　そういう方向で工く夫ふうして能力を使っていけば、いくらでも金かね儲もうけができるだろ。俺だったらまずそうするけど。小石をコイン」

「それは……それについては、また今度……。それよりあなた、これからどうするつもりなのよ！　ついて行けばわかることだけど――」

　やはり、聖林はアドリブに弱い。そして、問題を後回しにする癖くせもある。

「小石は今度？　誤ご魔ま化かすなよ」

「ちゃんとまた今度答えてあげるわよ。だいたい誤魔化してるのはそっち。はっきり訊きくわ。誰だれかと会うって、もしかしてあなた仲間がいるの――って、待ちなさい！」

　聖林の言葉を聞き終える前に、想也は駆けだしていた。一気に一〇メートルほど距きよ離りを空け、それから追いかけてくる聖林の足元を見る。

　前回と違ちがい小石は、今度、だ。

　共通認にん識しき。

　手の甲こうで口元を隠しながら、想也は呟つぶやく。

「『今度』を、『粘ねん土ど』」

　聖林が足を踏ふみこんだ瞬間、その接せつ触しよく面めんにあった最低限の小石だけを、粘土に変化させた。これならむこうも、何が起こったかわからないだろう。

　そして想定通り、粘土に靴くつがめりこみ、足を取られた聖林は前につんのめる。砂利道へダイブ。……これは痛そうだ。心からすまないと思う。

　しかし詫わびの念を抱きつつも、その間、想也はどんどん逃げる。体育館の角を曲がれば、待ち合わせ場所である花壇だ。

「止まりなさい、変態っ！」

　とうとう変態呼ばわりか。ちらとだけ振ふり返ると、聖林はすでに立ち上がり追いかけてきている。だが、それはむしろありがたかった。足元を入念にチェックされていないということだからだ。ただ自分が躓つまずいただけと思ってくれているのだろう。粘土もすぐに、小石に戻る。

　――それに、時間は充分に稼げた。

　想也は体育館の陰に走りこむ。角を曲がると、花壇の前に白百合会長の姿があった。

「会長、やはりきてます。予定通りお願いします」

「そうですかー。わかりました」

　会長が頷くのを確認し、想也は花壇の奥にある腰の高さほどの植えこみの裏に走りこんだ。しゃがみながら息を潜ひそめていると、聖林がやってくる。

「し、白百合会長！　こっちに変態――じゃなくて、二年の男子が走ってきませんでしたか？　どっちに行ったかわかりますか？」

　聖林はきょろきょろ視線を彷徨わせ、乱れた息で訊ねる。

「男の子？　興味がない――ではなくて、わからないですー。ところでその、豊かに育ったおっぱい！　二年七組の聖林珠たま陽ひさんですね？」

　言った、刹せつ那な――。

　会長は聖林の後ろに回りこみ、その二つの膨らみをわしっとわし掴づかみにした。速い！

　会長は聖林の胸を遠慮なく弄もてあそぶ。優しく揉み、下から揺ゆらす。たゆんたゆんと、意外と激しく弾はずむはずむ。聖林の奴、隠れ巨乳なのか……？

「なっ、何するんですか！　やめてください！　アタシは変……人を追いかけているところで――」

　おい、また変態って言いかけたか？

　意義を唱えたくなる気持ちを抑おさえつつ、想也は植えこみの陰でふふふと笑う。

　残念だったな聖林。お前はもう逃げられない。なぜなら、そこにいる彼女もまた、変態だから――。

「いいですねいいですね。この重量、弾だん力りよく、羨うらやましいです」

「あっ、んんっ、ん……。か、会長の方が、アタシよりあるじゃないですか！」

　聖林はなんだか色っぽい声を漏らし、顔をますます紅潮させる。おお……エロい。

「だ、だいたい、こんなの無む駄だに大きいだけで……」

「おっぱいに無駄なんてありません！」

　会長の、咎とがめるような厳しい声が飛んだ。

「はっ、はいっ、すみません」

　咄とつ嗟さに謝あやまる聖林。まさか怒られるとは思ってなかったのだろう。しゅんと委縮し、胸を揉まれるがままになる。なんというか、さすが会長と言うべきか。

「前から、上から、横から、下から。余すところなくおっぱいは楽しめる。いらない場所なんてないでしょう？　聖林さん」

「は、はいぃ」

「指の届かない場所も、揉む角度を変えて優しく丁てい寧ねいに。たまに強弱を加えつつ、タイミングよく先せん端たんを攻せめてくる。そんな触り方をされているときが、一番嬉しい。要するに何が言いたいかというと、おっぱいを大事に扱ってくれる人と仲よくなりましょう。そう、私とか」

　しばし白百合ユリサのゆりゆりワールドは続く。手で掴つかまれながらわけのわからない話をされ、聖林は涙なみ目だめになっていた。やがて限界がきたのか、会長の手を振りほどく。

「あぁ……」

　名な残ごり惜おしそうな声を上げる会長。

「きょ、今日のところは失礼します！」

　聖林はさっと一礼し、逃げるように回れ右をして去っていった。想也を追うよりも自分の貞てい操そうを優先するようだ。

　聖林が体育館の角を折れ、その姿が完全に見えなくなったとき、想也は茂しげみから顔を出した。

「ありがとうございます。おかげで助かりました」

「いえいえこちらこそ。大きく実ったおっぱい、ごちそうさまでしたー。それに、今からは邪じや魔まが入ると困りますから」

　会長はほんわか笑いつつも、我が慢まんが利かないかのように舌なめずりをする。自分が女子ならこの場から逃げだしたくなっていたかもしれない。

　聖林については、昨日のうちに会長に相談しておいたのだ。学校では見張られていて能力を使い辛づらいと。すると会長が、『悪戯の際に監視がついたときは私に任せてくださいー。なんとかします』と言ってくれたのだ。そして、案の定跡をつけられてしまった想也は、会長の前に聖林を誘さそい出だした。

「やれやれ、変態コンビが揃そろってしまったであるか……」

　先程から空を飛びながら成り行きを見守っていたチチーが、すーっと下降してくる。

「あら、ロリデビちゃん！　昨日はなんでおうちにきてくれなかったんですかー？」

「身の危険を感じるからであるっ！」

「身の危険て……。仮にもお前、悪あく魔まだよな……」

　昨晩チチーは想也の部屋にいた。再び狭せまいクローゼットの中を選んでしまうほど会長の家には行きたくなかったのだろう。人間の女子高生にビビる悪魔。まぁ、相手は名高い変態だが。

「そんなことより神かみ矢やくん。昼休みは有限です、早く行きましょう！」

　会長から急せかすように言われ、想也は植えこみの裏から脱出して歩道に戻る。そこで会長から、一本の万年筆を渡された。

「これは……なんに使うんですか？」

「ふふっ。隠しカメラですー。シャツの胸ポケットに挿さしておいてください」

　隠しカメラ？　想也は驚おどろいて万年筆を掲かかげ、まじまじと観察する。するとクリップについた商品ロゴの中に、ピンホールカメラが見つかった。

　会長は気合いでも入れるように、花の飾かざりのついたヘアピンで前まえ髪がみをまとめながら、

「今回の趣しゆ旨しは、悪戯をされた女の子の反応を観賞すること。私も撮影しますので、さまざまな角度から見ることができます」

「盗とう撮さつ！　ガチ犯罪であるっ！」

　チチーが叫さけぶが、会長は和なごやかな表情のまま。

「大丈夫ですー。法律にちょこっと触れるくらい」

「ちょこっとじゃないである！　警察に正面から肩をぶつけにいくレベルであるぞ!?」

　そのやり取りに、

「いやまぁ、法律にはちょっとでも触れたらアウトなんだけどな」

　想也はついつい冷静にツッコんでしまう。

　しかし会長、こんなグッズを持ってるってことは、普段からやっているのではないだろうか。盗撮……。

「さてさて神矢くん、聖林さんが私におっぱいを揉まれているところ、見ていましたよね？　どうでした？」

　会長が想也の方に向き直り、訊いてくる。言われて思い出した。

「あれは……ちょっとエロかったというか、こっちまでドキドキしたというか……」

　何かを我慢するような甘あまい声。のぼせたように赤く染まった頬。初めて見る委員長のそんな姿に、正直こちらの身体からだまで熱くなってしまった。

「感じていただけましたか？　女の子が魅みせる底なしのエロスというものを。これからそれを、さらに発はつ掘くつしにいくのです。準備はいいですか？」

「は、はいっ！　よろしくお願いします！」

「チチーちゃんも、スケッチブックの準備はいいですか？　絵を描かくのが好きなんですよね？」

「か、描かないであるよ!?　ボクはあくまで正統派な絵で勝負しているであるから」

「よし、では行きましょうか二人とも。いざ、桃とう源げん郷きようへ！」

「ちょ、また無視であるか!?」

　会長が先頭を切って歩きだす。一体どこへ向かうのか。わくわくしながら、想也は彼女の背中に続く。その後ろをチチーがぶつぶつ文句を言いつつ、しかし想也たちの先行きは気になるようで、ふわっと翼つばさで上じよう昇しようしながらついてきた。

　会長が立ち止まったのは、体育館脇わきの道を抜ぬけた先、目の前に運動場が開けて見える場所だった。右手には食堂と購こう買ばいがあり、この時間は人の往来も多い。

　通り道から一歩外れ、行いき交かう生徒たちを眺ながめていると、会長がそっと耳打ちしてきた。

「自じ販はん機きのところにいる子」

「……ああ、あの一年生ですか？　ショートカットの。中々可愛かわいいですね」

　清せい正しよう高校では制服のネクタイや体操服のズボンが色分けされていて、それで学年を判別できる。

「ベリーキュートです。あの子の顔が羞しゆう恥ちに歪ゆがむところ、見てみたいですねぇ……」

　横を見れば、会長はその子に念でも飛ばそうとするかのように、じいぃぃっと目を凝こらしている。怖い怖い。

　だけど確かに、あの子に悪戯はしてみたい。

「じゃあ、手始めにいっときますか」

「いけますか？　もう一度言いますが、パンティーを見ることが目的ではありませんよ？」

「わかってます。でも俺おれは、彼女のあのスカートが不必要だと思うんです」

「スカートが不必要……。すなわち太陽を隠すカーテンを開け放つような感覚でしょうか……。では、ここはお願いしてみましょうか」

　想也はショートカットの女の子に視線を戻す。彼女は自動販はん売ばい機きでジュースを買うところだった。目当てのボタンを押おし、腰をかがめて取り出し口に手を伸のばす。そこで想也は呟いた。

「『スカート』を『スカーフ』」

　直後、スカートに代わり、ひらひらの薄うすいスカーフが腰に巻きついた状態で現れた。しかしそれは結ばれておらず、ふわっとほどけて下に落ちる。ストライプのパンツのお尻しりが丸見えに。

「ひっ、ひゃああっ！」

　女の子は悲鳴を上げ、自販機の取り出し口から手を抜き、ブラウスの裾すそを引っ張り下げた。その間、風にさらわれたスカーフが地面を滑すべっていってしまう。気づいた女の子は、慌ててスカーフを追いかける。

「お、おい、あの子すごい格好してね？」

「すげぇ、パンツモロ見えじゃん！」

　そんなギャラリーの歓かん声せいを受けながらも、彼女はなんとか拾い上げたスカーフを必死に腰に巻きつけようとする。

「う、うぅ、見ないでぇ……」

　上気し、耳まで真っ赤になった顔。目には涙が浮かんでいた。

　一方、その恥はずかしげな表情を見ながら、想也は胸が高鳴るのを感じていた。これが……女子の持つ可能性、底なしのエロス……。隣では会長の呼吸音がハァハァうるさい。

　やがて一分が経たち、スカーフがスカートに戻ると、想也たちはその場を離れた。

「ナイスプレーです、神矢くん！　さぁさ、次に行きましょう」

「まだ続けるのであるか？」

「もちろんですー。私たちの戦いはまだ始まったばかりですよ、ロリデビちゃん！」

「今回ばかりは早く打ち切られてほしいのである……」

　少し疲つかれた様子のチチー。頭脳バトルが勃ぼつ発ぱつすることなんてまずないだろうし、もう家に帰っていればいいのに。

「次はどこへ？」

　歩きながら想也が訊ねると、会長はふふっと笑えみを漏もらす。

「そうですねー。次は、戸惑う女の子を見にいきましょう」

　戸惑う女の子……。それはまた興味深い。

　広い運動場では体操服を着た男女が、五〇メートルのコースを走っている。その奥おくにはサッカーボールを蹴ける男子たち。バックネット近くでは、ユニフォーム姿でバットを振る者もいる。

　太陽の照り返しで眩まぶしい地面に目を細めつつ、想也はふと口にする。

「みんな、昼休みも部活やってるんだな」

「そうなんですよー。三年生はみんな引退試合が近いですから。生徒会で学校にかけ合って、昼休みもグラウンドや体育館の部活使用を許可してもらったんです」

　なるほど、そうだったのか。部活に入っていない想也は知らない話だった。今期の生徒会は生徒想おもいな提案をし、実際に結果を出している。そういう点ではしっかりしているので、みな変態の白百合会長に呆あきれつつも退任させようという声を上げる者は未いまだにいない。

　やがて想也たちが辿たどり着ついたのは、運動場脇の手洗い場だった。

「丁度いいです。今一人、陸上部の女の子がこちらに向かってきていますね」

「あー、はい。あの三年生の？」

　紺こん色いろの体操ズボンを穿はいたポニーテールの先せん輩ぱいが、五〇メートルを走り終えて手洗い場に向かってきていた。

「そうです。私が今からここに残り、お疲れ様ですと言ってハンカチを渡わたそうと思います。この、シルクのハンカチを」

　会長がスカートのポケットから、四角く折おり畳たたまれた白い布を取り出す。シルクのハンカチ……。シルク……。

「……狙ねらいはわかりました。じゃあ俺はむこうの段差で休きゆう憩けい中ちゆうのフリでもしておきます」

「察していただけましたか、さすがです。では、お願いしますー」

　シルクを変換するとしたら、きっとあれだろう。会長とも息が合ってきたかもしれない。想也は会長と頷き合うと、少し移動し、運動場から歩道に上がる段差に腰かける。

　手洗い場に到とう着ちやくしたポニーテール先輩が、蛇じや口ぐちをひねって手に水を溜ため、顔を洗い始めた。飛び散る水みず飛沫しぶきが、夏の陽光にキラキラ輝かがやく。

　ポニーテール先輩が顔を上げると、そこに立っているのはシルクのハンカチを両手に広げた会長だ。会長はふんわり笑顔で二言三言声をかけ、ハンカチをポニーテール先輩にプレゼント。

　ポニーテール先輩は、受け取ったハンカチで顔を拭ふこうとする。

　――今だ！

「――『シルク』を、『ミルク』」

　ポニーテール先輩の顔の表面で、乳白色の液体がばしゃっと弾けた。

　何が起こったかわからず、顎あごから白い液体を滴したたらせながら目をぱちぱちさせるポニーテール先輩。紺色の体操ズボンにぽたぽたこぼれ、白い染しみができていく。なんだかこの絵、家にあるお宝ビデオで見たことがある！

　ポニーテール先輩は濡ぬれた手を所在なげに前に出し、腕うでを使って顔を拭ぬぐう。液体の匂においをおそるおそる嗅かいで、眉まゆを寄せる。

「やだ、うえ、何これぇ」

　そんな嘆なげき声が想也のいるところまで聞こえてきた。一応、普ふ通つうのミルクです。

　会長も状じよう況きようが把は握あくできない態ていでいくようだった。一いつ緒しよにおろおろしながらも、ポケットから別のハンカチを取り出し、ポニーテール先輩の顔を優やさしく拭いてあげようとする。

「……んん？」

　よくよく見れば、会長の頬がだらしなく緩んでいる。おそらくあれは、可愛い女子の肌はだに触れられるからだろう。

「最低であるな……」

　ぼそっと、チチーの呟く声が耳に届く。まだいたのか。

　にしても会長、変態行為ができるなら時と場所を選ばないな。能力発動中の女子に接せつ触しよくしにいくとは。疑われるリスクを背負っての大だい胆たんさだ。

　想也がしみじみ感心していると、ポニーテール先輩と別れた会長が戻ってくる。

「神矢くん、ナイスタイミングでしたー。今回はとびきりの映像が撮とれましたね。乳液まみれになった彼女の顔だけで、ご飯三杯はおかわりできそうです」

「確かにあれは最高のオカズになりそうです。あとで近くから撮った分も見たいです」

「もちろんです。撮れた映像は共有しましょう。さぁ、次です！」

　再び移動開始。

　運動場沿いに延びる道を、裏門の方へ進んでいく。校舎の角で左に折れると、園芸部が育てる畑があり、そのむこうには周囲をフェンスに囲まれた飼育小屋が見えた。

「誰かいるようですねー」

　おでこに手を当てて遠くを見るような仕草で、会長が言う。

「飼育小屋ですか？　行ってみますか」

「そうですねー。何かいいネタがあればいいですが」

　近づいてみると、飼育小屋の前では二年の女子が一人、ウサギを小屋の外に放して遊んでいる。

　ウサギを抱だき上げるゆるふわパーマの女の子。ウサギの頭を撫なでながら何やら熱心に話しかけては、ほんわか笑みを浮かべている。彼女自身も小動物系で、ウサギとの相乗効果で、すさまじい癒いやしオーラの発生源となっている。

「……会長、悪戯いたずら程度の変換でいいんですよね？」

「ええ。何かアイデアが？」

「はい。じゃあ、今回は俺に任せてください」

　想也は園芸部が育てる畑の、ナスの葉の間に身を隠す。そして隙間から、飼育小屋の方を覗く。隣では会長が、想也に倣ならった行動を取っている。

　ゆるふわ少女は今も、ウサギとのお喋りを楽しんでいる。想也はその白いウサギを意識する。

「『ウサギ』を『ウナギ』」

　瞬しゆん間かん、ゆるふわ少女の腕の中で、ふわふわウサギが消えてぬるぬるウナギが現れる。「きゃん」と叫び、尻もちをつく少女。その反動で、ウナギが少女の首元に。

　そしてなんと、少女の二つボタンが開けられていたブラウスの胸むな元もとに、ウナギがくねくねと入っていった。やった、これはウナギのファインプレーだ！
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「やん、あっ……う、うえーん、助けて、ぬるぬるするよぉ……」

　ゆるふわ少女は泣きながら、急いでブラウスの前立てに手をかけ、そのままボタンをぷつぷつと外していく。露あらわになっていく白い肌。黄色いブラジャー。割合なだらかな、発育途とじ上ようの胸。

　涙に顔を濡らしながら、自ら服を脱ぬぐ少女。そんな光景に、想也と会長のボルテージはうなぎ登り。二人してこくっと唾つばを飲む。ウナギは少女のお腹なかの上でぬるぬるうごめいていたが、ボタンが全部外されると同時、地面の上にぽとっと落ちた。

「ひいぃぃぃぃぃぃっ！」

　ゆるふわ少女は悲鳴を上げて後ずさる。丁度そのとき、一分が経ってウナギがウサギに戻った。

「ひいぃぃぃっ？　…………あれ？」

　少女は瞬まばたきをし、ウサギを見つめる。それからハッとしたように、はだけたブラウスの前をかき合わせた。

　会長がふぅーっと、長く息を吐はき出した。

「最高の映像が撮れましたね」

　いつの間にか会長は、ズームにしたスマホのカメラまで回していた。

「いやー、俺は変へん換かんで現れたウナギにお礼を言いたいです」

　あれは自分の役割を理解している、自覚のあるウナギだった。

「神矢くん。最後の恥ずかしがる表情、見ましたか？」

「はい！　恥じらう女子、やばいです！　その破は壊かい力りよくが計り知れないです！」

「ふふっ、キミもわかってきたようですね」

　話しながら、想也と会長は少女にバレないように畑から離はなれる。

「さて、次はどうします？」

「そうですねー。このまま校内を一周してみましょうか」

　会長が先に歩きだし、想也もその後に続く。

　中庭を横断する際、イチャイチャしながら芝し生ばふで昼食をとるカップルを何組か見かけたが、とくにイライラしなかった。さまざまなエロスと接してきた結果、自分は今、俗ぞく事じを超ちよう越えつした達観状態にある気がする。

　中庭、裏庭と、校舎の外をぐるりと巡めぐり、辿り着いたのはプールの前だった。昼休みという短い時間であるが、水泳部の男女が泳ぎの練習に励はげんでいる。

「神矢くん――……」

　会長が耳元で、次の変換ワードを囁ささやいてきた。

「それは……思いきっちゃいますね」

「確かに、かなりえっちなことになりますが、神矢くんはもう見るべきポイントはわかっているでしょう？」

「はい。女の子の反応、ですよね」

　プールサイドは想也の立つ地面より一段高い位置にある。涼りようを求めて水泳部以外の生徒も集まっているようで、女子たちが座すわってプールに足だけつけて遊んだりしている。制服のスカートに裸足はだしというのも艶なまめかしい。

　想也がフェンスの外からプールの敷しき地ち内ないを見ていると、競泳水着をぴっちり身に纏まとった女子たちの生なま脚あしが目の前を通りすぎていく。

　ふむ。ターゲットはどの子にしよう……。

「腕を組んで何難しい顔しているであるか。ただの変態覗き魔まである……」

「ロリデビちゃん、黙だまっていてください。神矢くんは変態ではありません。彼かれの中にあるエロス――美意識を、よりよい形で体現するため、女の子を品定めしているのです」

「品定めって、それすなわち変態である……」

　そんな会話が聞こえてくるが、スルーしておく。

　観察を続ける中、一人の女子が五〇メートルを泳ぎ終わり、プールから上がってきた。ゴーグルとスイムキャップを取り、頭を振って水すい滴てきを払はらう。茶ちや髪ぱつセミロングの美人さん。

「――会長」

　想也は師し匠しようにひと声かけながら、茶髪美人さんの水着に意識を傾かたむけた。そして、会長から伝えられた言葉を口にする。

「『水着』を『水菜』――」

　変換は瞬きの間に。茶髪美人さんの身体の、水着で覆おおわれていた部分に、ぎざぎざで緑色の葉――水菜が張りついていた。

「へっ？」

　茶髪美人さんは間ま抜ぬけな声を出し、自分の胸元に手を当てる。ぽよんと、胸が揺れた。すると胸に張りついていた水菜が剥はがれ、ぽとぽとと下に落ちていく。

　水菜は身体に残っていた水分で張りついていたらしく、茶髪美人さんが動く度にぽろぽろ取れ、どんどん肌はだ色いろ面積が増えていく。

「いっ、いやぁ――――」

　ぺたんと落ちるように座りこみ、茶髪美人さんは露わになった胸と股こ間かんを手で隠した。部活仲間の視線を浴びて、彼かの女じよは顔を真っ赤にしている。

　――しかし、これだけでは終わらせない。

「なんだ、何があったんだ？」

　そんな声を上げながら、茶髪美人さんの丸見えのお尻に近づいていく男子部員がいた。

「――『水着』を『水菜』」

　その男子の水着が、水菜に変化する。歩いていたこともあり、水菜はすぐに落下する。そこに、茶髪美人さんが振り向いた。

「お願い、こっちこないで――って、きゃあぁぁぁぁぁっ！」

　茶髪美人さんは高い悲鳴を上げ、自らの顔を両手で覆った。男子は男子で「わっ」と叫び、慌あわてて股間を隠すが――もう遅おそい。

　一部始終を見ていた水泳部員たちが、きゃーきゃー騒さわぎだす。

　ふふふ。男のモノを目もく撃げきしてしまい、恥ずかしがる女子。これは新しい切り口だろう。会長からの指示ではない。想也が思いつき、即そく実じつ践せんしたのだ。

　そのとき、ぼとんと何かが落ちる音が聞こえた。プールサイドの入口の方だ。そこに立たち尽つくす人物に気づき、想也は思わず声を漏らした。

「あっ……」

　太陽の光に透すかされるような白い肌。それに加え、少し明るく染められた髪かみも、屋外で見るとさらに眩しく輝いて見え、一いつ瞬しゆん目が眩くらんだ。一輪の向日葵ひまわりが想起されるような。ただ立っているだけで凛りんとした存在感を放つ人物。

　小こみ南なみ麗羽――。

　しかし今日の彼女からは、いつものような引ひき締しまったオーラは消えていた。手に持っていたお茶のペットボトルを地面に落とし、彼女は石のように固まっている。こんなときにプールに入ってくるなんて。確実に、男子のアレを目撃してしまっただろう。

　しばしの間を空け、麗羽はフリーズ状態から復帰した。さっと男子の方から顔を逸そらし、ペットボトルを拾い上げると、何事もなかったかのようにプールサイドで遊んでいた女子たちの方へ近づいていく。だが、その頬ほおには若じやつ干かんの羞恥の色が見て取れた。赤い顔を誤魔化すように笑え顔がおを作って友達と合流する麗羽に、想也の目は釘くぎづけになっていた。

　やがて我に返り、隣となりを振り向く。

「会長、そろそろ行きましょう！」

　早めにこの場を離れないと、万が一怪しまれたら面めん倒どうくさい。それに今、麗羽にこちらが見ていたことを気づかれるのも嫌いやだった。

　しかし、何やら会長の様子がおかしい。

「…………黒…………まっ黒…………大き…………あれが生ちん…………」

　何やらうわ言のように発するだけで、その場から動かない。

「会長？」

「……はっ、あ、すみません。初めて見たモノだったもので……」

「でしょう！　俺も初めてです。ふと思いついたんです、男の股間を見てしまい恥じらう女子ってどうだろうかと。いいと思いましたか？」

「あっ、ああ、ええ。そうですね。そちらは非常に素す晴ばらしかったです。そちらは……」

　それからなぜか、こほんこほんと咳せき払ばらいする会長。もしかして、会長までも男子のアレにやられてしまったのだろうか。いや、変態クイーンに限ってそれはないか。

「さぁ、次はどうしますか？」

　想也は勢いづいて会長を促うながす。

「そ、そうですねー。気づけば昼休みも残り少なくなってきています。そろそろみんな部活を終えて戻もどり始める頃ころでしょう。私たちもあまり移動する時間はないですしー」

　そう言いつつ、プールの方をちらっと見る。

「最後にここで悪戯していきますか。ほら、さっきから神矢くんが気にしてる、あの女の子とか」

　会長が目で示したのは、プールサイドを歩く麗羽だった。半放心状態だった会長も、想也の視線の先には気づいていたらしい。

　更こう衣い室しつに向かう水泳部員たちをかわすためか、麗羽はフェンスを開けるタイプの簡易出入口に向かっているよう。プールの周りを遠回りし、想也たちのいる方へ向かってきている。

「いや、やめときましょう。それより早くここから動かないと。能力のあとだし、ずっと動かないと怪しまれます」

「んー？　最後に一回いいじゃないですか。あの子、かなり可愛いですし。跡をつけて廊ろう下かに入ったところで、ソックスをワックスに変えて滑らせてスカートの中をご開帳とか」

　会長の言葉に、想也は首を横に振る。会長が不思議そうに顔を傾けながら想也の顔を覗のぞきこんできた。

　そしてそうこうしているうちに、

「あ、神矢くん」

　近づいてきた麗羽が想也を見つけ、声をかけてきた。

「あ、よ、よぉ」

　想也はどぎまぎしながら返事をする。この下からの角度だと、彼女のスカートの奥が見えてしまいそうだ。

「何してるの？　生徒会長さんと一緒に」

　あらー、と手を振る会長に、麗羽は小さく会え釈しやくする。

「た、たまたま通りかかったとき、なんかこっちで騒ぐ声が聞こえたから見にきただけだ。会長は野や次じ馬うま仲間ってところだな」

　想也がついた嘘うそに、麗羽はふーんと小さく漏らした。それから眉を顰ひそめ、じとっとした目で想也に問うてくる。

「……いつからいた？」

「えっ？」

「いつからここにいて、どこから見てた？」

　もしかして、男子のアレを見て固まっていたのを、見られてないか気にしているのだろうか。

「いや、今きたところだ。何かあったのか？」

　想也は咄嗟にそう答えた。本当のことを言い、変に落ちこませてしまうのも悪い。

　麗羽は安心したように表情を緩ゆるませた。

「そう。や、なんでもないよ。別に、大したことなかったし」

「へー、大したことなかったんだ」

「うん。あんなの大したことない。大したモノでもない。別に、平気だし……」

　最後の方は小声で言って、脳のう裏りに浮うかんできた何かを消し飛ばそうとするように、麗羽は首をぶんぶん左右に振った。完全に墓ぼ穴けつを掘ほっている気がするが、本人は気づいていないようだ。

「じゃ、じゃあね、神矢くん！　また！」

　友達に呼ばれ、麗羽が手を振って歩きだす。『また』、その言葉が脳内でリフレインするのを感じながら、想也も軽く手を上げた。

　やがて彼女がプールサイドから降り、その姿が見えなくなったとき、

「ほーほー、なるほどですねー」

　横からなんだか面倒くさい響ひびきを孕はらんだ声が聞こえてきた。

「な、なんすか？」

　想也はちらりと横目で会長を見やる。

「今の子は二年の小南麗羽ちゃんですよね。可愛いですよねー。や、なんとなく、神矢くんが彼女に能力を使いたがらない理由がわかった気がしてですねー」

「別に、能力を使いたがらないとか。そんなことないですよ。今回はタイミングが悪かっただけで」

「またまたー。うふふふ」

　やめろ、その照れちゃってー、みたいな笑い方。

　会長が言外に何を滲にじませ笑っているのか、わからないはずがない。想也が麗羽に恋こいをしていると、会長は思っているのだ。そのため、想也が彼女を大事にしようとしていると。

　しかし実際は、そんなことは全くない。自分と彼女の間には、赤い糸どころか、極ごく細ぼその繊せん維い一本だって繋つながっていない。これ以上何を考えても、無駄なことなのである。

「神矢くんが童どう貞ていを捧ささげる相手は決まってたんですねー」

「わけがわからないこと言わないでください。ていうか、俺は童貞じゃ――」

「でもね！」

　想也の声を遮さえぎって、会長は続ける。

「いいですか、神矢くん。童貞は大事にしてください。キミが、キミであるために――」

　俺が、俺であるために――。

「…………なんか深いい話かと思ったけど、別にそうでもなさそうだな！」

「真理の話ですよ。さぁ、行きましょうかー」

　さらっと流し、会長は歩きだす。真理の話とはどういうことだろう。考えてみてもわからない。というか、会長がそれっぽいことを言うと、なんだかいい言葉のように聞こえてしまうからやめてほしい。そんなふうに思ってしまうのは、自分が会長の術中にハマってしまっているからだろうか。

　それにしても、この昼休みの活動はすごくよかった。女子の恥じらう姿は最高だ。感情というものが付ふ随ずいすることで、単なるエロが芸術へと昇しよう華かする。パンツの種類を見るのにこだわって、パンツを脱がした彼女たちの表情の観察を疎おろそかにしていたなんて、これまでの自分はどれほど愚おろかだったのだろう。これを教えてくれた会長には、本当に感謝である。

「神矢くん。今日の放課後は打ち上げをしませんか？　次の計画の、お話もかねて」

　校舎に向けて歩を進めながら、会長が周囲に聞かれない程度の声で言う。

「もう次の計画があるんですか？」

「はい。今、構想を思いついたんです。神矢くんの能力さえあれば、私の脳内にある夢のような世界を作り上げることが可能。是ぜ非ひ、聞いてほしくてー」

「わかりました！　場所はどうしましょう」

「校内はまずいですね。私の家は電車で数駅かかってしまいますし」

「ウチは徒歩でこれますね。親の都合で、一八時くらいまでになってしまいますが」

「大だい丈じよう夫ぶです。では本日、お邪魔させていただきますー」

　目を細めたにこにこ顔で振ふり返かえり、会長が言う。

「わかりました。では、校門で待ち合わせして――」

　いったい次はどんな計画を立てているのか。すぐに知りたい気持ちを抑おさえつつ、想也は会長の笑顔を眺める。

「うふふふ。神矢くん、楽しみにしててくださいねー」

　一見和やかな微笑ほほえみだが、その目ま蓋ぶたの隙すき間まから小さく覗いた瞳ひとみが、想也を真まっ直すぐに捉とらえていた。




☆




　その日の放課後、想也は師匠であり戦友でもある会長と共に想也宅への帰路を歩んでいた。昼休みに行った女の子悪戯いたずら巡めぐりの打ち上げをするためだ。単に成功を祝い盛り上がるだけでなく、撮れた映像の共有と鑑かん賞しよう、それに次回の作戦の打ち合わせをかねている。

「神矢くんとチチーちゃんと私。お菓か子し、こんなもので足りるでしょうか……」

　会長がパンパンに膨ふくらんだコンビニの袋ふくろを掲げながら言う。

「充じゆう分ぶんですよ。もしあれだったらチチーが我慢しますし」

　ペットボトルのジュースの入った袋を持ち直しつつ、想也は答えた。すると、先さき程ほどまで「ポテチであるー、コーラであるー」とうきうきで空中を旋せん回かいしていたチチーが、血相を変えて舞まい降おりてくる。

「ちょ、神矢想也、ふざけるなである。それが血の通った人間の所業であるかっ!?　つくづく思うのだが、お前、悪魔の扱あつかいが酷ひどすぎるのである。差別であるっ」

「そうですよ、神矢くん。いくら相手が悪魔といっても、こんなに可愛い女の子なんですから。チチーちゃん、私は差別なんてしませんよ。代わりに種族を超こえた愛というものを証明してみせます――」

「ひっ、お、お前はお前で怖こわいのであるっ。これほどの変態がのさばる人間界の行く末が、心配極きわまりないのであるっ！」

「なんで逃にげるんですかー」

　再び飛び上がったチチーを見、嘆く会長。この人を世界公こう認にんの悪あく魔ま祓ばらい師に推すい薦せんしたい。

「それより会長、お金多く出してもらってありがとうございます」

「いえいえ、いいんですよー。お部屋を使わせていただくんですから。それに、今日はとってもいいものをたくさん拝ませていただきましたしー。早く帰って映像の鑑かん賞しよう会かいをしましょう。わくわくが止まりません」

　やんわりとした笑顔の会長だが、いつもより若干息が荒あらい。お昼の悪戯の光景を思い出し興奮しているようだ。急に歩くスピードも上がった気がする。

　まるで男子だなと思いつつ、想也は二、三歩早足で会長の隣に追いついた。




『男の子の部屋に上がらせてもらった際、やはり初手はベッド下のお宝チェックでしょう』

　想也の部屋に着いたとき、会長の口から出たお言葉である。

　果たしてこれは、全国の女子高生に共通して言える行動なのだろうか。

　想也がノーパソを起動させている間、背後では会長が四よつん這ばいになり、ベッドの下をがさごそ漁あさっていた。

「おっぱいおっぱいおっぱい、おっぱいをフィーチャーしたものばかりじゃないですかー。お尻や太ふと腿ももには魅み力りよくを感じないんですか？」

「べ、別にいいじゃないですか。あの膨らみには夢も希望も詰つまっている」

「いますよねー。そういう、おっぱい一いつ辺ぺん倒とうのおっぱい至上主義者。童貞さんに当てはまる特とく徴ちようの一つなのですが」

「それはきっと偏へん見けんだ！　童貞だって嗜し好こうは人それぞれ！」

「まぁ、おっぱい好きを否定しているわけではありませんよー。おっぱいは素晴らしいものですから。けれど！　この場を借りてひと言言わせてください。男性の中で少なからず見受けられる、おっぱいを大きさだけで評価する愚ぐ者しやは逝いってよしです。一度、おっぱいの気持ちになってみるがよいです。その真の価値も理解されずに、サイズを一見しただけで無価値と仕分けされる、おっぱいの気持ちに……」

　これまた熱く語った白百合会長。

　おっぱいの、気持ち――。

　…………うん、よくわからないな。

　想也は密ひそかに自己完結したが、会長のおっぱい論に関しては理解できた。小さい胸には小さい胸の魅力があるとは、想也も信じている。別に貧乳派というわけではないのだが、みんな違ちがってみんないいとはけだし名言だ。

「もうおっぱいがゲシュタルト崩ほう壊かいしそうである……」

　そう言いながら、ポテチの袋を開けるチチー。何勝手に食い始めてるんだ、と注意しようとしたとき、

「でもやっぱり、現代っ子のオカズ管理はこっちですよねー」

　会長が椅い子すに座る想也のそばまでやってきて、ひょこっと背中越ごしにノーパソの画面を覗いてきた。彼女がマウスに手を伸ばそうとして、想也の肩かたにはぽよんとした感かん触しよくが――。

　……や、やはりおっぱいは大きさにより、破壊力が違う。

「って、何してるんですか会長！」

「神矢くんが普ふ段だん、どんなものを観賞しているのかと思いましてー」

　会長は手早くインターネットを開き、閲えつ覧らん履り歴れきをクリックする。ズラリと表示された、ページ名とＵＲＬ。上からさっと目を通すが、全すべてに怪あやしい単語が含ふくまれている気がする。アダルトとか、ビデオとか、無修正とか。

「……これまさか、全部えっちなサイトに繋がりますか？」

　さすがに驚おどろいた様子で、会長が訊きいてくる。

「ぜ、全部ってことはないと思いますが……。ま、まぁ九割くらいは……」

　中々ぐっとくる動画が見つからないときとか、いろんなサイトを回ってしまうため、どうしてもエロサイトの履り歴れきが増えてしまうのだ。これはもう自然の摂せつ理りだと思う。

　会長がポチッと適当に一つのＵＲＬをクリックする。ページに飛ぶと自動で、さっそく動画が再生される。

「これは……電車の中で時間止めちゃう系の痴ち漢かんビデオですか。神矢くん、やっぱり悪戯好きなんですねー。今日の昼休み、ものすごく活いき活きしてましたもんね」

「別に悪戯好きってわけじゃないですが……まぁ、こういうビデオもアリですよね」

「私も嫌きらいじゃないですー。他にも透とう明めい人間になれちゃう系とかありますよね。九九％やらせでしょうけれど……」

「ちょ、夢を壊こわさないでくださいよ！　…………ん？　九九％？」

　想也はハッとして、会長の顔を見る。時を同じくして会長も、何かに思い当たったように、あっと口を開けて想也を見てきた。

「九九％は別段意味もなく、勢いで言っただけでしたが……」

「けど、その残り一％って……」

　そして二人して、背後の悪あく魔ま少女を振り返る。

「チチー、時間を止める能力とか、誰だれかに与あたえたことはあるか!?」

「なっ、ないである。ボクが能力を授さずけたのは、神矢想也、お前だけ――」

「じゃあ他の悪魔が人間に能力をあげた可能性は？　教えてくださいチチーちゃん！」

「知らないである知らないである！　ボクはそんな質問に答えるため人間界にきたのではないのであるっ！　どうせそんなビデオ、絶対にやらせ――」

「「やらせじゃねぇよ（ないわ）！」」

　二人の声が重なった。「せっかく一％の希望を持てたのです……」と、会長が呟つぶやく。

　そうだ。悪魔の存在が明らかになった今、こういう特とく殊しゆシチュエーションビデオは、確実に作り物とは言いきれない。今、ノーパソの画面でスカートの中に手を入れられているお姉さんも、本当に時を止められ、自由を奪うばわれているのかもしれない。

　夢を捨ててはいけないよな、と想也は思った。

　……さて。しばらく時の拘こう束そくによりピンチに陥おちいったお姉さんを眺ながめていたい気持ちもあったが、自分たちにはやることがある。想也はポケットから万年筆を取り出しながら、会長に声をかけた。

「会長、時間もないのでそろそろ始めようと思いますが」

「そうですねー。ではまず、映像をパソコンに」

　言いながら会長は、前まえ髪がみを留めていた花飾かざりつきのヘアピンを外す。そしてその花の側面を、爪つめの先でパチッと開いた。親指と人差し指で器用に取り出したのは、マイクロＳＤカードだった。

「……それ、隠かくしカメラだったんですね」

「そうですそうです。花の雌めしべの部分がレンズになってるんですー。ＳＤカードをパソコンに取りこめるよう変換アダプタを準備しますね。あっ、万年筆の方はこのＵＳＢケーブルを使ってください」

　万年筆のキャップを開けると、見慣れたＵＳＢソケットが現れた。そこに、会長が鞄かばんから出してきたケーブルを挿さしこみ、ノーパソと接続する。電源を入り切りしていたため、本日の日付のデータだけで複数の動画ファイルがある。

「こちらのＵＳＢにもデータをくださいー」

　会長が、自前のＵＳＢを想也に渡してくる。先程からとても準備がいい。しっかりと想也が撮ったデータもお持ち帰りするつもりらしい。

「あまりデータが増えてもあれですし、ちょっとずつ中身を確かく認にんしながら、必要な動画だけ厳選しようと思いますが……。なんだかんだお互たがいの動画の保存作業にも時間がかかりそうですね」

「そうですねー。しかし、よい動画が漏れないよう確実にお願いしますねー」

「それは、任せてください。ただ、鑑賞会よりも先に計画の話をした方がいいかもですね。ウチ、うるさい母親が一八時には帰ってくるので」

「なるほどですねー、了りよう解かいです。先にやることをやってしまいましょう。でもまぁ、一応打ち上げでもあるわけですから、そうせかせかせず。のんびりお菓子でも食べながらー」

「そうですね、少し焦あせってました」

　そう答えつつ、想也は帰り道に調達したお菓子の袋を見る。

「っておい！　チチー！」

「ふぁんへはるか？」

「なんであるか？　じゃねぇよ！　ほっぺたぱんぱんにしやがって。お前、買ってきたスナック菓子、ほとんど開いてるじゃねぇか！」

　想也たちがゲットした動画の整理に夢中になっている間、お菓子を食べ漁っていたチチー。頬に溜めていたものをごくんと飲みこむ。

「食くい溜だめであるー」

「あら可愛かわいい。もっと食べていいんですよー？」

「会長、甘あまやかしちゃダメです！」

　相手は腐くさっても悪魔だ。こちらが常に上に立ち、主従関係を確立しておかないと、調子に乗って何をされるかわからない。

「つかお前、なんか臭うなと思ったら、バーベキュー味とチーズ味のやつ同時に開けたか？　臭においが混ざって部屋の中がすごい空気に……」

「それは同意ですねー。換かん気きしましょう」

　立ち上がっていた会長が言いながら、ベッドのそばの窓の鍵かぎを開ける。

　吹ふきこんできた夕暮れの心ここ地ちよい風に、ふぅと息をついた。

　一段落。

「会長。俺おれの作業は話を聞きながらでもできるので、次の計画を聞かせてもらえないですか？」

　想也は改めてパソコンの前に座りなおしながら、会長にそう訊たずねた。

「あっ、そうしましょうかー。神矢くんも早く聞きたくて仕方ないんですね！」

　会長は胸の前で指を組み合わせながら、にやりと不敵な笑顔を見せる。

　正直、聞きたくないと言えば嘘になる。想也が急せかすように目で続きを促すと、まずは作戦名から、と会長が言葉を続けた。

「いいですか？　次に実行するミッションは――名づけて、『ビキニパーティ』！」

「び、ビキニパーティ？」

　なんだろう、その胸が躍おどる響きのワードは。

「オッサンが喜びそうなタイトルであるな」

　チチーがチップス系のお菓子をパリッと齧かじりながら言う。

「チチー、お前は黙ってろ。会長、概がい要ようは？」

「ええ、今から。まず、実行日は来週の水曜日にある、校外学習」

「例の、毎年行われる山登りですよね」

「そうですそうですー。あの、謎なぞの山登り」

　ん？　なんだか少し、会長の声こわ音ねに険しい色が混ざった。

「私は今年で三回目になるんです。二時間もかけてバスで何もない山まで行って、無む駄だな坂道をのぼりきったと思ったらすぐに下りさせられて、麓ふもとの広場でなんの変へん哲てつもないカレーを作って食べて。併へい設せつされたアスレチックで暇ひまを潰つぶして。生産性の欠片かけらもない、時間をドブに投とう棄きするような一日をすごすのは」

「ちょ、生徒会長がそんなこと言っていいんですか!?」

　会長の意外な愚ぐ痴ちの連発に、想也は戸と惑まどいを隠せない。

「学校の闇やみが見えた気分であるな」

　くくく、とチチーが面おも白しろそうに喉のどを鳴らす。

「いいんですよー、お二人さん。私は生徒会に入った二年生のときから、ずっとこの山登りに異議を申し立てているんです。どうせ二時間かけて移動するなら、海に行けるじゃないかと」

　会長は小さく拳こぶしを握にぎり締め、熱く語る。

「この校外学習の目的は、クラス内での交流と聞きます。だとしたら、海の方が有意義だと思いませんか？　山登りですと、最後は疲つかれてコミュニケーションどころではありません。海なら水遊びや砂遊び、チーム対たい抗こうビーチバレー、砂すな浜はまでバーベキューもできますし、水着も見られます」

「ん？」

　会長のセリフの最後、なぜか文脈の繋がりのない一言が挿そう入にゆうされていた気がする。

「聞こえませんでした？　女の子の、水着も見られます」

「はっきり言ったである……」

　チチーが呆あきれた調子で顔をしかめた。

　どうせ会長のことだから、と思いながら、想也は口を開く。

「その意見には賛成ですが……。会長、生徒会で掛かけ合あうときも水着の話をしたんじゃないですか？」

「はいー、もちろんですよ？」

「やっぱりか。どこまで欲望に忠実な人なんだ！　それじゃあ海の案も通らないですよ……」

「メンズ票を集めて多数決に持ちこむ作戦だったんですが……。男の子って意外と自分の意見を主張しないですよね」

「そりゃ、そこで会長に同調すれば、もれなく他の女子全員を敵に回すことになりますからね。白い目を向けられながらすごすスクールライフなんて誰だって嫌です」

「んー、もっと自分をさらけ出してほしいところです……」

　残念そうに言うが、逆に会長が変態をオープンにしすぎな点も問題だろう。その生き方を男子が真ま似ねすれば、警察と長いつき合いが始まってしまう。

「けれどまぁ、結局、私の夢は三年間叶かなわなかったわけです。――そこでっ！」

　会長は声を大きくし、勢いよく立ち上がった。チチーが驚いて羽ばたき、ベッドの方へ舞い上がる。会長の瞳には闘とう志しのような輝かがやきが宿っていた。

「今回のビキニパーティは、山でも水着姿に囲まれることができる最高の計画。最後の校外学習の前に、能力を持った神矢くんと出会うことができて本当によかった」

「山の中で、水着女子に囲まれる？」

「またくだらないことをする気であるか……」

「チチーちゃんはあとで一分間くすぐりの刑けいです。山中で水着、方法は簡単！　校外学習はみなさん動きやすい私服で参加ということになっています。とはいえ、年とし頃ごろの女子がジャージやスポーツウェアでやってくることはあまりありません。みなさんお気に入りの一いつ張ちよう羅らを友達の前で披ひ露ろうするいい機会と考えています」

「なるほど、確かにそんなもんかもしれませんね。でも、水着はどこから？」

「そこですねー。神矢くん、以前能力について教えてくれたとき、認にん識しきの共有の使い方を話してくれましたよね？」

　認識の共有……。それは、小石は『保留』という認識を聖林と共有し、『保留』を『気流』に変換したような使い方のことだ。だが、この作戦ではどういう変換を行うつもりか。くすぐり恐おそろしいであるー、とベッドに蹲うずくまって怯おびえる悪魔の横で、想也は思考を巡らせる。

「今回はこの方法で、女の子たちの私服をビキニに変換していきます」

「ほう。ということは、私服に何かしらの共通認識を持たせると」

「はい。そのワードは、『オキニ』です。お気に入り、という意味ですね。校外学習の朝、出発前、私が全校生徒の前で挨あい拶さつをします。その話の中で、『私服』＝『オキニ』という共通認識を擦すりこみます。お気に入りをオキニなんて、時代を感じる言葉をあえてチョイスすることで、みなさんの印象にも残りやすいと考えます」

「完かん璧ぺきじゃないですか！　それで、みんなが集まる昼休きゆう憩けいのとき、周りの私服をビキニに変えていくと」

「はいー。山中に打ち上げられたマーメイドたち。緑に映はえる白い肌はだ。峡きよう谷こくと並ぶたくさんの谷間。想像するだけでぞくぞくしますー」

「あー、やばいですね。これはまたすごい光景が見られそうです」

　見み渡わたせば、辺り一面ビキニ女子。弾はじける胸、輝く生脚。想也はごくりと唾つばを飲む。

「絶対成功させましょう！」

　想也が勢いこんで言うと、会長は深く頷うなずく。

「もちろんですー。この最高のミッション、絶対に失敗は許されないです。高校生活での、私の野望の一つでもありますからー」

　急に水着姿にされ、恥はずかしがる女子たち。その姿を想おもうだけで、想也は腹の底に熱を感じる。水曜日が待ち遠しくて仕方ない。

「一種のテロである……」

　しばらくの間会長に怯えていたチチーが、ちらりと枕まくらから顔を上げて呟く。

「お前もいい絵が描かけるんじゃないか？」

「だから、ボクが描きたいのは頭脳戦で……。ほんとに、能力を与える人選ミスをしてしまったである。締め切りも近いし、どうしたもんであるか……」

「そんなことより！　チチーちゃん、くすぐりタイムですよー」

　会長が両手を広げてベッドに飛びこみ、チチーは叫さけび声ごえを上げながら跳とび上がってそれをかわす。

「本当に、漫まん画がどころじゃない状じよう況きようになってるな……」

　会長に目をつけられたことには少しばかり同情を感じるが、しかしながら無理やり能力を与えられ文句を言われるのはこちらも困る。

　それよりも今は、ビキニパーティだ。どんな水着を女子たちに着せようか、今日の晩からでもネットで下調べを始めなければ。忙いそがしくなりそうだ。

　逸はやる気持ちを抑えながら、想也は今日撮さつ影えいした動画のデータ移行作業を再開する。すっかり手が止まっていたのに気づいていなかった。




　――こうして少し心が浮うわつくと、人間、いくらピンと張はり詰めているつもりでも綻ほころびが見えてしまうものだ。

　能力での悪戯いたずらを始めて以降、想也は清正高校生徒のＳＮＳを常に監かん視しし、リアルタイムで怪かい奇き現象に関してどんな噂うわさをされているか探さぐり続けていた。

　しかし今日、校外学習での計画に想いを馳はせ、準備に夢中になる間、一つの重大な呟きを見み逃のがしていたのだ。




『@mayumayu：ねぇ、怪奇現象の正体わかった！　〇〇〇〇。絶対あいつが犯人』




　あとからその書きこみを知ったときには、もう状況は手て遅おくれになっていた。







〈06〉　仲間よりも欲







　土日が明けて、月曜日。

　一時間目から六時間目まで、いつもと変わらずつまらない授業が続く。しかし二日後に校外学習を控ひかえた生徒たちは、みなどこか落ち着かない。

　浮うき足あし立だっているのは想そう也やも例外ではなかった。別に山登りには興味がないのだが、今回の校外学習には心ときめくミッションが控えている。また変態行こう為いかと、チチーが昨日からぶつぶつ文句を言い続けているが、今回はどこかしょぼくれているような口調。怒おこってまた何か企たくらまれると面倒だが、今のところその心配はなさそうである。

　なんだかふわふわした気分のまま、教師の声を右から左、あっという間に午前中の授業時間がすぎていった。

　昼休み。近くの席の女子たちの会話が耳に入ってくる。

『聞いた？　この前の水泳部の話。いきなり水着が消えちゃって、変な草が身体からだに――』

『ねー、やばいよね。また新しい怪奇現象？　もうやだー』

　生徒たちがどこか落ち着かない様子なのは、校外学習だけが理由ではないようだ。

　昼食を食べ終えた想也は、窓まど際ぎわの自席で一人、今後の能力の使い方を考える。

　パンツがパン粉になる現象は、いつまで校内だけの怪奇的なものという位置づけに留とどめておくべきだろう。街中で能力を使えば、間違いなく今よりも速いスピードで問題になっていくと思われる。だが、今のように限られた範はん囲いだけで行動していても、これ以上の発展性がない。

　尻尾しつぽを掴つかまれないよう注意を払はらいつつ、さらなるエロを追求していきたい。いずれは外の世界にも目を向けてみようか。

　しかし、突とつ然ぜん校内の怪奇現象が起こらなくなると、それはそれでこちらの動きが読まれてしまいそうで危ない。だが委員長にも見張られているし、簡単には動けない状況だ。せめてビキニパーティまでは大人しくしておくか？

「……いや」

　逡しゆん巡じゆんしたあと想也は一人小さく首を振り、席を立った。

　単純に、パンツを見たかった。

　最近は会長と少し過激な悪戯に走り気味だった。だが、女子が今日どんなパンツを穿はいているのか見るだけというのも悪くないじゃないか。最近は様々な怪奇現象の対策のためか、スカートの下に体操着の短パンを穿く者も増えていると噂で聞く。そこまでして隠そうとしているパンツが、パン粉になって短パンの隙間からこぼれ落ちていく瞬しゆん間かん、女子たちはどんな表情を見せるのだろう。会長と出会ってから、想也はそういう楽しみ方もできるようになっていた。

　運のいいことに、五時間目は体育だ。聖ひじり林ばやしも女子更衣室へ移動しなければならない。チャンスを見てひと暴れしてやろう。ふっとかすかに口くちの端はで笑い、想也は着き替がえの準備をして教室を出た。




　やがてこの日も放課後がやってきた。

「いやー、能力の制限設定を間ま違ちがえたであるか……。中々難しく作ったつもりだったのであるが。こんなことばかりに使われるならもっと不便にしとけばよかったである……」

　能力の発動範囲の三〇メートル。それは校舎四階の渡わたり廊下から中庭の女子にだって、充分届く距きよ離りである。

「……いや、よくできてるよチチー」

　想也は慌あわてる女子を見下ろしながら、頭上を飛ぶチチーに言う。

「これだけ離はなれてると、パンツの柄がらがよく見えない。元より使うときは、もっと対象の近くである必要があるんだ。能力の発動を一いつ瞬しゆんイージーに錯さつ覚かくさせるいい数字だと思うぞ？　三〇メートル」

「きー！　悪魔を煽あおる人間なんて前ぜん代だい未み聞もんであるぞ!?　あの委員長はどこにいるであるか？　今がチャンスであるぞ。現行犯逮たい捕ほ！　はやくこいつをピンチに追いこむである！」

「聖林は委員会に出席してるよ。委員長は大変だな。校外学習前の打ち合わせらしい。まぁ、そのおかげでこうしてゆっくり能力を使えるんだが」

「くそう、使えない奴やつめ……」

　知らない間にとばっちりの悪口を言われている委員長。今いま頃ごろくしゃみでもしているのではないだろうか。

「神かみ矢や想也、お前もお前だ。こんな放課後に学校に残っているのであるし、ちょっとは青春っぽいことしてみたらどうだ？　漫画に描けそうなラブコメとかラブコメとか、ラブとコメとか」

「ラブもコメもいらねぇよ。今の俺に必要なのはパンとチラだ」

「最低である……」

　そう。どう言われようと恋も喜劇も不必要なのだ。そこには夢も希望もない。ここ半年で充分学んだ。

　もう期待することはやめたのだ。

　やめた……はずだったのに――。

「ねぇ、何してるの？」

　背後から、清流のように透すき通とおった声がかかった。想也は思わずびくっと肩を撥はね上げる。馴な染じみのある声だ。背中にぶわっと汗あせが噴ふき出だすのを感じながら、想也はおそるおそる振り返った。

「小こみ南なみ……」

　シャツを捲まくった腕うでを後ろで組み、横から想也の顔を覗のぞきこむように、麗うる羽はが立っていた。

「お邪じや魔ま虫むしは離れて観察するであるー」

　チチーが上空に舞い上がっていく。

「やぁやぁ。校舎の窓から神矢くんの姿が見えたからさ。さっきからここで何してるの？」

　そう言いながら、麗羽は先程までの想也の視線を辿たどるように中庭の方へ目を向けた。

「べ、別になんにも！　ちょっと景色を眺めてただけだ。引退試合が近い三年生は部活頑がん張ばってるかなーと」

　焦って自分で何を喋しやべっているかわからない。なんてタイミングの悪いときに現れるんだ。ちらりと下を見て、さっき能力を使った女子がすでに移動していることを確認し、少しだけほっとする。

　が、安心したのも束つかの間ま。麗羽が長い睫まつ毛げに縁ふちどられた切れ長な目で、じっと想也を見つめてきた。

「な、なんだ？」

　想也はどぎまぎした口調で訊ねる。

「中庭で部活やってる人なんていないけど」

「部活？　あ、ああ。ほら、音を聞いてたんだ。サッカー部のランニングの声とか、野球部の金属バットの音とか。青春のＢＧＭっていうのかな」

「ふーん」

　納なつ得とくしたのかしていないのか、よくわからない相あい槌づちを打ち、麗羽は想也から目を離す。そして渡り廊ろう下かの手すりに胸をつけるようにもたれながら、何気なく口にした。




「――怪奇現象の犯人って、神矢くん？」




　ドクンと心臓の跳はねる音が一つ、頭の奥おくで聞こえた。全身の血が急激に沸ふつ騰とうしたかのように、一瞬で身体が内側から熱くなる。

　やはり先程中庭の女子に能力を使うのを見られていたのだろうか。いやしかし、他人から見た自分はぶつぶつ呟いているだけで、異能力を使ってパンツをパン粉に変えているなんて想像も及およばないはずだ。まさか、聖林のように推理を働かせ、こちらを観察していたとか？

　突然のことに、想也の脳は自おのずとフル回転を始めていた。本来ならすぐにでも否定したくなるところだ。しかし、慌てて下へ手たな言い訳をしても墓ぼ穴けつを掘ほりかねないし、動どう揺ようを気取られてもいけない。犯人どうこうの前に、怪奇現象について理解したような言動すら避さけた方がいい。

　時間を置いたことにより、少しばかり頭が冷えてきた。

　密かに息をついて冷静に。想也は麗羽の顔を窺うかがいながらゆっくりと答える。

「怪奇現象ってあの、最近女子が被ひ害がいに遭あってるやつだよな？　犯人？　怪奇現象は怪奇現象、超ちよう常じよう的なものだろ？」

「今、その怪奇現象が、誰かが引き起こしたものだって噂されてるんだよ。知らないかな？」

　知らなかった。女子の間で話題になっているのだろうか。

　容疑者に挙げられ、監視がきつくなるのは都合が悪い。聖林だけでもかなり面めん倒どうなのだ。状況を探ろうと、想也は何気なく訊ねる。
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「へぇ、そんなのあり得るのか？　でも犯人がいたとして、どうして俺なんだ？」

　麗羽は手すりから腕を離し、半身だけ想也に向き直る。

「そりゃ、こんなに暴れておいてまだ尻尾も掴ませないなんて、犯人は頭のいい人かなーって」

　正直、ほっとした。

「なんだよ。俺が変態だっていうのかよ」

「あはは、冗じよう談だんだよ冗談。神矢くんはそんなことしてる暇ないもんね。この前も模試で一位取ってたでしょ」

　ぺろっと小さく舌を出して笑ってみせる麗羽。

　大だい丈じよう夫ぶだ。麗羽は――女子たちは、まだ真実の欠片すら掴めていない。聖林が噂に一枚噛かんでいるというわけでもなさそうだ。

　だけどどうして急に、超常現象の話を振ってきたのか。

　それを訊ねようとしたとき、今度は背中を手すりに預けながら、麗羽が先に口を開いた。

「まだ、勉強ばかりさせられてるの？」

　想也はハッと目を大きくし、麗羽の方を見る。麗羽は不思議そうに、小首を傾かしげた。

「ありゃ？　なんで黙だまるのさ」

「ま、まぁ、まだっていうか、成績が下がったときとかはうるさいから、いい点が取れるようにはしてる」

「そっかそっか。やればその分できちゃうんだから、神矢くんはすごいよね。わたしなんて、頑張りだけが突つっ走ぱしって、結果が追いついてこないもん。どこで迷子になってるんだ!?　って感じ」

「頑張りが全力すぎて結果が置き去りになってるんじゃないか？」

「言うねー、神矢くん。わたしって、そこまで効率の悪い勉強の仕方してるかな？」

「いや、そんなこと……」

　それは彼かの女じよからすると、質問にも値しない冗談交じりの言葉だったのかもしれない。しかし想也はつい考えこみ、言葉を切ってしまった。

　麗羽が今どんな勉強をしているかなんて、知らない。なので、問いに答えられない。

　やはりその場のノリでの会話だったのだろう。麗羽は気にしていない様子で体勢を変え、遠くに見える駅周辺のビル郡の方に目を向けた。

「わぁ、すごい綺き麗れいだね」

　いつの間にか大きな夕ゆう陽ひが、街を夕焼け色に染め上げていた。下降する太陽は、まるで燃もえ尽つきる蝋ろう燭そくの最後の灯ともしびのように濃こく紅あかく輝いている。

「なんだか懐なつかしい気分になるよな」

　想也も麗羽の隣となりで夕陽を眺める。覚えてもいない子供の頃ころの記き憶おくが呼び出されるような不思議な感覚。哀あい愁しゆうのようなものが湧わき上がってくる。

「なんていうか、ノスタルジック？　あ、エモいってこのことか！」

　ちらりと隣を盗ぬすみ見みると、頭一つ分下の辺りに麗羽の顔がある。麗羽は眩まぶしそうに目を細めつつも、じっと感じ入るように夕陽を眺めていた。前髪が風に吹かれ、丸いおでこが覗いている。

　気づけば数秒、彼女に見み惚とれていた。我に返ったのは、ぽつんと呟くような声が耳に届いたからだ。

「どうしてみんな、疑うことをしないんだろう……」

「えっ？」

　想也はわけがわからず訊き返した。すると少しボリュームを上げて、麗羽が話す。

「みんなそこにあるものばかり信じて、真実を見ようとしない。だけど、この世には虚きよ構こうが溢あふれてる。あの夕陽が赤いことだって、みんな疑おうともしないじゃない？　そんなんじゃ、騙だまされてることにも気づけない」

　麗羽がゆっくりと、こちらを振ふり返かえる。斜しや陽ようを受けて輝く虹こう彩さいで、想也を見み据すえてきた。

「確かに、夕方の太陽は赤く見えているだけで、あれが本当の色じゃない。波長の短い青色の光が空気中で塵ちりや埃ほこりにぶつかって散乱し、波長の長い赤色の光だけがするすると俺たちのもとに届いているだけだ」

「おお、さすが神矢くん優ゆう秀しゆうだ」

　小さい頃、本を読んで知っていた。だけど今はそんなことはどうでもいい。夕陽なんてただの譬たとえ話だ。

「このくらいで褒ほめてもらわなくても。それより、なんのことを言ってるんだ？」

　想也が訊くと、麗羽はすっと横に目を逸そらした。その表情はどこか悲しげで。

「……小南？」

　想也が再び口を動かしたとき、辺りでチャイムが鳴なり響ひびいた。

　清せい正しよう高校では午後五時半になると、一度チャイムが鳴るようになっている。部活動をする者はこの音を目安に休憩を取り、委員会や補習もこれを聞いて終しゆう了りようとなることが多い。図書室や購こう買ばいの利用も、この時間までとなっている。

　まるでそれを合図にしたかのように、麗羽もパッと目を大きくし、慌ててもたれていた柵さくから離れた。

「おっとっと、こうしちゃいられないや」

　制服の全面をぱんぱんと手で払い、想也の方を見てへらっと笑う。

「ごめんごめん、急に声かけちゃって。神矢くん見かけたら、なんだか懐かしくって。邪魔しちゃったね――って、神矢くんは何してたんだっけ？」

「俺は特に何も。そっちこそ、急いでるのか？」

「わたしも別に――。あっ、ねね、神矢くん。一つ訊いてもいいかな？」

　一度は踵きびすを返した麗羽だったが、動きを止め、半身だけ振り返る。

「あ、ああ」

　いったいなんだ？　わからないまま、想也は首を縦に振った。

「神矢くんはさ、今起きてる怪奇現象の正体って、なんだと思う？」

　果たして聞こえてきたのは、本当の意図が読めない質問だった。

　なぜ麗羽が、それを訊ねてくる？　ただの興味本位だろうか。それにしては真しん剣けんな目をして、麗羽は想也の瞳ひとみを覗きこんできた。

「わからないよ。ただここまでくると、人知を超こえたなんらかの力が働いてるのは確かだろう。だからこそ、わからないんだが」

　想也の言葉に、麗羽は「だよね」と答えた。小さく手を振って、歩きだす。すぐに校舎の中に入り、その背中は見えなくなった。

　なぜか、小南麗羽が怪奇現象の正体を探っている。

　どうしてだろう。考えてみるが、この場で答えはでそうになかった。しかし無む性しように嫌いやな予感がする。

「おお？　なんだか変な方向に転がり始めたであるか？」

　ふわりと舞まい降おりてきたチチーを、しっしっと手で追おい払はらい、想也も校舎へと向かう。廊下に入るが、麗羽の姿はすでに消えていた。三年生の教室が並ぶ廊下は人気がほぼなく、階段を女子生徒が二人のぼってくるだけ。手に楽器を持っているので、吹すい奏そう楽がく部だ。リボンの色から、二年生。おそらく渡り廊下を使って音楽室のある北校舎へ向かうのだろう。

　想也は昇しよう降こう口ぐちを目指し、階段を下りようと足を進めた。すぐに女子たちとすれ違ちがう。そのとき、二人の会話が耳に入ってきた。

『ねぇ、今さっき通りすぎたのって――』

『うん、そうだよ。小南麗羽。噂の犯人さん』

『そうだよね、噂の……。ほんとにあの人が起こしてるのかな？　怪奇現象』

『わからないけど、そうなんじゃないの？　今日も休み時間、一人被害に――』

　想也は思わず足を止め、振り返っていた。

　なんだ？　今の会話は。麗羽が、怪奇現象の犯人？

「どうなっているであるか？　悪の根源はここにいるである。あの二人は何を言っておるのである。っておい、神矢想也！　どこにいくであるか？」

　チチーの言葉を無視して、想也は歩きだしていた。

　自分の知らないところで、麗羽の変な噂が流れ始めている。現状を確かめなければ。

　昇降口を出ると想也の足は速まり、やがて無意識のまま走りだしていた。




『@mayumayu：ねぇ、怪奇現象の正体わかった！　小南麗羽。絶対あいつが犯人』

　約三〇分後。自宅の勉強机の席で、想也の目はノートパソコンのディスプレイに釘くぎづけになっていた。

　昨日よりチェックが遅おくれていた、ＳＮＳの呟つぶやき。それを確認すれば、少しずつ状況が読めてきた。

　やはりどういうわけか、麗羽が疑われている。

　今、画面に表示されている @mayumayu の呟きが、おそらく第一声となり、それに呼応するような形で会話が繰くり広ひろげられている。ＳＮＳにて公衆にさらされていたその会話は、内容の途と切ぎれ方かたを見るに、その後別のメッセージアプリに移動して継けい続ぞくされているようだ。また、この呟きを観覧した者も、別の友人に連れん絡らくを取って話をしているかもしれない。現代の噂うわさ話ばなしは電波に乗って風よりも速い。

　この @mayumayu が誰だれかはわからない。それに、発言の根こん拠きよも示されていない。そもそも言っていることは嘘うそっぱちなのだ。だが、呟きに対する反応（ほぼ女子らしいアカウント）を見るに、結構な騒さわぎになっているようだ。

　おそらく麗羽が怪奇現象の原因を探っていたのは、自分にかけられた疑いを晴らすためではないだろうか。真犯人を見つけ、騒ぐ女子たちの前に突きだし、黙らせるため。

　しばらくパソコンの画面を凝ぎよう視ししていた想也だが、一通りのチェックを終えると目を閉じた。背もたれに身体を預けて頭上を仰あおぎ、深い息をつく。

　状況はわかった。しかし、依い然ぜんわからず頭に浮うかぶのは、どうして麗羽が？　ということだった。

　なぜ麗羽がこんなふうに疑われているのか。複数の種類のＳＮＳをくまなく探したつもりだが、ヒントはない。

「予想外の方向に話が動きだしたであるな」

　空中で静観していたチチーが滞たい空くう高度を下げ、想也の顔の横で話しかけてくる。

「お前、また何かいらないことしたんじゃないだろうな？」

「してない。してないである。いいか神矢想也、頼たのむからこれを面白い方向に持っていくのだ。でないともう、締しめ切りというデッドラインが迫せまっているである。本当に困る」

「そのまま時間切れになってくれて俺は結構なんだが。というか、うるさい。邪魔しないでくれ」

　今は集中したい気分なのだ。想也の様子を窺うように、チチーは素す直なおに大人しくなる。

　しかし静かな空間でいくら考えても、今の情報だけでは何も進展させられそうにない。

　こんなことになっているなら、今日は能力を使わなかったのに――。

　先さき程ほど聞いた女子たちの会話のように、さらに麗羽の印象が悪くなっているかもしれない。

「想也、勉強してるのー？　ご飯できたからキリのいいときに下りてきなさい。お母さん、待ってるから」

　階下からの母親の声に、思考が中断される。想也は小さく下した唇くちびるを噛んだ。

　ダメだ。一人慌てても仕方ない。今は一いつ旦たん落ち着こう。

　そう考え、想也は席を立ち、リビングへと向かった。
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　校外学習一日前の、火曜日になった。

　昨日からの問題に答えは出ておらず、その日は変に能力は使わず訊ききこみ調査をすることにした。

　しかし、主に男子に訊ねて回ったのだが、目ぼしい情報は得られず。噂は女子の間で広まっているようだが、想也には裏話を共有してくれるような関係の女友達はいなかった。

　麗羽に直接訊きにいこうか。だが、どうしてこの噂を探っているのかと不ふ審しんがられても困る。なんと答えていいかわからない。

　そもそも自分は、どうして麗羽のために噂の原因を探っているのか。

　ほっておいてもいいのではないだろうか。

　そんなことを考えているうちに、放課後がやってきた。

　もやもやと悩なやむ中で、想也は一つ決心をしていた。

　放課後、想也がやってきたのは生徒会室だった。

「神矢くん。お待ちしてましたー。明日の打ち合わせですねー？　メッセージでのやり取りだけで構わないと思っていましたが、突然会って話したいなんて、神矢くん、積極的な男の子ってドキドキしますー」

　想也が扉とびらをノックすると、中からウキウキ笑え顔がおの白しら百ゆ合り会長が出で迎むかえてくれた。タイミングよく一人だったのか、それとも会長が席を外させたのか、他の生徒会のメンバーは一人もいない。

「変な誤解を生むような言い方やめてください……。ちょっと話があってきたんです」

「わかりますよー。明日が楽しみで仕方ないんでしょう？　私も同じ気持ちです」

　楽しみ、にしていた。だが、今は状況が変わった。

　想也はさっそく、決めていた言葉を口にした。

「すみません、会長。その明日のビキニパーティですが、中止にしてもらいたくて……」

「……どうしてですかー？」

「その、二年で今、一人の女子が怪奇現象の犯人じゃないかと疑われてるんです。このまま計画を実行すれば、その子がさらに周りから追い詰つめられることになるかもしれない」

　悔くやしいが仕方ない。タイミングが悪かった。それに、新たな計画をまた考えればいい。会長も事情を汲くんでくれるだろう。そう思っていた。

「……それが、どうかしたんですかー？」

「え……」

　思わず想也は会長の顔を見つめた。会長はいつものような目を糸のように細めた笑顔で、小さく首を傾かしげている。

「え、じゃないですよー。その疑われてる二年生の子が、どうして私たちの計画に関係してくるんですか？」

「どうしてって、能力のせいでその子がまた白い目を向けられることになるから……」

「それは、神矢くんの事情ですよねー」

　間かん髪はつを容れず、会長がそう口にした。ひどく冷たい声こわ音ねに、背中にぞわりと泡あわ立だつ感覚が走る。想也が何か言わなければと口をぱくぱくさせる間、会長が言葉を継ついだ。

「校外学習で女の子の水着姿を見ることが私の高校生活の夢だったこと、説明しましたよねー。これがずっと楽しみにしていた、最後のチャンスなんです」

「そ、それは聞いてました。けど……」

「女の子が一人、犯人扱あつかいされていると言っても、みんなでたらめの噂に振り回されているだけでしょう？　証しよう拠こもないそんな噂、きっと一時的なものですぐに消しよう沈ちんするでしょう。神矢くんがどうしてそこまで気にしているのか、私にはわかりません」

　確かに、人の噂も――なんてことわざがあるくらいだ。季節が変わる頃にはこの噂も忘れ去られているかもしれない。しかし、疑われたことで失った人間関係まで元に戻もどるとは決して限らない。

　しかし、今日の会長はどうにも、聞く耳を持ってくれそうな状態ではなかった。

「神矢くん。私はあなたが自分の欲望に忠実な健全な男の子だと買ってましたが――。もしキミの判断で計画を中止になんてしたら、あなたの秘密を全校集会でバラしちゃいますよー？　明日はよろしくお願いしますー」

　そこで言葉を切った会長は、先程から変わらない一見和なごやかな微笑ほほえみを浮かべている。しかしその細い目の隙すき間まから、真っ黒な瞳が小さく覗いて想也を捉とらえていた。その冷れい淡たんな瞳には、つい先日も見覚えがあった。

　いつからか想也は、会長が目標に向かい共きよう闘とうする仲間だと錯覚していた。実際は自分の欲を満たすため、彼女が想也を利用していただけだった。

　いや、わかっていたではないか。彼女が他者の視線や評価を全く気にしない、群を抜いた変態であることくらい。

　しかし今それに気づいても、圧あつ倒とう的てきな弱みを握にぎられどうすることもできない。

　本当の敵は身近にいた。チチーが打った想也への一手が今さらになって効いてきていた。

「わかりました」

　そう呟くように言って生徒会室を出る以外、想也には選ぶ道がなかった。




　早く一人になって状況を整理したい。そう考える想也の足は自ずと速まっていた。しかし帰路に就つく前に、教室にスマホを忘れたことに気づき、一旦取りに戻る。
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　立ち止まることもなく、目的だけ済ませて昇降口へ向かうつもりだったのだが、七組の教室に入ると想也のことを待ち受けている人物がいた。

「きっとくると思っていたわ。神矢くん」

　腕を組んで窓まど枠わくにもたれかかる人ひと影かげは、逆光で一いつ瞬しゆん誰だれかわからなかった。

　しかしその声を聞けば、自然と眉まゆが険しく寄ってしまう。

「スマホを忘れてしまってな。聖林」

　目を合わせることもなく、想也が自席に向かおうとする間、視界の端はしで聖林が身動きをした。

「捜さがしものは、これのことかしら」

　彼女がポケットの中から取り出したのは、一台のスマホ。そのとき指が触ふれたのか、ぽわっと画面が浮かび上がる。現れたのは、非常に馴染みのあるカレンダーと時計だけの待ち受けだった。

「それ、俺おれのじゃないか。どうして委員長が持ってるんだ」

「ちょうどアタシの足元に落ちてたの。あなたが持っていた見覚えがあってね。もう、そんなに睨にらまなくてもちゃんと返すわ」

　そう言って、聖林はスマホを想也の机に置く。

　想也は訝いぶかしげな表情で彼女に近づいた。

「足元に、ねぇ。それで、なんの用だ？　スマホを返すためだけにわざわざ待ってたわけじゃないだろう」

「あら、落ちてたのはほんとよ？　いやぁ、ちょっと訊きたいことがあってね。時間、いいかしら」

　聖林はくすっと笑い、窓枠から腰こしを離す。

「嫌いやって言ったら？」

「不正をした政治家に迫るインタビュー記者並みに張りついてあげるわ」

　それはかなりウザそうだ。自宅まで粘ねん着ちやくされても困る。帰り支じ度たくを整えた想也は、鞄かばんを机に置いたまま動きを止めた。それを了りよう承しようの合図と捉えたか、聖林が訊たずねてきた。

「知ってる？　今日は珍めずらしく、校内で一度も怪奇現象が発生しなかったの」

「へぇ、そうなのか？」

「ええ、アタシの知ってる限りだけど、おそらく。それでね、これがどれだけ珍しいことかわかる？」

「……いや、わからないな」

「そう。じゃあ教えてあげるわ。この学校で怪奇現象が発生しだしてから、登校のない休日を除き、初めてのことなのよ」

　思い返してみれば、確かにそうだ。能力の使用方法は変えながらも、変態行為を行わなかったのは本日が初である。

「それが何を示しているか。神矢くんに意見を仰ぎたくて」

「どうして俺なんだよ」

「わざわざ説明させるの？」

「……俺は怪奇現象にかかわってないし、意見も何も、そんな超常現象のことなんて何もわからない」

　想也が言うと、聖林は「ふーん」と呼気に音を乗せたような返事をした。

「じゃあ、アタシの考えだけど。怪奇現象の犯人は明日の校外学習に向けて力を蓄たくわえてるんじゃないかなぁと。せっかくのイベントだよ？　何か起こしてやろうと企んでいるのかもしれない。その準備でもしてるのかもね」

「ほぉ。その準備って？」

「それはわからないけれど。可能性の話よ」

　まぁ、いくらでも考えさせておけばいい。

　そう思いながら、「話はすんだか」と想也は踵を返そうとする。

「ちょっと待って。もう一つ、気になることがあるわ」

「なんだ？　また可能性の話か？」

「可能性の域は出ないけれど、面おも白しろい話よ」

　無言のまま、想也は再び聖林を見る。

「聞きたいみたいね。なら教えてあげる。昨日から一部の女子の間で、怪かい奇き現象の犯人が一組の小南麗羽だという噂うわさが流れてるの。犯人がそれを知って、今のところ変態的活動を停止してる説。どうかしら？」

「……どうかしらって言われても」

「あら、あなたなら心当たりがあるんじゃないかと思ったんだけど。神矢くん、一年のとき小南さんと放課後を二人ですごしたりしていたそうね。少し調べさせてもらったわ。他人より深い関係にあるみたいじゃない」

　メガネのフレームを持ちながら探さぐるような瞳で、聖林がぐいっと顔を近づけてくる。

　正直、当たりだ。しかしそれは、特筆すべき現状からそれらしい理由をでっち上げて述べているだけとも言える。結局どちらも証拠がなく、信しん憑ぴよう性せいがついてきていない。

「別に、俺と小南の間には特に何もないよ。二年になってクラスが替わってからは、ほぼ話したこともない」

「ふーん、まぁいいけど」

　想也の考える通り、聖林は深くは追及してこなかった。可能性を想也にぶつけ、反応を見ていただけなのだろう。しかし、いい筋を突いた推理ばかりで、会話中こちらからボロを出してしまわないかとハラハラしてしまった。

「とにかく、引き続きあなたのことはチェックしてるわ。明日何かするならやってみなさい？　捕つかまえてあげる。まぁ、アタシが待ってるだけだと思ったら大おお間ま違ちがいだけど」

　それは彼女の挑ちよう発はつのようだった。何かいい策でもあるのだろうか。ふふっと余よ裕ゆうを含ふくんだ笑えみを残し、聖林は教室を去っていく。

　取り残された想也は力が抜けたように自席に腰を落とした。

　しばらくそのまま俯うつむいていたが、やがて拳こぶしを握り締め、自分の太ふと腿ももに打ちつける。小さく鈍にぶい音がした。

　ただでさえやっかいな問題と戦っていたのに、さらに面倒事が降ってきた気分だ。いや、そう思うのは気が抜けていた証拠か。実際聖林からはこれまでも監かん視しされていたわけだし、彼女の存在を改めて意識させてもらえてよかったと思うべきだ。もしかしたら思いもよらぬところで足をすくわれていたかもしれない。

　しかしそれにしても、どうにもできない状じよう況きようが続いている。麗羽の噂に、会長の半命令に、委員長という監かん視し員いんの存在に。これら全すべてを明日の校外学習まで、またはその間になんとかしなければならない。

　想也は下唇を噛みながら、またしても太腿を打つ。

「珍しく動揺しているであるな」

　いつの間にか背後に飛んでいたチチーが、スケッチブックにペンを走らせながら話しかけてきた。

「昨日からであるな。崩くずれ始めたのは。昨日の放課後からである」

「ああ？　何が言いたい」

「よほど焦あせっていたと見えるのである。ポケットからスマホがなくなったことにも気づかないなんて。くくくく」

　非常に苛いら立だつ笑い方に感じるのは、想也の精神状態が不安定だからか。いや、チチーが鬱うつ陶とうしいのは元からか。

　今は悪あく魔まのことなんて相手にしなくていい。無視だ無視。そう思いかけ、しかしそのセリフの一部が心の片かた隅すみに引っかかる。

　ポケットからスマホが、なくなった？

「お前、もしかして俺のポケットからスマホを――」

「くくくくっ。丁度はみ出ていたであるからな。ちょいと引っ張って、あのメガネ委員長の前に落としてやったである。どうだ、神矢想也。サプライズ、喜んでくれたであるか？」

「――ちっ」

　想也は小さく舌打ちをし、スマホをチェックする。大丈夫だ、パスワードはしっかりかけていた。そこまで長く生徒会室にいたわけでもないので、何かしらの方法でロックを解除できたとしても中身を検あらためられた可能性はほぼゼロだろう。

　しかし、面倒な相手に呼び寄せられてしまった。こちらの行動に釘を刺さすような宣戦布告には、チチーの言うように面白いほど動揺してしまっている。

　やはり一発聖水で上下関係をわからせておく必要があるか。そう想也が考える間、チチーはスケッチブックに目を落としながら顎あごを指で挟はさんだ。

「うぅむ。しかし、あの女は何者であるか？　神矢想也が崩れ始めたきっかけの、あの小南麗羽とかいう女。やはり彼女はお前にとって、特別な人間に見えるのである」

　想也は顔を上げ、鋭するどい視線をチチーに向ける。

「別に、特別でもなんでもねぇよ！」

「そんなに意地になって言い張られても困るである。ま、ボクはなんにせよ、いい漫まん画がが描かければいいのであるが。くくくっ、楽しみにしているであるぞ」

「『正解』を、『聖水』」

「じゃっ、また様子を見にくるであるー」

　ポケットから出した数式を書いた紙を変へん換かんするが、間に合わない。チチーは一目散に廊下の方へ逃にげていった。

「遅おそかったか……」

　想也は聖水を机に置くと、深く息をついた。行き場のないため息は、杯さかずきの中の聖水に細かい波は紋もんを生んだ。

　しばし揺ゆれる水面を眺ながめていると、騒そう然ぜんとしていた心が少しずつ落ち着いてくる。気づけばぼんやりと、過去のことを思い出していた。
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　想也が小学三年生になったばかりの春、両親が離り婚こんした。

　きっかけは、父親が会社にリストラされたことだ。父親が荒あれ、両親の間でケンカが絶えなくなり、離婚に至った。

　想也は母親と共に家に残ることになった。母親は、想也に勉強を教え始めた。

『あの男のようになってはいけません』

　いつの間にか、それが母親の口くち癖ぐせになっていた。父親のようになってはいけません。自分の人生を他人に託たくすことなく、自力で社会を生き抜ける、強い男になりなさい。

　母親が変わってしまったのを、幼いながら想也も感じていた。

　勉強の時間は徐じよ々じよに増えていき、やがてそれは異常と呼べるほどになった。休日は朝から晩まで、食事と風ふ呂ろ以外の休きゆう憩けいはなし。小学校の授業は無む駄だだと、平日でも学校を休まされる日もあった。

　遊ぶことは許されず、勉強を強制される日々が続いた。鉛えん筆ぴつを握り、机と向かい合う毎日。心の休まる暇ひまがなく、想也は笑顔を忘れ、性格まで暗くなり、友達もなくしていった。

　中学二年生になったとき、母親からの束そく縛ばくが少し緩ゆるくなった。自分が指導を続けていきたいという母親の考えから、近所の公立中学に進学した想也だったが、そこで常に成績トップを取り続けることで、母親が安心したのだ。加えて、金銭面の問題もあったのだろう。平日昼のパートをしていた母親だが、オークション関連の会社を立ち上げ、本格的に仕事を始めた。

　高校も地元の公立に進むつもりだったので、焦ることもないが、想也は勉強を続けた。常に母親に認めてもらうため、油断ができなかった。このままトップを取り続け、母親を納得させようと考えていた。

　しかしその反面、つまらないと感じることも増えてきた。仲のいい友達はおらず、いつも家で一人。やることがなく、結局机に向かって教科書を開いてしまう。

　面白くない。シラケる。無む味み乾かん燥そう。そんな思いが蔓まん延えんした日々が続いた。

　ストレスからか、勉強の合間に鑑かん賞しようできるお宝グッズ収集に熱を入れ始めたのも、中学二年の頃だった。




　そんな想也に転機が訪おとずれたのは、高校一年の秋だった。

「神矢くん、さっきはありがとう。ほんと助かったー。あの先生、問題を答えさせるとき立たせるからさ、わからなかったときもうすっごい恥はずかしいし。やー、神矢くんが隣にいてくれてよかったよ」

　数学の授業中、難問と呼んでいいレベルの関数の問題が出題された。教師に当てられたのは、丁度想也の隣の席だった小南麗羽。ちらりと彼女のノートを盗み見ると、取り組んだ形けい跡せきはあるものの、答えまでは少々遠いところで式が止まっていた。

　二回名前を呼ばれ、ノートに目を落としつつも渋しぶ々しぶ立ち上がる麗羽。やがて顔を上げた彼女の瞳は、焦りからかぐるぐると回るように焦しよう点てんが合っていなかった。

「わからないのか？　これまでやってきた基本を押おさえていれば、解ける問題だぞ」

　そう教師がプレッシャーをかける。確かに公式の応用ではあるが、答えに辿たどり着つくための発想は自分で思いつくにはかなり難しい。だが逆に言えば、一度間ま違ちがえたあとに解き方を覚えてしまえば、本番であるテストでは必ず点を取れる。ただそれだけの問題のはずだ。

　想也は自分の机をシャーペンの尻でこんこんと叩たたいた。途と中ちゆう式から答えまで記入したノートを、机の右側に寄せる。それから再び周りにバレないよう、隣にいる彼女にだけ気づいてもらえるように、小さくこんこんと繰り返す。

　焦り顔で教科書をめくっていた麗羽が、ちらりと横を見た。ハッと気づいたように目を大きく見開く。そして、すぐにその目をわざとらしいほどに細め、ついでになぜか唇くちびるを尖とがらせながら、ちらちら盗み見るようにして想也のノートにある解答を読み上げた。正直かなり怪あやしかったが、教師は騙されたようで、ごほんと咳せき払ばらいをして「正解」と口にした。

「やー、頭いいって噂には聞いてたけど、やっぱし天才だ。あの先生、ぼそぼそ喋って何言ってるかわからないし、神矢くんに教えてほしいや」

　そして授業終わりの休み時間、初めて想也は麗羽と喋しやべることになったのだ。

「……教えようか？」

　そんな慈じ善ぜん事業的なこと、普ふ通つうなら絶対にしない。だが、可愛かわいい女の子に頼まれた場合は、話が別らしかった。口が勝手にそう発していた。

　麗羽は控ひかえめに言って可愛い。人当たりがよく、人気もある。だが、他の女子たちのように大声ではしゃいだりせず、にこやかな笑顔で周りに同調し、たまに気の利きいたことを言って笑わせる。そんな要領のよさを持つ彼女は、想也のタイプでもあった。

　もしかするとそんな持ち前の処世術で、お世辞を言われただけなのかもしれない。だが想也はつい、期待の眼まな差ざしで麗羽の口元を見つめていた。

「え、いいの？　お願い！」

　麗羽はぱっと顔を輝かがやかせ、額の前で手を合わせてみせた。予想外の反応に想也は驚おどろき、「こちらこそ」とよくわからない返答をしてしまった。

　その日から、週二、三回の個人レッスンが始まった。放課後の補習室は、特別授業のない日は誰も近づかない。静かで集中できる環かん境きようを求め、想也たちはそこに集まって勉強した。

　麗羽は毎回課題を自分で作ってきて、わからない部分を積極的に質問してきた。

　二人で正面に机を合わせながら、想也は自分のノートを使って彼女に解説していった。

「どうしてそんなに勉強頑がん張ばってるんだ？」

　すっかり陽が落ちるのが早くなった、冬のある日。二人で帰路を歩みながら、想也はそう麗羽に訊ねたことがあった。

「わたし、いい大学に行きたいの」

「いい大学？　行きたいところとかあるのか？」

「や、特にないけどね」

　そう言って、麗羽はふふっと笑う。

「わたし、今のところ特に、将来やりたいこととかないんだよね。だけど、今サボったせいで未来の選せん択たく肢しを減らしちゃうのは嫌だから。できるだけいっぱい勉強して、いい大学に入るでしょ？　それでいろいろなものを見たり聞いたり、たくさん良質な経験を積んで、進むべき道を考えたいんだ」

　彼女はいつもさっぱりした口調で、しかし自分の意志をはっきりと述べる。そこも想也が彼女に感心している点だ。夢を語る同級生は周りにたくさんいるが、ここまで現実と向き合っている同い年は少ないと思う。

　口元まで覆おおっていたマフラーを少しずらし、はーっと両手に白い息を吐はきかけながら、麗羽はちらりと想也を見た。

「神矢くんは？　どうしてそんなに勉強してるの？」

「……別に、なんのためってわけでもないけど」

「目的もなく勉強してるってこと？　えー、嘘だ」

「嘘？　なんでだよ」

「だって、目標なく勉強してて、どうしてそんなに頭いいの？　というか、なんでそんなに頑張れるの？　まぁ、おかげでわたしはいろいろ教えてもらえて助かってるんだけど」

　いつもありがとうございます、と冗じよう談だんっぽい仕草で頭を下げてみせる麗羽。しかし想也はぎこちない笑みを浮かべただけで、うまい返事はできなかった。

　なぜそんなに頑張れるの、と言われても、自分はただ勉強を強しいられているだけだ。頑張っていると思ったことがない。そもそも、やらなくていいなら今すぐにやめたいくらいだ。

「神矢くん、どうしたの？」

「え、ああ、いや、悪い悪い」

「やや、悪くないよ、どうしたの？　なんかものすごい形相で考えこんでたけど」

　麗羽が若じやつ干かん腰こしを前に倒たおし、想也の顔を心配そうに覗のぞきこんでくる。

「一回止まろっか」

　そう言うと返事を待たず、想也の前に出て進路を断った。

「別に、そんな気にすることじゃないよ」

　わざわざ話すほど大したことではない。想也はそう思うが、麗羽が首を横に振る。

「わたし、こうして一いつ緒しよにいるのに神矢くんのこと全然知らないもん。教えてよ。ほらほら、お姉さんが聞いたげる。特別だぞ？」

　わざとらしいウインクをして、おかしげに笑ってみせる。対して自分が暗い顔をしているのに気づき、想也はなんだか申し訳なくなった。彼かの女じよに気を遣つかわせてしまっている。

　自身の境きよう遇ぐうなど話すほどでもないが、隠かくしているわけでもない。ここは流れに乗っておくか。そう決めた想也は、麗羽と共に近くの公園のベンチに移動した。

　これまで誰にも明かしたことがなかった、幼い頃ころからの自分と母親の関係。それを想也はぽつりぽつりと話していった。

「……つまり、神矢くんは小さいときからお母さんに、無理やり勉強をさせられてきた。それを、ずっと辛つらいと思ってた」

　うんうん頷うなずきながら聞いていた麗羽が、軽く要約してくれる。

「ああ、まぁ、そんなところだ。でももう慣れたし、だからどうってわけじゃないんだけどな」

　想也がそうつけ加えて言うが、麗羽は「そうだったんだ……」と妙みように深く感じ入るようにしばらく地面を見つめていた。

　やがてゆっくりと口を動かす。

「……勉強は、必要なことだよ」

　それには想也も頷いて同意を示す。

「だけど、神矢くんはそれを辛く感じてる」

「まぁ、辛いっていうか、面白くないというか」

「それはさ、勉強をやらされてるって意識があるからだよ。ならさ、勉強をするきっかけはお母さんかもしれないけど、それをする目的を自分で決めてしまえばいいんじゃないかな」

　麗羽はとっておきの提案をしたみたいに、にやりと口角を上げた。

「目的、ねぇ……」

「目的というかさ、理由でいいんだよ。ほら、勉強をしててよかったなぁと思ったことない？　そういう体験を理由にしてさ、自分の意志で勉強をするんだよ」

　彼女の言っていることは納なつ得とくできた。

　なので、想也は考えてみる。これまで勉強をしてきてよかったこと。すぐに一つ思い浮かび、想也ははっと声を漏もらしそうになる。

「お、思い浮かんだ？」

「……多分」

「そうかいそうかい。ならこれからはその目的を大切に、勉強してけばいいよ。それで、難しい問題の解き方を、もっとわたしに教えてくれれば」

　にっと笑みを浮かべる彼女の顔を見ながら、想也はぼんやり考える。

　自分にとって勉強が役に立ったと心から思えたのは、授業で当てられた麗羽を助けられたときだった。それを契けい機きに、彼女との勉強会も始まった。

　なんだかずっと目の前を滞たい留りゆうしていた霧きりが晴れたかのようだった。脳がすっきりとし、身体からだが軽く、まるで新たな人生が始まったかのようだ。

「ありがとう」

　重要なことに、気づかせてくれて。

　唯ゆい一いつ無む二にの目的ができた。

　自分はこれからも、大切な人を助けられるように勉強をする。

　こうして自分を変えてくれた、好きな人を守るため。

「いやー、それにしても。ずっとこんなことで悩んでたなんて、神矢くん友達いないでしょ」

　一段落し、麗羽が座すわったまま伸のびをしながら言った。からかうような笑い交じりの声音だ。

「そりゃ、ずっと勉強ばっかりしてきたからな」

「あはは、仕方なかったんだよね。……じゃあ、これからわたしのこと、下の名前で呼んでいいよ。麗羽って。下の名前で呼び合おう？」

「えっ……」

　想也はびっくりして隣となりの彼女を見る。

「多分、今、神矢くんが学校の中で一番話す人ってわたしでしょ？　だから、わたしでよければもっと仲よくなれたらなって。ま、嫌いやなら仕方ないけどね……」

「い、嫌じゃないけど……」

「お、じゃあ呼んでみて？　う、る、は」

「……麗羽」

「あははは。そうそう。いいじゃーん」

　何が面白いのか麗羽は膝ひざを叩いて笑った。想也もつられ、ふふっと息を漏らす。

　胸の浮つきが心ここ地ちよく、これから人生が前向きに転がっていくような、そんな錯さつ覚かくを抱いだきながら想也は彼女と並んで笑っていた。
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　久しぶりに長く喋ったからか、彼女との過去を思い出していた。

　結局その後季節が流れ、彼女とはクラス替がえと共に疎そ遠えんになったのだ。どちらが悪いというわけでもない。それまでは同じ教室内で勉強会の打ち合わせなんかをしていたので、自然とそれがなくなり、集まることもなくなった。

　過去に思いを巡めぐらせる中で、想也はなんだか大切なことを思い出した気分だった。

　あのとき、麗羽は精神的な面で想也を救ってくれた。疎遠になってからは、彼女とはなんでもなかったと自分に言い聞かせてきたが、廊ろう下かですれ違ちがう度たびに、彼女の噂を聞く度に、一緒にベンチに座った公園を通りすぎる度に、彼女の顔が脳のう裏りを占せん拠きよする。やはりどうしても、忘れられそうにないことに想也は気づいていた。

　最近は彼女と離はなれたことから、勉強に対する意欲をなくし憂ゆう鬱うつモードになっていたが。しかしやはり、自分には目的がある。

　――これまで勉強を頑張ってきたのは、大切な人を助けたいからだ。

　彼女がピンチの今、自分がやらなくてどうする。

　怪奇現象の噂は、想也が蒔まいた種でもある。

　一層、なんとしてでも彼女を助けなければという思いが強まってきた。まずは明日をどう切きり抜ぬけるかだ。

　そしてこの件が落ち着けば、またこちらから話しかけてみるのもいいかもしれない。放課後の勉強会のお誘さそいだ。

　そう心に決め、想也は席を立つ。帰って明日の対策を練るつもりだった。

　しかしその帰り道は、彼女との思い出の余よ韻いんに浸ひたり、まだ思考がぼんやりとしていた。

　そんな温ぬるく重い頭に、ふと疑問が浮うかぶ。

　そういえば、自分の方は麗羽に下の名前で呼ばれたこと、あったっけ……？







〈07〉　策と策、ビキニとブルマ







　校外学習当日は、快晴のビキニ日び和よりだった。

　朝、会長からの『本日は頑張りましょう！』のメッセージをそっと閉じ、想そう也やは学校へと向かう。

　校庭にはすでに私服姿の生徒たちが集まっていた。暑い、陽ひに焼ける、山登りなんてめんどくさい、と文句を垂れる女子たち。黒いレースのトップスや、ヒールのあるパンプス、デニムのミニスカートと、運動に向かない格好をしている者が多い。登山コースはなだらかなので問題ないが、麓ふもとにあるアスレチックで遊ぶため、短パンなんかを持ってきている人もたくさんいると聞いたことがあった。併へい設せつされている更こう衣い室しつは、学校が使用許可を得ている。

　そんな彼女たちが着ているお気に入りの私服が、水着に変換されるのだ。

　とにかく、能力を使うタイミングが大事だ。毎度周囲を確かく認にんし、絶対に問題がないか確認しなければ。

　会長に脅おどされる中で、ビキニパーティを中止にすることはできない。ならば慎しん重ちように能力を使用しつつ、こちらも楽しむしかない。自分が怯おびえて女子の戸と惑まどう顔を見られないなんて、そんなのもったいなさすぎる。

　一晩状況を整理し、考えを巡らせ、想也は昨日より落ち着きを取り戻していた。

　今日は一日クレバーに、何があっても冷静に。

　とにかく基本として、周囲の状況判断は怠おこたらないようにしなければ。そう考え、想也は辺りを見回す。すると遠くの方で、花か壇だんを抜けて校庭への階段を下りてくる麗うる羽はの姿を見つけた。

　サイドに縦ラインの入ったスキニーパンツに、スポーツメーカーのロゴが側面にあるスニーカー。上にはナイロン地の薄うすいパーカーを羽織ってリュックを背負い、髪かみを後ろで一つにくくっていた。スポーティーな服装をした彼女は、しばし周囲をきょろきょろ見回していたが、やがてぽつんと立たち尽つくしたまま、校舎の壁へき面めんにある時計を見上げる。

　いつも一緒に行動している友達が、見当たらないらしい。

　まだ登校してきていないのか。それとも怪奇現象のでたらめの噂が原因で避さけられているのか。

　後者だとしたら、早めに解決してやらなければ。

「さぁ、すべて見届けてやるであるからな」

　ペン先を振ふって想也を指しながら、チチーが言った。昨日は逃げるようにいなくなったかと思えば、今日は朝から頭上を飛んでいる。怒おこってやりたいが、今はそんな時間がない。

「お前、面白いもんが見たいんだったな？」

　想也がちらりと空中に目をやって、小声で訊ねる。

「言わずもがなってやつである。ギブミーネタって感じである」

「そうか。なら、今日は俺じゃなくて麗羽の方についてた方がいいと思うぞ。麗羽。わかるだろ？　彼女には、少し動いてもらうよう細工してるんだ。もし何か起こったら、さらに盛り上げてやるから、俺を呼びにきてほしい」

「ほぅ。ほんとであるか？」

　悪魔少女を騙だますのは容易たやすいものだった。さっそく滞たい空くう高度を上げ、麗羽を探しだすチチー。こうしておけば、邪じや魔ま者ものを一いつ匹ぴき消せ、さらにうまくいけば麗羽に何かあったとき知らせてもらえるかもしれない。あくまで一つの保険だが。

　さて、自分も準備することがある。

　想也は気合いを入れるように頬ほおを叩き、昨晩考えたいくつかの手順を頭の中で確認し始めた。




『みなさん、今日は思いっきり楽しんでくださいー。私の方も、女の子たちのオキニの可愛い私服が見られて、至福のひと時って感じですー。みなさんのオキニ、楽しませていただきますー』

　サファリハットを頭にかぶり、何を見るためか首から双そう眼がん鏡きようをかけた気合い充じゆう分ぶんな会長。彼女が挨あい拶さつをして、校外学習がスタートした。そのセリフの中には、計画通りのワードがしっかりと仕組まれていた。

　教師の指示でクラスごとにチャーターバスに乗り、目的の山へと出発する。

　バスの中では、想也は隣前後に座った男子たちの会話に交ざる形になっていた。

「なぁ、神かみ矢やはブルマって見たことあるか？」

「ブルマ？　持ってるお宝ビデオの中に、学園部活モノがあるんだが、その中で女子バレー部が穿はいてた気がするな」

「いや、俺たちがしていたのはリアルでの話だ。やっぱないよなぁ」

　この男子たちは以前委員長がＴバックを穿いているという情報をくれた二人組である。そのときからたまに、こうしてエロトークをするようになっていた。二人とも、今回の校外学習では同じ班だ。

「ブルマなんて都市伝説なんだよ」

　メガネをかけた抜ぬき田たふ太としが言う。

「いやいや、昔は穿いてたって聞くぜ？　学校の授業でも」

　天然パーマの加か藤とう隆たか司しが返した。

「怪しいもんだろ。だってあんなキワドイ形の、女子が着ると思うか？」

「ハミパンして恥ずかしがる女子……いいかもしれないな」

「おお、さすが神矢！　もう妄もう想そうタイムに入ってやがるぜ！」

　パンツがはみ出ていることに気がつき、こそっとさり気なく指で直す女子。その仕草を、自分だけが目もく撃げきしているというシチュエーション。マーべラス！

　…………ん？

　つい妄想力をフル発揮していた想也だが、不意に視線を感じる。ちらりと席の隙すき間まから後ろを見れば、委員長聖ひじり林ばやしが今日も今日とてこちらを睨んでいた。やはりこの校外学習の間に何かが起こると踏ふんでいるのか。

　この監視をかいくぐり、能力を使わなければならない。山登りや班行動の時間もあるので、隙すきはあるだろうが、面めん倒どうなことこの上ない。

　どうせ証しよう拠こなど出ないのだから、そろそろ諦あきらめたらいいのに――。
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　そう考えて、想也はふっと息を漏らす。

　そうだ。証拠など出ない、出してはいけない。完かん璧ぺきに能力を使い、会長や麗羽に関する条件もクリアし、さらに自分の欲望も満たしてみせる。

　その後も想也は男子たちと変態トークに花を咲さかせた。高速道路のサービスエリアで一度トイレ休憩があり、想也もバスを降りて自動販はん売ばい機きで飲み物を買う。

「そうね、コーヒーだったらやっぱりブルーマウンテンかしら」

「へー、すごい！　違いがわかる女だね！」

　などと背後で女子たちが話す声が聞こえ、思わず缶かんコーヒーを選んでしまったが、カフェインに利り尿によう作用があることを考え少し後こう悔かいする。

　バスに戻もどると、想也の席の窓に指し紋もんでブルマの落書きがしてあった。他の男子の誰だれかが書いていったのだろう。彼かれらもトイレに行っているようで、周りの席には誰もいない。

　……なんというか、平和だ。

　気を抜かないようにしないとな。そう思いながら席に深く腰を下ろし、想也はバスの出発を待った。




　山に着くと、さっそくクラスごとに山登りが始まった。バスを降りると登山コースまで、休む暇もなく追い立てられる。毎年の行事なので教師たちの慣れもあるのだろうが、全校生徒約七〇〇名の参加なので、きびきび流れ作業のように消化させないと時間がないのだ。どうしてこんな強行スケジュールの校外学習が伝統になっているのか。それは清せい正しよう高校の七不思議の一つだと言われている。

　登山コース自体は比ひ較かく的てきなだらかで、三〇分ほどで山頂付近の展望デッキに到とう着ちやくした。ここで五分ほどの休憩を挟み、麓ふもとにある野外炊すい事じ場ばへ向かう。水分補給をし、汗あせを拭ふいたら即そく出発。景色を楽しむ暇もない。

　その代わり、道中では汗をかいた女子たちの艶なまめかしい姿をたくさん見られるので、想也は一人で満足していた。じっとりとした汗で首に張りついた、うなじの毛。半はん袖そでを肩かたまで捲まくったことによりチラ見えする、白い脇わき。濡ぬれたシャツから透すけて見える、色とりどりなブラ紐ひもたち。

「絶景だな……」

　そう呟つぶやきながら、想也は山をくだっていく。前にはバスの中から行動を共にしている変態仲間の男子二人。今はお気に入りのセクシー女優について語り合っているようだ。

　周囲を探すが、麗羽の姿は見えない。チチーもいないので、想也の助言を信じてそちらについているのだろう。

　今日、麗羽には自分への疑いを晴らすためにひと肌はだ脱ぬいでもらう予定だ。麗羽自身はそのことについて知らないが、もう手て筈はずは整っている。

　ぶるり、と尻しりポケットの中でスマホが震ふるえた。取り出してみれば会長からメッセージだ。

『いつですか？　もし何もしないというのなら、わかっていますよね』

　またどこかでカメラを準備して、こちらを見張っているのだろうか。そう思い、再び顔を上げて首を巡らすが、会長の姿は確認できない。

『わかってます。決行は、午後二時すぎ予定』

　それだけ返信し、スマホをポケットにしまう。するとすかさず、手の中でバイブが鳴る。

　また会長かと思ったが、違った。今度は画像共有機能の受信連れん絡らくだった。

『〝futoshi〟が一枚の画像を共有しようとしています』

　そんな文と共に表示されていたのは、一枚のブルマの写真。

　futoshi は、変態仲間のメガネ男子の名前だ。前を見ると、いつの間にか二人は少し離れたところを歩いていた。会長にメッセージを返している間、足を緩めてしまっていたらしい。抜田が振り返り、想也の方に手を振ってくる。ブルマ画像は遅おくれていることに気づかせるための悪戯いたずらだったのだろう。

　想也は手を振り返し、早歩きで坂をくだった。天気が崩れる予兆か、木々の間から差しこむ光が少しだけ弱くなっていた。




　麓に戻ったクラスから、班ごとに決められた炊事場へ移動し、荷物を置いて飯はん盒ごう炊すい爨さんのカレーの準備を始める。その間、想也はトイレに行くフリをして作業から抜け出し、鞄かばんを持ったまま、とある細工のために駆かけ回まわっていた。

　時刻は午前一一時半。これからご飯を食べ、そのあとは午後一五時まで自由時間となる。この施し設せつには県内でも有名な大型アスレチックが併設されていて、毎年多くの生徒がそちらに遊びにいく。入口の前には更衣室があり、動きやすい短パンやジャージを持ってきている女子も多い。

　そこに、想也の狙ねらいがあった。

「ふぅ、とりあえずこんなもんか……」

　立ち止まり、手の甲こうで額の汗を拭いながら、想也は炊事場の方に目をやる。遠くの方で、野菜を切る聖林の姿が見えた。委員長という立場上、こういう行事にはしっかりと参加しなければならないのだろう。しかし、監視にこんな隙があっていいのだろうか。

　スマホを取り出し、ＳＮＳをチェックする。大だい丈じよう夫ぶ、問題らしい問題は今のところ起きていない。

　ひとまず準備は整った。

　あとはなるようになるだろう。というか、収まるところに収めてみせる。

　そして自分もビキニパーティを、心から楽しんでみせる。

　ぐっと握にぎった手の平に、白い粉がついていることに気づく。ふっと息を吹ふきかけて準備の痕こん跡せきを消し、想也は自分の班の下へと戻った。




　男子が皮を分厚く剥むきすぎてじゃがいもがなくなりかけたり、風が強くなってきて火が中々点つかなかったり、お米に若じやつ干かん芯しんが残っていたり。

　いくつかトラブルはあったが、無事カレーにはありつくことができた（途と中ちゆう抜ぬけていた想也が文句は言えない）。

　時計を見ると、一三時をすぎたところ。周りの班もぼちぼち食べ終わり、早い男子はすでにアスレチックではしゃいでいる。

　学校から配られたペットボトルの水を一口飲むと、想也は立ち上がった。

「お、神矢、どこ行くんだ？」

「カレー作りのときもいなかったよな。まだまだエロを語り合おうや」

「ただいまの議論は、ブラジャー、上にずらすか下にずらすか」

　先さき程ほどから隣で会話を白熱させていた抜田と加藤、童どう貞てい二人組（偏へん見けん）が声をかけてくる。

「カレー作りのときはすまなかった。あと、ブラジャーはしっかりホックを取り、肩かた紐ひもから落とす派だ」

　ちょっと行ってくる、と言い足して、想也は歩き始める。

「さすが神矢。勉強と同じで女の子の扱あつかいも丁てい寧ねいだ」

「僕ぼくらもその辺ぶらぶらするか？　あー、またどっかで怪かい奇き現象起きないかなー」

　そんな二人の声が背後から聞こえてきた。

　――まぁ、実じつ践せんしたことはないがな。あと、今日は期待してていい。

　心の中で返答し、想也はその場から離れる。

　まずは例の場所の下見だ。そう考えながら、山の入口付近にある管理人室の方へ向かう。誰かがこちらに視線を向けていないか、辺りに気を配りながら歩いていく。要注意人物の聖林は姿が見えない。班の女子に誘われて遊びにでもいったのか。

　途中、同学年の可愛い女子二人がお喋りをしながら歩いているのに遭そう遇ぐうした。もし会長と一緒にいたら、どんな悪戯をしているだろう。思いつつ、その横を通り過ぎようとして、

「マジでさー、最近太っちゃってさ。もう最悪」

「私もだよー。最近食事制限始めてさー。このデニムを楽に穿けるよう保つのがノルマ」

「マジかー。ウチも始めようかなー。デニムノルマで」

　そんな会話に、耳がぴくりと反応した。デニムがノルマ？

　このあとのパーティの始まりには丁度いい。稲いな光びかりでも走ったかのように脳に閃ひらめいたその言葉を、想也は振り返って口にしていた。

「『ノルマ』を『ブルマ』――」

　自分のことをウチと呼んでいたギャル系女子の穿いていたデニムが、ブルマに変わった。

　――おおっ、あれが都市伝説とも噂うわさされるブルマ。そして約束のキーワード、ハミパン！

　そう心中ではしゃいでいたが、

「…………ん？」

　不意に妙な違い和わ感かんを覚えた。

「うおっ、マジだ！　デニムがブルマになった！」

　マジだ……？　そこは、マジか、じゃないのか……？

　違和感はギャルの反応にあった。恥ずかしがる気配もなく、怪奇現象が発生することを予知していたかのような驚き方だ。

　期待していた表情が見られず残念な気持ちと、少し気味の悪さを感じながら、想也は早足にその場を離れようとする。

　しかし、前方の木こ陰かげからゆらりと現れ、想也の行く手を阻はばむ者がいた。

「お急ぎのところ悪いわね、神矢くん。お話があるわ」

　ビデオカメラを構えながらメガネを鋭するどく光らせる、聖林珠たま陽ひだった。

「……お、おう、委員長。俺おれ、急いでるんだけど」

「あら、悪いけど長くなるわよ？」

　言って、意地悪く口角を上げる聖林。

　くそっ、という声が思わず口を衝ついて出そうになる。何かを企たくらんでいる顔だ。それに、ビデオカメラも気になる。このまま逃にげるわけにもいかなそうだ。

「あの子のズボンがブルマになったの、あなたの仕し業わざよね？」

　聖林が想也の背後のギャルを顎あごでさす。

「んなわけないだろ。俺が通りかかったときたまたま、怪奇現象が発生した。最近噂になってたが、パンツをパン粉に変える以外の現象も起こってるらしいな」

「スカートがスカーフになったりしたらしいわね。一字違いならパンツ以外の物も変えられる。それが証明されたことこそが、アタシの推理の裏づけになった」

「……また推理か」

「ええ。ここは人通りが多いわ、少しあっちに移動しましょう」

　聖林が足を向けたのは、遊歩道から少し脇わき道みちに出たところの木陰にあるベンチだった。

　一歩進みかけたとき、ギャルのブルマが身に着けた状態でデニムに戻る。すると、聖林が二人に声をかけた。

「協力ありがとうー。もし怪奇現象の正体がわかったら、教えるからー」

　協力……だと？

　しかしまだ、想也が犯人だと喋る気はないらしい。ギャルたちと別れ、聖林はずんずんとベンチへ向かっていく。それはまだ推理に自信がないからか。それともまずは想也を追おい詰つめ観念させるつもりなのか。おそらく後者だろう……。

　想也も仕方なく聖林のあとに続く。そのとき、視界の端はしに空を飛ぶ黒い影かげが入りこんだ。

　未み確かく認にん飛行物体!?　そう思ったのも一いつ瞬しゆんで、すぐに影は近づいてきてその姿がはっきりと目に映る。未確認どころか同居中の悪あく魔ま、チチーだ。

　チチーはさっそく何か発しかけ、しかし現場の状じよう況きようを見て口を噤つぐむ。人通りを避けてベンチの前まで移動した聖林が、振り返って想也と対たい峙じする格好になっていた。

「この辺でいいわ。まず初めに、少し遡さかのぼるけど、あなたが裏庭でアタシのポケットのパンツをパン粉に変えたときのこと。別わかれ際ぎわ、突とつ風ぷうがアタシのスカートを捲めくり上げた。……あれ、あなたがやったのよね？」

　こんなときに面倒なことを引っ張り出してきやがって……。想也は焦あせりを押し殺ころしつつ、考える。

　チチーがここにきたということは、観察していた麗羽の方で何かあったということだ。丁度自分も例の場所へ向かっていたのだが、とんだ邪じや魔まが入ってしまった。

　早く彼女のところへ向かわなければならないのに――。

「俺がやった？　意味がわからないが」

「そう。ではこれを見て」

　聖林はスマホを取り出して、画面に写真を表示する。

「あの日あのあと、現場で何が起こったか調べていたら、アタシの足元に落ちていた小石がごっそり消えているのを見つけた。この通り、写真も撮とってる。これには何かあるなと思った」

　それはその小石たちを、能力で気流に変えたからだ。あのとき想也は先に教室に戻ったのだが、確かにその後、聖林の姿は見なかった。裏庭に残ってこんな写真を撮っていたとは……。

「次に、先日のお昼。アタシと話していたあなたが、いきなり逃げだしたときのこと。なぜ逃げたかは、その日の昼休みに学校中で起きた怪奇現象と関係しているんでしょうけど……。それより、アタシはあなたを追いかける途と中ちゆう、いきなり何かに足を取られて転んだの」

「……そうだったな」

「そうよ！　こんなに擦すり剥いて痛かったんだから」

　ほらっ、と聖林が傷の残る肘ひじと膝を見せつけてくる。それに関しては、つくづくすまない。

「それで、そのとき、起き上がりながら足元を確認したの。そしたら、今度も小石が消えてた。代わりに、何か変に足にひっつく、粘ねん土どみたいな物があった」

　……当たっている。小石を粘土に変え聖林を転ばせたのだ。認めるわけにはいかないが。

「……粘土？　なんだそれ。元から落ちてたんじゃないのか？」

「そうやってとぼけてられるのも今だけよ」

　聖林はくいっとメガネの位置を直し、押おさえつけるような圧のある視線を想也に向ける。

　想也の思おも惑わく通りにはいっていなかったようで、聖林は自分がただ躓つまずいただけとは思ってくれていなかった。そしてしっかりと、不ふ審しんに消えた小石をチェックしていた。

　聖林はさらに確信に迫せまってくる。

「『保留』……、それと『今度』……。あなたがアタシとの会話の中で、不自然に強調していた言葉二つ。覚えているわよね？」

「……いや」

　想也はガリッと奥おく歯ばを噛かみ締しめる。

　その言葉は、まさに小石を変へん換かんするときに使った――。

「どちらも小石に関する話の流れで口にされたのだけど。これらの言葉を対象に関連づけて現象を起こせるのなら、アタシの身に生じた二つの異常も説明できる。以前話した推理通り、それが一文字を変えて実際の物質を変換できる力だとすると、『保留』にした小石を『気流』に変えてスカートを捲り、『今度』と定めた小石を『粘土』に変えてアタシを転ばせた……。この言葉たちを見つけるのには本当に苦労したわ。どう？」

「どうと言われても、うまくできた妄想としか……」

　正解おめでとう！　なんて言えるわけがない。しかし、変換に使ったワードまで特定されてしまうとは。正直、聖林のことを侮あなどっていた。

　自白しない限り証拠は出ない。それを唯ゆい一いつの拠より所どころに、想也は聖林の推理ショーを耐たえ忍しのぶ。

「対象に別の言葉を当てれば、その新たな言葉を基もとに怪奇現象を起こせる。そこで、今回のブルマの件。デニムがノルマだと聞けば必ずやってくれると思ったわ、神矢くん」

「……さっき協力とか言ってたよな？」

「ええ、もう気づいた？　そういうことよ。この怪奇現象は、アタシがあなたに引き起こさせた。そしてその際、言いい逃のがれできない証拠を手に入れた」

「証拠？　いやちょっと待て、お前が俺に引き起こさせた、だと？」

「あら、気づいてないのね。じゃあ、最初から教えてあげる」

　聖林がうふっと笑い、想也に一歩迫ってくる。冷たい汗が背中を伝うのを感じた。

　いや、大だい丈じよう夫ぶだ。決定的な証拠は絶対に残していない。

「朝、あなたは友達とブルマの話で盛り上がっていた」

「……盗ぬすみ聞ぎきしてたのか？　趣しゆ味みが悪いな、委員長」

「あれだけ騒さわいでおいてよく言うわ。でも、その話題――ブルマは使えると思ったの。そして、一つの策を立てた」

「策？」

「そう。作戦名『サブリミナルブルマ』」

　……サブリミナル、ブルマ？

　サブリミナル効果……人が認にん識しきしない、できないような部分からの知覚刺し激げきが、その人の潜せん在ざい意識に影えい響きようを及およぼす効果のことだ。具体的には、映画の間にとある商品の画像を視し聴ちよう者しやに気づかれないよう何度か挿そう入にゆうするだけで、その商品の売り上げがアップする。そんな結果をもたらすのが、サブリミナル効果である。

「……まさか、バスの窓にブルマが描かかれてたのって」

「ああ、あれ、アタシが描いたの。あなたが出かけている隙に」

　トイレに出ていたときか。変態仲間の男子たちがやったものだと思いこんでいたが……。

「あら、それだけ？　他にも、スマホの画像共有でブルマの写真を送ったり」

「えっ、あれは〝futoshi〟から――」

「設定をいじれば名前なんて簡単に変えられるわ」

　てっきり、抜田の仕業だと思っていた。今日は朝からすでに、聖林にロックオンされていたらしい。

「あと、あなたの背後で女子にコーヒーの話題を振ってみたりね。アタシがいたことにも気づいてなかったみたいだけど。ほら、バスの休きゆう憩けいのとき、ブルーマウンテン」

「ブルーマウンテン……ブルーマ……ダジャレかよ！　あれもお前が……。全く、意味のないことばかり」

「あら、作戦は成功よ。ノルマという言葉に反応して、あなたはまんまと能力を使い、怪奇現象を引き起こしてくれたじゃない」

「だから俺がやったんじゃないって……」

　そう言いつつも、想也はかすかに身み震ぶるいをする。本当に自分はそんな小細工に影響されていたのか？　聖林にコントロールされて、能力を使ったというのか？

「さっきの協力ってのは、あの女子たちにノルマという言葉を使わせたってことか……」

「ええ、そうよ。タイミングはこっちが指示するから、周りに聞こえるようにあの会話をしてほしいと」

「よく手伝ってくれたな。もしかしたらデニムをブルマに変えられるかもしれないのに。女子たちの反応を見るに、怪奇現象が起こるかもしれないことは伝えてたんだろ？」

「ええ、そうね。期末テストの山張り要点まとめノートで手を打ってくれたわ」

「へぇ、頭のいい委員長らしい取引だ」

「頭がいいなんて、あなただけには言われたくないわね」

「ふはは、それは失礼」

　適当な会話を交かわしつつ、想也は考える。

　能力を、聖林の計画通りに使わされた。そして発動地点の先には、聖林自身が隠かくれていた。手に持っていたのは、ビデオカメラ……。

「それで、手に入れた証拠だけど……」

　風が強い。先程よりも上空を流れる雲が増えている気がする。乱れる横髪を片手で押さえながら、聖林がおもむろに口を動かす。

「アタシ、見てたのよ。怪奇現象が起こる瞬しゆん間かん、あなたが何か呟くのを」

　やはり、と想也は思った。

「あなたの表情をビデオで撮っておいたから、口の動きを調べれば何を言っていたかは読めるはず。そして、それが証拠になる可能性は、かなり高いと見てる」

　やはり、そうくるか。

　聖林がビデオカメラの閉じていた画面をパカッと開き、こちらに見せながら、ボタンをぽちぽち操作し始める。

　自白しない限り証拠は出ない。あれは嘘うそだった。聖林は証拠を自らの手で作り出そうとしてきた。正直、ここまで迫られるとは思っていなかった。

　だが――。

　想也が考える前で、録画された動画の再生が始まる。映像は、想也がギャル二人組とすれ違う前から始まっていた。すぐに、問題のシーンがやってくる。ギャルの一人が穿いていたデニムが、ブルマに化けた。

「なっ――」

　声を上げたのは聖林の方だった。急いで動画を巻き戻し、もう一度確かく認にんする。

　チェックしているのは、想也の口元だ。

　しかし、動画内の想也はすれ違ったギャルたちを横目で追い、何か呟きながらも、手の甲でしっかりとその口元を隠していた。

「どうした？　何度も見返して。何か怪あやしい部分があったか？」

　すべて、想也の読みどおりだった。

　もし決定的な証拠が提示されるとしたら、口の動きを撮さつ影えいされた動画が最も有力だろう。そう考え、能力を使うときはさり気なく口を隠して対策していたのだ。

「俺、そろそろ行っていいか？」

　麗羽のことも気になるし、のんびりしていてはビキニパーティをする時間もなくなる。しかし、聖林ががしっと想也の腕うでを掴つかんできた。

「待ちなさい」

　そう言いながらも、何度も粗あらを探すように動画をリピートさせている。

　しつこい。無む駄だなことを……。

『電池』を『電波』に変えて飛ばし、カメラの電源を落としてやろうか。一瞬そんな考えが浮かんだが、逆に変な疑いを増やしてしまいそうだ。

　――まだ、あの仕し掛かけは発動しないのか？

「これ、明らかに口元を隠してるわよね？」

　諦めきれないように、聖林が訊たずねてくる。

「さっき食べたカレーが唇くちびるについてたから、拭ぬぐっただけだ。とりあえず、手を離してくれ。こんなところ、他の生徒たちに見られたら変な誤解が生まれてしまうぞ？」

　そう言う想也に対し、聖林は首を横に振った。

「そんな言い訳、通じるわけないじゃない。手の甲の当て方が、明らかに不自然。絶対に逃がさないわ」

「こんな証拠にも何にもならない動画一つで、俺を拘こう束そくする気かよ」

「証拠にならずとも、ヒントになってる。これはあなたの口元に謎なぞを解く鍵かぎがあるという、証明の動画よ」

　聖林は想也を掴む手に力をこめ、続けて話す。

「そう、まったく問題ないわ。口元にヒントがあるとわかったなら、ずっとそこに注目しておけばいい。それでもし怪奇現象が起きなくなれば、見張られて能力を使えなくなったということ。逆説的にあなたが犯人ということになる」

　さっきまでと違い、自信を取り戻したかのような嫌いやらしい笑えみを顔に張りつけていた。

　それはどうかな、と想也は心の中で思う。そんな誰でも思いつきそうな方法で、捕とらえられると思われていたのか。少しショックだ。

　想也の方も自然と、唇をかすかに湾わん曲きよくさせて微び笑しようを浮かべる。

「な、何よ」

　聖林が不審そうにそう口にしたときだった。

「きっ、きゃあー」

　どこか遠くで、女子の悲鳴が聞こえた。

「今の――」

　聖林がばっと、遊歩道の方を振り返る。

「何かあったんだ！　アスレチックの方向か」

　そう言って、想也は先に立って走りだした。

「ま、待ちなさいよ！」

　叫さけびながら、聖林もついてくる。

　どうやら想也の耳は正しかったらしく、アスレチック入口の更衣室前に何やら人だかりができていた。

「何？　何があったの？」

　誰に訊ねるでもなくそう発しながら、聖林が想也の前に出て人の壁かべを掻かき分わけていく。時折背せ伸のびをしながら進んでいくその背中に、想也も続かせてもらった。すぐにその人の群れの中心部で、蹲うずくまる一人の女子の姿が見えてきた。

　そのツインテールの女子は、更衣室の前でリュックを地面に置き、泣きべそ顔で中を漁あさっていた。

　彼かの女じよの横へ近づいて、聖林が訊ねる。

「さっきの叫び声、あなた？　そんなに焦ってどうしたの？」

「あ、聖林さん。これ、見てください……」

　敬語を使う一年生らしきツインテール女子は、そう言ってリュックの口を大きく開き中身をこちらに見せてくる。

「どうしよう。こんなところで、怪奇現象が起きちゃったんです。もうやだよぅ……」

　想也も首を伸のばして覗のぞいてみる。すると、被ひ害がいの全ぜん貌ぼうが見て取れた。彼女の手に持つリュックの中に、キメの細かい白い粉が溢あふれていた。

「待って待って、どういうこと？　何かがこの粉に変わったの？」

　聖林も焦った声こわ音ねで、彼女に訊ねる。ツインテール女子はこくこく首を振った。

「そうです。アスレチック用に持ってきた短パンが消えて、代わりにこの粉が入ってました。お昼前にチェックしたときはあったのに……」

「今、気づいたら変わってたってこと？」

「そうです。すぐに着き替がえられるように、リュックを開けながら更こう衣い室しつに入ろうとして。そしたら中に服がなくて――。アスレチック、楽しみにしてたのに……」

　ツインテール女子はひらひらと薄うす手での花はな柄がらスカートを身に着けていた。これではさすがに遊具では遊べないだろう。

　聖林がしゃがみこみ、リュックの中を覗きこむ。

「これは、パン粉ね……。短パンがパン粉に。誰も見ていない、リュックの中で……」

　そう呟きながら、顎に手をやったときだ。

「きゃあ、ちょっと！」

　今度はすぐ近くの手洗い場の方から、叫び声が聞こえた。

　はっと顔を上げ、聖林は立ち上がる。再び人だかりをすり抜ぬけ、二人で声のした現場へ向かう。

　次の声の主は金きん髪ぱつショートの女子だった。友人らしき女子たちに見守られながら、肩からかけた鞄の中に手を突っこんでいる。と思ったら、すぐに何かを取り出した。その指先には、パン粉だろう粉が見て取れる。

「それ……」

　聖林がそう口にし、金髪女子とその友人たちが一いつ斉せいにこちらを見た。雰ふん囲い気きからなんとなくわかるが、みんな三年生だ。

「ああ、やられたよ。ズボンをパン粉にされちまった」

　指を擦り合わせてパン粉をぱらぱらと落としながら、金髪女子が言う。

「あんたも気をつけなよ。今日はこんな現象が起こりやすいのかもしれない。さっきも一人、ウチの友達が現象に遭あってた。アスレチックのために持ってきてたジャージを粉にされてたんだ」

「他にも被ひ害がい者しやが……」

「ああ。マジでこの現象、なんとかなんねーかな。前はパンツも変えられたし、今日で二度目だぞ……。っておい、大丈夫か？」

　金髪女子と話す途中、聖林はふらりと踵きびすを返した。

　あてがあるのかないのか、ゆらゆらと歩きだす。

「どこに行くんだ？」

　想也は訊ねる。

「他にも被害がないか確かく認にんしないと……」

　本当にそれが目的なら、もっと早歩きで動くはずだ。聖林は明らかに動どう揺ようしている。

「ところで、俺の口元に注目してれば、犯人であることを証明できるとか言ってたか？」

「っつ――」

　想也が確信を突いた言葉を吐はくと、聖林はびくっと身体からだを強こわ張ばらせて足を止めた。

「随ずい分ぶんと自信を持ってたみたいだが、俺はこの通り無実だよ。全く関係ないところで、怪奇現象がばんばん起こってるだろ？　誰か一人に固こ執しつせず、もっと全体に目を向けた方がいい。とりあえず、俺は行くぞ？」

　早く移動しないと、もう予定の時間はすぎてしまっている。ただでさえ、非常事態を知らせるため、チチーがこちらに戻ってきているのだ。

　委員長は呆ぼう然ぜんと、その場に立たち尽つくしている。それだけ推理が外れてショックだったのだろう。本当は全部当たっているのだが、結局詰めが甘あまいのだ。

　待っていても仕方ないので、想也はその場から離はなれることにした。急ぎ足で遊歩道を進んでいく。

「ほーほー、神矢想也。うまく撒まいたであるな。いやーしかし、どうやったであるか？　遠く離れた場所にある服に、能力を使うなんて」

　ずっと背後で観戦していたチチーが、すーっと降りてきて声をかけてきた。

　そうか。チチーは麗羽の方についていたので、何も知らないのだ。想也は早歩きをしながら、小声でチチーに話してやる。

「いいか？　とにかく今回は、俺と関係のない場所で怪奇現象が起きるという状況を作る必要があった。昨日から、聖林からのマークがきつくなってたからな。本気で疑われるなら、まず常に表情や口の動きなんかをチェックされるようになると思っていた。その監かん視しから逃れるために、俺は一仕事する必要があった」

　ずっと聖林につき纏まとわれていては、麗羽は助けられないし、ビキニパーティも実じつ施しできず会長に全すべての罪を暴ばく露ろされてしまう。どちらも絶対に避さけなければならない事態だ。

「そうであるが、いったいどうやって離れた場所で能力を……？」

　チチーがすかさず訊ねてきた。

「全ての仕込みは飯盒炊爨のとき、班に分かれての調理中に一人抜け出して行っていた」

「仕込み、であるか？」

「そうだ。俺は女子の鞄の中身にある細工をして回ったんだ。彼女たちがアスレチック用に持ってきていた、短パンやジャージにな」

　例えば先程泣きべそをかいていたツインテール女子のときは、こうだ。

　想也が通りかかったとき、彼女は何やらリュックを漁り、探し物をしていたようだった。自身は立ちながらベンチに荷物を置き、中身を脇に出しながら、顔を突っこみそうな勢いでリュックを覗きこんでいる。

　想也にとって、それはまさにチャンスだった。

　周囲の視線がこちらに向いていないのを確かめながら、彼女に近づく。狙いはベンチの端に置かれているスポーツ用の短パンだ。

『短パン』を、『カンパン』。そう想也は小さく呟いた。突とつ如じよ現れた一つのカンパンが、ベンチの隙すき間まから地面に落ちる。

　彼女はどうやらタオルを探していたようだ。見つけたタオルを首にかけた彼女は、出していた荷物をしまい始める。そこで、短パンがなくなっていることに気づいたようだ。

　想也はさらなる仕掛けに入る。自分の鞄の中に手を入れ、事前に用意していたパン粉を片手で掴んだ。グーにした手を引き抜いたあと、急いで唱える。

『パン粉』を、『パンツ』。

　想也の手に、ツインテール女子の持っていたものとそっくりな短パンが現れた。いつもしていた『パンツ』を『パン粉』とは、逆の変換だ。ただし今回は、ズボンという意味で『パンツ』と口にした。

　――これ、さっき風で飛んでましたよ。

　ツインテール女子の背後から、想也はそう声をかけ、短パンを差し出す。

　――あっ、すみません、どっかいっちゃったかと。よかったぁ。

　振ふり返った彼女はそう笑え顔がおで答え、想也から受け取った短パンを鞄にしまった。

　仕込み、完かん了りようだ。

　――どうもありがとうございます。

　リュックを背負った彼女は丁寧にぺこぺこと頭を下げ、その場を去っていった。

　時間ギリギリだ。想也は急いで落ちていたカンパンを拾い上げ、自分の鞄に放ほうりこむ。直後、鞄をかけた脇の下で小さく膨ふくれるような感覚があった。カンパンが短パンに戻もどったのだ。

　これで次に彼女がリュックを開けたときには、短パンがパン粉に戻っているだろう。それがいつになるかはわからないが、ある程度の騒ぎになってくれればいい。

「なるほど。それで離れた場所で、時間差で能力が発動したように思わせられたわけであるな」

　歩きながら早口での説明だったが、チチーは理解したらしい。納なつ得とくしたように頷うなずいている。

「能力というか、ただ全く俺と関かかわりのないところで怪奇現象が起きただけだ」

　そういう態ていになっていないと困る。

「他の生徒が料理の仕込みをしている間、お前は女子の鞄にパン粉を仕込んでたわけだな。何件も」

「悪魔の癖くせにうまいこと言うな。ほぼ全学年の生徒たちの間を回ったが、チャンスを見つけて仕込めたのは九件だ」

　鞄の上に置いてあったジャージの『ズボン』を『頭ず巾きん』に変えて、風に運ばせ回収したり。女子の鞄に堂々と近づき、怪しまれたときは『短パン』を『アンパン』に変換して何気なくおやつを食べているフリをして誤ご魔ま化かしたり。

　他にもさまざまな方法で女子の私物ズボンを回収し、代わりに能力で作ったズボンを仕込んでいった。そのズボンはパン粉でできており、一分が経たてばもとの形に戻る。そのズボンを鞄にしまわせ、次にチャックを開けたとき、いつの間にか怪奇現象が起こっているという仕組みだ。

　そして想也は、その九件のうちどれかがうまく自分と離れた場所で騒ぎになってほしいと思っていた。そうすれば、もし自分が誰だれかに追い詰められたとき、きっと助けてもらえるだろう。まぁ、誰かといっても思おもい浮うかぶのは約一名だが。

「さすがである、神矢想也。ぜひその現場に居合わせたかったであるが」

「これも、聖林の目をかいくぐってビキニパーティを開かい催さいするためだ」

「動機が不純な点だけなんとかしてほしいであるが……」

「ていうかチチー！　あっちは今どうなってるんだよ。お前、何かあったからこっちにきたんだろ？」

　チチーは本日、想也の助言でずっと麗羽の方についていた。というか、異常があれば報告させるため、想也がむこうにつかせていたのだ。

　遊歩道を抜け、広い駐ちゆう車しや場じように出た。ここから右手に進むと、午前中にのぼった登山コースの入口がある。

「この先のトイレの裏である。ついさっきお前の気にするあの女と、もう一人別の女がその場所に集まって、言い合いを始めたである。神矢想也、盛り上げて何か面おも白しろいものを見せてくれるであろう？　だからお前を呼びにきたのである」

　面白いかどうかはわからないが、今回の謎の結末を見せてやれる。そうなるように、想也は昨日からもう一つ手を回していたのだ。

　しかし、時間に大分遅おくれてしまった。はやく彼女たちのもとへ行かなければ。そう思い、想也が走りだしかけたとき、

「まっ、待ちなさい……」

　そんな声と共に、ぐいっと背後から左手首を掴まれた。

　振り返れば、髪かみが乱れ、顔も汗あせびしょびしょの聖林が立っていた。早足だった想也に追いついた分、彼女はここまで走ってきたのだろう。

「なんだよ、まだ何かあるのか？」

　想也が訊ねると、彼女はびくっと肩かたを上げる。急いでいるせいか、自おのずと語気が鋭くなってしまった。彼女に散々足止めされ、こちらも焦っているのだ。

　しかし、聖林は何も答えない。黙だまったまま、想也の手首を握る力をぐっと強めた。

「おい、ちょっと！　他に被害がないか確認しに行くんじゃなかったのか？」

「……と思う……もん」

「え？」

「神矢くんが犯人と思うもん……」

　いつもの聖林からは考えられない弱々しい声だった。想也は思わず「はぁ？」と気の抜けた声を出してしまう。

「……それ、証しよう拠こは？」

「……ないけど。監視を続ければきっと……」

　俯うつむきがちに話す聖林。しかしその手は絶対に逃がさんとばかりにがっちりと想也の手首を掴んでいる。
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　まるであてが外れ、しかし納得ができず、だだをこねる子供だ。動揺が続いたまま、冷静な判断ができず、次の行くあても見失っているらしい。

「委員長、何度も言うけど、俺は怪奇現象には一いつ切さい関かかわってない。委員長が変な思いこみを捨てられないだけだ。いつか真犯人が見つかるよう、応おう援えんしてる」

　強い風が遊歩道の方から吹ふき抜けてくる。その風に乗るように、想也は進行方向に歩きだそうとする。これ以上、時間を取られるわけにはいかない。

「ちょっと――」

　そう、聖林が何か発するより先に、想也は前を向きながらかすかに呟つぶやいた。

「『glasses（メガネ）』を、『grasses（牧草）』」

　聖林の顔の上で、メガネが数本の牧草に変わり、ふわりと風に舞まう。数秒間、丸くてつぶらな瞳ひとみをぱちぱちさせたあと、きょろきょろ辺りを見回す聖林。彼女が極度の近視であることは以前からわかっている。

「め、メガネ、メガネ……」

　聖林はしゃがみこみ、メガネを捜して彷徨さまよい始める。おかげで想也の拘束は解かれた。

　牧草は近くの茂しげみに引っかかっている。このまま捜していれば、一分後にはメガネを見つけられるだろう。

　その前に、自分は彼女の視界から消えなければ。

「もう、どこにいっちゃったのよ！　あっ、あなたは逃げちゃダメよ！」

　地面をぺたぺたとハイハイする聖林に念を押されるが、

「いや、俺はもう行くよ。委員長、やっぱりメガネがない方が可愛かわいいぞ」

　そう本心からの一言を置いて、想也はその場から走り出した。




　登山コースの入口に近づくと、トイレになっている木造の小屋が見えてきた。その小屋と茂みの隙間を入っていった奥の方から、女子の喚わめき声が聞こえてくる。

「ぜってーお前が犯人だろ！　わかってんだよ！」

「だから、違ちがうわよ。どうしてそうなるの」

「さっきから言ってんだろ！　お前みたいに目立つ奴やつがなぜか被害に遭わず、いつもお高く止まって。他に犯人がどこにいる！」

「そんなの根こん拠きよになってないわよ……」

　呆あきれ半分の対応は、麗羽の声だ。

　想也はあえてトイレから離れた林に入り、息を潜ひそめながら女子たちの奥へ回りこんでいった。そして、茂みに隠れながら顔の上半分だけ出して様子を窺うかがう。

　さて、麗羽が怪かい奇き現象の犯人だというでたらめの噂うわさを流したのは誰か――。

　それは想也も名前を知る人物だった。

「辻つじ本もと真ま由ゆ……」

　と言っても名前以外は何も。持っているパンツの柄がらさえ知らないのだが。

　彼女には以前、能力を使ったことがあった。聖林に疑われ始めた翌日、授業中にも別のクラスで怪奇現象を起こそうと、階下の二年一組の教室の生徒を狙ねらって呟いた。『パンツ』を『パン粉』と。美人で目をつけていた子だけに、その結果を確認できなかったのを悔くやんだ覚えがある。

「おう？　小こみ南なみ麗羽の噂を流した犯人が誰か、お前も今知ったのであるか？」

　チチーが上空から不思議そうな声で訊きいてくる。

「ああ、そうだ。全く容疑者すら絞しぼりこめてなかったからな」

「おかしいである！　じゃあ、どうやってここに呼び出したであるか？」

「そんなの簡単、ちょっとした下準備をしただけだ。お前も見てただろ？　ＳＮＳの、ことの発ほつ端たんとなったであろう呟き」

「あの、小南麗羽が犯人だという……。でも、その呟きのアカウントからは、何者か特定できなかったはずであろう？」

「ああ。だから昨日、その呟き主のアカウントに、ダイレクトメッセージを送っておいたんだ。『怪奇現象と小南麗羽の関係について話があります。明日の一四時、登山口トイレの裏にきてください』ってな。警けい戒かいされないよう、女子っぽい名前や画像を使ったアカウントを作って」

　登山口のトイレ付近がこの時間帯静かになることは、昨年もきて知っていた。初めての校外学習の際も、想也はアスレチックに行かず、一人英単語帳を持ってうろうろしていた。そのとき、ここなら落ち着けると座すわったのが、このトイレ近くのベンチだった。

「同級生らしきフォロワーを辿たどっていけば、すぐに麗羽のアカウントも見つかった。そちらにも、話があるという旨むねのメッセージを送っておいた。それで、今この対面ができ上がってる」

　チチーは感心したような唸うなり声を漏もらした。だが別に、特段難しいことでもない。むしろ他に思いつく手がなく、これが最終手段だった。

「なんでお前みたいな奴が亮りよう先せん輩ぱいに告られるんだよ！　しかも断るなんて、調子乗ってんじゃねぇよ！」

「さっきから言ってるけど、その話は今関係ないんじゃないかな」

「おめぇがお高く止まってるって話じゃねぇかよ！」

「そんなの知らないし。あなた、亮って人のこと好きなの？　わたしが犯人だって噂を流したのって、もしかして嫉しつ妬と？」

　まさに一いつ触しよく即そく発はつという雰囲気で、二人は睨にらみ合う。

「さっきからずっと話がループしているである……」

　チチーが呟くように言う。

　少し聞くだけでだいたいの事情はわかった。辻本は恋こいをしている亮先輩なる人の好意が麗羽の方に向いていることに怒おこっている。そこで、まだ被害に遭っていないからという理由をつけて麗羽を怪奇現象の犯人に仕立て上げた。辻本自身は現象の被害に遭っており、その怒りをぶつける場所がほしかったというのもあるかもしれない。

　この先、想也のやることは決まっていた。

　麗羽にも能力を使い、平等に被害者にしてやる。辻本はまだいちゃもんをつけるかもしれないが、疑いの目を向ける者は減るだろう。麗羽には元より怪奇現象を起こす動機もメリットもないのだ。噂は噂で、本当に信じている者がどれほどいるかは疑問である。

「お前、いい加減にしろよ」

　辻本が麗羽のパーカーの胸むな倉ぐらを掴む。もう眺ながめている場合ではない。

　初めて、麗羽に能力を使う。ごくりという自分の喉のどの音が周囲に響ひびくほど大きく鳴った気がした。急がねばと手の甲こうで口を隠し、決めていた言葉を呟こうとしたとき――、

「ん？」

　想也は気づいた。

　……男子の声がする――。

　表のトイレの方から聞こえてくるその話し声は、だんだん大きくなってくる。女子二人はまだ気づいていないようだが、想也の耳にはかすかに会話の内容も届いてきた。

「くっそー。全然巡めぐり合えないな、ブルマ女子」

「ブルマ女子の希望は捨てなきゃダメさー。でも、このままだと今日は収しゆう穫かくゼロかー」

「今晩のおかずに困っちまうよな。ああ神様、パンチラでも拝ませてくれないかな」

　同じクラスの変態コンビ、抜田と加か藤とうだった。

　あの二人、怪奇現象のラッキースケベを探すとか言っていたはずだが。よりにもよってこんなところに……。

「ちょっと、やめてよっ」

　そう麗羽が声を上げる。

「ん、今、どこかから女の子の声がしたような……」

「え、本当か？　森の妖よう精せいさんじゃないか？」

　案の定、抜田たちがその声を聞きつけてしまった。茂みの隙間から見える二人の影かげが、林の前から動かなくなる。

「神矢想也、どうしたであるか？　あんなギャラリーがいても問題ないであろう。それより早くしないとであるっ」

　女子たちにチラチラ目をやりながら、チチーが言う。想也がチチーに言い返そうと口を開きかけたとき、

「痛いよ、やめて……」

　今度はか細い声が鼓こ膜まくを揺ゆらす。麗羽が必死に辻本の手を外そうとしていた。対して辻本は麗羽の服を掴んだまま手首を捻ひねり上げる。

　まずい――。

　他方からのさまざまな声に混乱しかけの頭で想也は考える。

　今、能力は使えない。あの変態男子共の前に麗羽の恥はずかしい姿を晒さらしてしまうかもしれないからだ。それはできない。

　しかし、時間がない。

「おいである！　どうするであるか!?」

　うるさい。黙ってくれ。

　このまま自分が躍おどり出でて、二人の仲ちゆう裁さいに入るか？　いや、それでは何の解決にもならない。とにかく作戦は遂すい行こうしなければ。だとすれば――。

　逡しゆん巡じゆんのあと、想也は中ちゆう腰ごしで素す早ばやく移動を始めた。

「どうするつもりであるか？」

　先さき程ほどから同じ質問をしてくるチチーに、小声で予告してやる。

「今から面白い能力の使い方を見せてやる」

「面白い使い方？」

「ああ。最近夜、能力を試ためすとき、お前しょっちゅうどっかに行ってたもんな。その間も研究を重ね、いろんな使い方を編み出してたんだ」

　想也は再び林の中を遠回りしつつ、表の道に出る。想定通り、すぐ左手に男子共二人の後ろ姿が見えた。

「おい、お前ら」

　その背中に小声で話しかける。

「わっ、神矢！　どうしてここに？」と加藤。

「いや、いいところにきてくれたよ。なんか、林の奥で女子が喧けん嘩かしてるみたいなんだ。今、痛いって聞こえた。何年生かもわからないけど、どうすればいいだろ……」と抜田。

　あたふたしている男共に、想也は勢いよく告げる。

「そんなことよりっ！　今その道の先に全ぜん裸らの女の子がっ！　森の妖精さんかもしれない！」

　咄とつ嗟さに加藤の意味のわからない言葉を引用してしまう。

「全裸の女の子？　どこだどこだっ!?　……いないぞ？」

「妖精さんってことは、少女？　幼女？　……いないな」

　変態共が振り返り、口々に言う。その間、想也はさっと横にあったトイレに走っていた。そこに、変へん換かんに必要なものがある。

　トイレに入ってすぐの位置にある洗面台に近づき、想也は唱えた。

「『ソープ』を、『ロープ』」

　水道の蛇じや口ぐち横に備えつけられていた薬用せっけんのボトルの中身が、瞬またたく間まに一メートルほどの一本のロープに化けた。それを掴んで取り出し、想也はトイレから飛び出す。

「お、神矢、妖精さんなんていないぞ？　って、そのロープ、どうするつもりだ？」

「これで、全裸の妖精を捕つかまえる」

　想也が当たり前のように言ってみせると、

「ちょ、マジか。幼女を捕ほ獲かくって、ヤバくないか？　な、なんというか、倫りん理り的てきに」

「ぽぽぽ、ポルノすぎる」

　さすがの変態共も、相手が幼女とあっては多少気き後おくれするようだ。そしてそれは、想也の予想通りの反応だった。

「そうか……。じゃあ、このロープは封ふう印いんだ」

　想也はロープを丸めて背中へ。ズボンと尻しりの間に挟はさむ。

「ああ、封印だ。封印しといてくれ」

　ふぅと抜田が息をつく。それを聞いて、想也は唇の端はしをかすかに上げた。

　これで二人の中で、ロープは『封印』だ。想也は手の甲を口に当てながら、周りに聞かれないように呟く。

「『封印』を、『風船』」

　次に手を尻に回すと、ズボンに挟んでいたロープがぺろんと垂れた赤い風船に変わっていた。

　これがチチーに言っていた、面白い能力の使い方の一つ、多重変換だ。概がい要ようはそのまま、一度変へん換かんした対象を、元の姿に戻る前に次のものに変換する。この技わざを基もとに思考することにより、一つのものからできる変換の種類が一気に増えた。

「じゃあ、こっちはどうだ？」

　想也は指でつまんだ風船をぷらぷらと振りながら言う。

「なんだそれ、風船？　なんでそんなの持ってんだよ」と抜田。

「風船をどうするんだ？」と加藤。

「これを膨らませて、子供な妖精さんをおびき寄せる。その隙すきに、裸はだかを拝むって寸法だ」

「……神矢って、もしかしてロリ――」

　そんな抜田の言葉の途と中ちゆうから、想也は風船を膨らませ始めていた。時間がない。女子たちにバレないよう極力体勢を下げながら、大きく吸いこんだ息を一気に吐く。

　五秒もかからず、風船はぱつんぱつんに膨らんだ。空気が漏れないようにしっかりと指でつまみ、もう片方の手で赤くて張りのある球体を掴みながら、想也は言った。

「見ろ。この風船はもう限界だ」

「あ、ああ。でも神矢、そもそも全裸の妖精なんてどこにも……」

「いや、いた。さっき確かに見たんだ。それより、この風船はもう、限界なんだ」

　二度言って、周囲に認にん識しきさせる。風船はもう、限界。

　多重変換は、対象が元の姿に戻るまでであれば、何度でも変換が可能だ。

　想也は風船を掴む手に力をこめ、小さく唱えた。

「『限界』を、『幻げん覚かく』」

　力の加わった風船が変形し、弾はじける瞬しゆん間かん、想也の手の平で強い光が瞬まばたいた。

　視界の中に、ふわりと舞う影があった。つられて視線を上げると、光の粒りゆう子しがきらきらと線を描えがいている。その輝かがやきを追って、あっと声を上げた。

　羽の生えた妖精が一人――一いつ匹ぴき？　その羽を細かく震ふるわせて滞たい空くうしながら、こちらを振り返って見つめていた。

　彼女は全裸で、真っ白で小さく丸いお尻がこちらに向いている。身長は一メートルに満たないほどだろうか。チチーとはまた違う薄うすく透とう明めいな羽からは、鱗りん粉ぷんのような細かい粉が舞い、天気の悪い林の中でも眩く輝いていた。

　妖精がひゅっと前に飛び、抜田と加藤がふらふらと上を見上げながらそれに続く。しかし想也はふいと妖精への視線を切り、林の方へ足を向けた。

　作戦通りだ。

　一字換がえの能力では、対象は自分のイメージ通りに変換される。あの妖精は、想也が思い描いた――想也が創つくり出だした幻覚だ。

　もちろん想也は幻覚を見ながらも、あの妖精が偽にせ物ものだと気づいていた。

　この『幻覚』の創造は、実はもう何度目かの体験だった。幻覚を能力で創り出したとき、どういう反応が起こるか。その実験を部屋で繰り返し行っていたのだ。いつかピンチが訪おとずれたとき、相手を撒く手段は多い方がいい。

　いずれ能力が切れれば、二人も幻げん想そうから解放されるだろう。ちなみに多重変換をした場合、最後の変換をしてから一分が経ったとき、対象は最初の――原初の姿に戻る。

　その前に、終わらせなければ。そう考えながら、想也は再び林の中に踏ふみ入った。

　女子二人はまだ、こちらに気づくことなく取りこみ中。均きん衡こう状態が続いていた。間に合った――かと思いきや、

「お前、もう後あと戻もどりもできねぇんだよっ」

　そう言って、辻本が拳こぶしを振り上げた。

「――っ」

　咄嗟に頭を下げ、ガードの腕うでを上げる麗羽。

　やめろ――。

　想也はもう躊ため躇らうことなく、必死にその言葉を唱えた。

「――『オキニ』を、『ビキニ』」

　瞬間、視界の中の肌はだ色いろ面積が一気に倍増した。

　立派に成長したふくらみが、紐ひもを首の後ろで結んだ三角のビキニを盛り上げている。存在感は充分だ。実はこんなに胸が大きかったのか。制服の上からではわからないものだ。

　トップと同色の白いボトムが、際きわどいラインで彼女の腰こしに食いこんでいる。すらりと伸のびた脚あし。普段だと見ることがなく、思わず目を惹ひかれてしまう形のいいヘソ。

　数秒間、想也は麗羽のビキニ姿に見み惚とれてしまった。

　一方麗羽は「へ……」と小さく漏らして固まっていた。その後我に返り、「きゃっ」と短い悲鳴と共に身体を隠かくす。

「こ、今度はわたしの方に起こったみたい。怪奇現象……」

　呆あつ気けに取られていたのは、辻本も同じだ。急に掴つかんでいた服が消えたかと思ったら、目の前の相手がビキニ姿に変わっていたのだ。麗羽に話しかけられ、ハッとしたように瞬きし、こほんこほんとわざとらしい咳せきをする。

「あー、そうね。……なんか冷めた」

　顔を赤らめ潤うるんだ瞳で、本当に恥ずかしそうに身体を隠す麗羽。その姿を見て白けたのか、辻本はがしがしと頭を掻きながら顔を横に逸そらす。

　ここからヒートアップする心配はほぼないだろう。どうやらこの場は収まったようだ。

　聖林の件、麗羽の件、問題は解決した。しかし、パーティは今始まったばかりだ。想也は女子たちにバレないうちにその場から離れる。

「あれ、妖精さんは……」

「小さなおみ足、プリティなお尻……いったいどこへ……」

　辺りをふらふらと彷徨うように、消えてしまった幻覚を探す変態コンビ。そんな二人を尻しり目めに想也は脇わき道みちに入り、山の中を急いで走った。

　三分足らずで人の多い炊すい事じ場ばに戻り、柱の陰かげに隠れながら連続で唱える。

「『オキニ』を『ビキニ』」「『オキニ』を『ビキニ』」「『オキニ』を『ビキニ』」

　一面の肌色に、ピンク、ライムグリーン、青と白の水玉、さまざまな色が咲さき乱みだれる。

　場所を移動して、また唱える。胸の谷間で紐が交差した、クロスホルター。デコルテラインが強調された、オフショルダー。布地の面積が小さく過激な、ブラジリアン。これぞビキニパーティだ。

　大小さまざまな胸の谷間に、緩ゆるやかな弧こを描くお腹なかのくびれ。それらが普ふ段だんは見られない同級生のものと考えると余計にドキドキする。きっとどこかで白しら百ゆ合り会長も楽しんでいるはずだ。

「やっぱりお前は変態であるな……」

　上空を飛んでついてくるチチーが言う。

「ああ？　わかってたことだろ？」

　想也は前方の恥ずかしがる女子から目を離さずに言う。

「改めて思ったのである。こういうときが一番、活いき活きしているのである。あり得ないほど熱心に……」

「確かに、今はとても楽しい。だが、熱心にやってるのには他の理由があるぞ」

「ほう？」

　チチーがきょとんと小首を傾かしげる。

「麗羽もビキニパーティの被害者になってるが、まだ自分で自分に能力を使ったと疑われる可能性が残ってる。ほぼ同時刻、彼かの女じよと関係のないところでたくさん現象を起こし、完全に犯人でないことを証明しなければ」

　これで辻本からすれば、麗羽は完全に容疑者から外れるだろう。それでもまだでたらめを吐き続けるなら、自分が目もく撃げき者しやとして名乗り出てもいい。麗羽も能力の被害者だと証言してやれば、いずれ疑いは消えていくだろう。

　また、会長の『オキニ』摺すりこみ作戦の効き具合は正直半々といったところだ。自分の着ている服を『オキニ』と認識しておらず、能力を使ってもビキニにならない女子も多い。人数を稼かせぐためには何度も場所を変えて続ける必要がある。麗羽が今日の自分の服装を気に入ってくれていてよかった。

　想也はある程度ビキニ姿を拝ませてもらうと、すぐに次の場所へ移動する。

「考えてあるであるな。さすがと言うべきであるか……」

　言いながら、チチーは脇わきに抱かかえていたスケッチブックを開く。

「別に、そんな褒ほめてもらわなくても」

「褒めているのではない。感謝してるのである」

　チチーはスケッチブックから目を離さず、さらさらとペンを走らせながら、どこかしみじみとした調子で呟いた。

「神矢想也。なんだかんだ、面白いものを見せてもらったである――」

　なんだかんだ、という言葉は、今日を表すのにぴったりなワードに感じた。

　こうしてなんだかんだ、さまざまな事情がもつれにもつれた想也の校外学習は、なんとか天気も持ちこたえているうちに無事幕を閉じたのだった。







〈08〉 悪魔少女の、妥協したストーリー







　――その後の話。

　校外学習の翌日の木曜日。移動教室前、人がパラパラと減っていく教室で、想そう也やは聖ひじり林ばやしに捕まった。

「神かみ矢やくん。昨日はどうも。さっそく、アタシの考えを聞いてもらえるかしら」

　腕を組みながら、進路を塞ふさがんとするように想也の席の横で仁に王おう立ちする聖林。

「どうした委員長。風に飛ばされたメガネは大だい丈じよう夫ぶだったか」

「ああ、周りが見えなくなって困ってるアタシを、あなたがほったらかしにして逃にげだした話？」

　そんな、恨うらみがましく言わなくても……。すまなく思っているのは本当なのだ。

「あれも、どうせ、あなたの仕し業わざなんでしょう？」

「いやいや、それは委員長がそう思いたいだけなんじゃないか。あのときはかなり強い風が吹いてただろ」

「それでもメガネは飛ばないわよ」

　聖林はメガネのフレームを持って、くいくいっと上げてみせてくる。

「だったら、もしそうだとして、俺おれがどうやってメガネを飛ばしたって言うんだ？」

「……それは、わからないけど」

「それじゃあ話にならないな」

　想也ははっと息を切って立ち上がる。さすがの聖林でも、『glasses（メガネ）』を、『grasses（牧草）』の変換には中々辿り着つけないだろう。一いつ瞬しゆんで風に飛ばされたおかげか、目の前に現れた草にも気づけていないようだ。

　机の上にまとめていた美術の教科書を脇に挟み、扉とびらの方へつま先を向ける。

「ま、待って！　話はまだ途中よ」

「次の授業に遅れるぞ？　いいのか委員長」

「まだ五分ある！」

　ばっと腕を広げ、聖林は想也の進路を妨さまたげる。通してくれる気はないよう。どうやら話が終わったあと、走らされることになりそうだ。

「なんだ？　他に何が言いたい」

「昨日の怪奇現象のこと。被ひ害がい者しやの鞄かばんの中で、短パンやズボンがパン粉になっていた」

「ああ、それは俺も見たぞ」

「ええ、一いつ緒しよにいたわ。あのとき、しっかりと確かく認にんしないですぐに現場を移動してしまったけれど、少し引っかかる点があるのよ」

　想也は黙って首を傾かしげる。

「あのときのパン粉、一分以上経っても、元の形に戻っていなかった気がするのよ。どう思う？」

「……確かに、ずっとパン粉のまま残ってた気もするが。どう思うって言われても、それこそわからないな。怪奇現象のことを俺に聞かれても」

「……まぁ、そう言うわよね。まぁ、また聞きこみをして、何かわかったら話を聞くかもしれないわ」

　聖林はそう言って、腕を下ろす。

　面めん倒どうなことに、この先もそう簡単に見み逃のがしてはもらえなそうだ。想也は肩を落とすのを我が慢まんしつつ、彼女の横をすれ違う。

　そのとき、彼女が視線を前に固定したまま口を開いた。

「……今回、たくさんの人が怪奇現象でビキニ姿にさせられた。この件で、さすがに学校にも本格的な警察の捜そう査さが入ると思う。だけど、最初に犯人を捕まえるのはアタシだから」

　それは警察、それから怪奇現象の犯人に対する宣戦布告だろうか。

「ああ、陰ながら応援してるよ」

　他に何が言えるだろうか。こちらは常に警戒し、最も安全と思われる方法で動くだけだ。

　想也がその場を離はなれかけたとき、まだ何かあるのか、聖林が呼び止めてきた。

「それともう一つ！」

　想也が振り返ると、彼女もこちらを見て、しかしどこかもじもじと視線を下に落とす。

「あなた、昨日言ってたわよね。あれってほんと……？」

「ん？　言ってたって、なんのことだ？」

　そう想也が訊き返すと、聖林は手を身体の前で擦こすり合あわせ、さらにもじもじを加速させる。

　なんだこの感じは。想也が訝いぶかしげにその様子を見ていると、聖林が急に怒ったように乗り出して言う。

「ほら、言ってたじゃない！　アタシはメガネがない方が可愛いって……」

　それから震える指でメガネのつるをつまみ、そっと顔から外してみせる。

「……あれって、ほんとなのかしら」

　はっきりと線の通った二ふた重えま瞼ぶたがぱっちりと開き、その中で黒く透すき通とおる奥の深い瞳が想也を真まっ直すぐ捉とらえている。彼女のかけている赤あか縁ふちメガネはかなり度が強いのだろう。レンズの分厚さからか、メガネを取る前とあととで目の形が全然違うのだ。

「あ、ああ。可愛いぞ……」

　想也が思わず本心で答えると、聖林がちらりと上うわ目め遣づかいで想也を見た。メガネを取って剥むき出しになった丸い眉み間けんを、丸めた人さし指でこしこしと擦こする。

「そ、そう……。この前からコンタクトを検討していたの。これを機に変えてみようかしら」

　そんなことを言いながら、メガネをかけ直した。

「ああ、いいんじゃないか。じゃあ、行くぞ。授業に遅れる」

　想也は教科書を脇に持ち直し、聖林より先に教室を出る。

　そして歩きながら、ため息を漏らした。

　やってしまった。

　どうやら自分のふとした発言が、彼女の弱点を減らすことになってしまったようだった。




　今日は人に捕まることの多い日のようだった。

　昼休み、生徒会室に訪れるようにと、会長からメッセージが届いたのだ。

「昨日はありがとうございましたー。まさに水着の楽園。ビキニファンタジー。たっぷり楽しませていただきましたー。これは神矢くんの分ですー」

　生徒会室に入り、さっそく会長が差し出してきたのは、一つのＵＳＢメモリだった。おそらくビキニパーティの際も動画を回していたのだろう。

　昨日の興奮が思い出されてきて、想也は遠えん慮りよなくＵＳＢを受け取った。

「ありがとうございます。けど、もうこんな無む茶ちやは勘かん弁べんです。ここまで派手にしてしまうと、これからは教師を含ふくめ多数の大人が介かい入にゆうしてくると予想されます。これからは、あまり自由には動けない」

　生徒会室のふかふかのソファに浅く腰かけながら、想也は言う。

　会長は糸目の笑え顔がおを保ったまま首を横に傾げた。

「んー。とか言って、神矢くんも次の案を考えてるんじゃないんですかー？　キミのエロスに対する情熱はそんなものじゃないでしょう？」

　想也は不意を衝つかれたように目を大きくし、ふっと短く息を吐はく。

「……そうですね。女の子に『ローブ』を着せ、『ロープ』に変換するとか。俺の能力なら、ロープを亀きつ甲こう縛しばりの状態で出すことができます」

「あらー、いいですね。ナイスアイデアです。私も考えました。普ふ通つうにいつも着ている『シャツ』を、『シャリ』に変えるなどいかがでしょう。女の子巻まき寿ず司しの完成です。女の子食べたい」

　女の子巻き寿司……。たまにその発想力から会長の隣となりには並び立てないと感じることもあるが、志を共にする仲間だ。どんな敵が現れようと、この関係は末永く続きそうである。

「でも、やっぱりこれからは目立つ動きはできませんよ。どんなところから足をすくわれるか」

　想也がそう言うと、会長は何やら人さし指を立てて唇くちびるに当てる。

「その場合、能力をもたない私まで罪に問われるのでしょうかー」

「…………」

　この会長は……。想也は思わず言葉を失う。

　前言撤てつ回かい。やはり彼女は仲間ではない。一番近くにいる敵のようだ。

　エロスに対する姿勢は同じだ。活動を共にしたくないわけではない。だが、いざというときは絶対に彼女も道連れにしてやろう。いくら黙もく秘ひしても逃げられないように。

　想也が微笑ほほえむと、会長もにっこりとさらに目を細めた。

「ところでです。今日はこちらも会長に用があったんです」

　想也は前かがみになり、足あし下もとに置いていた鞄をソファの上に引き上げた。

「それ、お部屋に入ってくるときから気になってましたー。何が入ってるんですか？」

　そう訊かれ、想也は現物を見せようと鞄を開ける。

「この通り、会長のとっても喜びそうなものです」

　そのまま鞄の中身を机にひっくり返して出しながら、想也は言った。

　机の上に積み上がったのは、色とりどりの女子の短パン、ズボン、レギンス、全部で九枚。昨日、女子の持ち物にパン粉を仕込む際、代わりに回収した服たちだ。

「わぁ、これはこれは。ありがとうございますー」

　目を輝かせ、手を伸のばす会長。

「ストップストップ、会長へのプレゼントじゃないです。待て！　待て！」

　一枚のレギンスを掴み取り、会長はさっそく顔を埋うずめる。最後の方は犬に命令をするような止め方になってしまった。

「ちょっと、ダメですよ。これ、全部持ち主に返してほしいんです」

　想也はビキニパーティ前にした仕込みについて、ざっと会長に説明した。盗ぬすんだ服をずっと持っているわけにはいかないし、落とし物という態ていにでもして持ち主に返へん却きやくしようと考えていたのだ。

　そのため、例えば変換してカンパンになった状態のものは触さわっても、鞄の中で元の姿に戻もどった服には一度も触ふれていない。大事になったときのことを考え、指し紋もんを残さないためだ。

「なるほどですー。事情はわかりましたー」

　会長は納なつ得とくしたように頷うなずいた。まだレギンスはがっしり手に握にぎったままだが……。

「ありがとうございます。それで、その服の持ち主の特とく徴ちようをそれぞれ説明させていただきます。申し訳ないですが、ほとんどの服が、持ち主の名前まではわからなくて――」

　事前にターゲットを定めていたわけではなく、その場その場でチャンスを見つけては能力を使っていたのだ。相手の名前まで調べることはできなかった。

　しかし、会長は穏おだやかな笑顔で首を横に振ふる。

「いえ、それは全然問題ありませんよー」

「えっ、どういう意味ですか？」

　想也はわけがわからず、眉まゆをひそめて訊たずねる。

「簡単ですよー。女の子はみなさん、個性が溢あふれています。みんながみんなそれぞれの、素す敵てきな香かおりを持ってますー」

　レギンスに鼻をつけ、すーっと息を吸いこむと、

「これは二年二組の綾あや瀬せさんのものですねー」

　なんと、持ち主の名前を当て始めた。同学年の綾瀬のことは想也も知っており、そのレギンスだけは唯ゆい一いつ持ち主の名前がわかっていた。お察しの通り、綾瀬である。

「……大丈夫そうですね」

　想也は畏い怖ふのこもった目で会長を見てしまう。これが、変態を極きわめし者の境地……。

「はいー、お任せあれー」

　会長にも悪魔がついていて、何か特別な力を授さずかっているのではないだろうか。そう疑わずにはいられなかった。




☆




　ところで、生徒たちから麗うる羽はへの疑いはすっかり晴れているようだった。移動教室の途中、友人たち数人に囲まれ、楽しそうに笑う彼女とすれ違ちがった。

　おそらく言いだしっぺで一番騒さわぐ辻つじ本もとが、何も言わなくなったからではないだろうか。麗羽自身が自分も被ひ害がいに遭あったことを周りに話したのかもしれない。

　元々が真しん偽ぎ不明の怪あやしい噂なのだ。一瞬それに踊おどらされたとしても、どうして麗羽がそんな現象を起こすのかと考えれば、彼女が犯人でないことくらいすぐにわかる。動機、それから方法が全く説明できないはずだ。

　ひとまず、早さつ急きゆうにクリアしなければならない問題が片づいた。一つ難を挙げるなら、その問題解決の代だい償しようとして、変態男子二人組からロリコン疑ぎ惑わくをかけられていることくらいだ。




　放課後、想也は校門の前で麗羽を待つことにした。今度は想也が誰だれかを捕まえる番だ。

　約二〇分後。学校指定の鞄を肩かたにかけた麗羽が現れた。下校時、彼女が一人であることはなんとなく予想がついていた。部活はしていないし、想也との勉強会も基本放課後に行っていたからだ。同じ時間帯に帰る、家が近所の友達がいないのだろう。

「よぉ」

　想也が近づきながら声をかけると、麗羽はびっくりしたように振り向いた。

「あっ、神矢くん！　いたんだ！　どうしたの？」

　いたんだ、と言われてしまった。存在感が薄いようで、少し傷つく。麗羽はしばしば、歯はに衣きぬ着きせぬ手厳しい発言をする。率そつ直ちよくに自分の思っていること、やりたいことを述べる性格に引っ張られ、想也は一年生の間彼女と一緒にすごしてきた。

「いや、たまたま見かけたから声をかけただけだ」

　緊きん張ちようからか、つい下へ手たな言い方をしてしまう。これでは挨あい拶さつだけで終わってしまうかもしれない。そう想也が焦あせっていると、

「そっか、偶ぐう然ぜんだ！　神矢くん、帰るんだよね？　途中まで一緒に行こっか」

　やはり今日も彼女が引っ張ってくれる。楽をしているようで申し訳ないが、この感覚が昔から心ここ地ちよかった。

「昨日の校外学習はどうだった？」

　ちらちらと麗羽の横顔を盗み見ながら、想也は訊ねる。

「あー、あんま楽しくはなかったね……。ほら、山登りとか普段しないから、めちゃくちゃ疲つかれちゃってさー」

　何か嫌いやなことを思い出したように顔をしかめたあと、登山の話を始めた麗羽。誤ご魔ま化かしたが、山よりも恨むものがあることは察しがつく。

　麗羽と帰り道がかぶっているのは、数分歩いた先にある大きな交差点までだ。そこから麗羽は駅に向かい、想也は住宅街へ入っていくことになる。話を早く進める必要があり、想也はさっそく本題に入ることにした。

「その、一昨日おとといさ、怪かい奇き現象の原因を探してたのって、自分が疑われてたからか？」

　意外な質問だったのか、麗羽がこちらを見る。

「ああ、神矢くんの方にも噂うわさ回ってたかー。ひどいよね。人生のうち、パンツをパン粉に変える妖よう怪かい扱あつかいされる日がくるなんて、誰が想像するって話じゃない？」

「いや、ほんとに。災難だったな」

「もう、予想もできないもらい事故だよ。ていうか、そんな話を信じて拡散する人が多いのにも驚おどろきだ。ネット社会の負の影えい響きようなんじゃないかな。みんな嘘うその情報を鵜う呑のみにしちゃダメだよ。まぁ、仲のいい子は話せばすぐにわかってくれたからいいけど」

　どうやら密ひそかに怒いかりを溜ためていたらしい。それが爆ばく発はつしたかのように、麗羽は早口で話す。想也は苦笑いしながら聞き役に回っていた。やがて彼女の勢いが落ち着いた際、気になっていることを訊ねる。

「そんなわけのわからないまま犯人扱あつかいされて……。もしもこの怪奇現象に真犯人がいたら、そいつを恨むか？」

　別にその答えによって、これからどうこうという話ではない。ただ、なんとなく聞いておきたかった。

　おそらく即そく答とうのイエスが聞けるだろうと思っていた。しかし予想外に、彼女はしばし顎あごに指を当てて考えていた。そしてその口が発したのは、耳を疑う言葉だった。

「……や、少し感謝もしてるかな」

「か、感謝？」

「ええ」

　どういう意味だ、と想也は目で問う。

「まぁ、怪奇現象側からすると偶然以外の何物でもないんだけどね。一週間以上前の話だけど、わたし、授業中同じクラスの女の子にトイレに連れこまれてたの」

「えっ？」

　衝しよう撃げきの告白に、想也は声を上げる。

「なんかね、わたしが告白されて振ったバスケ部の先せん輩ぱいに、ずっと憧あこがれてたんだって。そんで、なんでお前が、ふざけんなーって。休み時間からトイレで話し合い。わたしからしたら知ったこっちゃないし、適当に流してたら調子ノってんじゃねーって。最後には向こうがヒートアップしちゃって、首を絞しめられちゃって」

「おい、ヤバいだろそれ……」

「うん、そうなんだけど。でもそのときにね、急に首を掴む手の力が緩んだの。で、見たら、その子の足元、っていうか和式便器の中に、白い粉がいっぱい落ちてて。すぐに流行はやってる怪奇現象だってわかったよ。ノーパンになったその子はスカートを押おさえて、便器の周りに落ちたパン粉を搔かき集あつめて。その間にわたしはトイレから逃げた」

　――わたしは一度、怪奇現象に助けられたんだ。

　そうつけ加え、麗羽はふふっと微笑んだ。

　そのとき想也の中では、全すべてが繋つながっていた。これはなんという偶然だろう。

　麗羽のことをトイレに連れこんだ女子は、おそらく辻つじ本もとだ。想也は一度、授業中に辻本に対し能力を使ったことがあった。授業中にも他のクラスで怪奇現象を起こし、聖林の疑いから逃のがれようとしたときだ。

　麗羽と辻本の教室、二年一組は二階の端に位置している。そしてその隣には、階段を挟んでトイレがある。あのとき辻本のスカートの中をイメージして使った能力は、教室ではなく二階のトイレの中で発動していた。そして、窓から聞こえてきた小さな叫さけび声ごえも、トイレから聞こえたものだった。

　本当にたまたま、想也の能力は麗羽を救っていた。

「実はね、昨日、わたしも怪奇現象に遭ったんだ。ビキニ姿にされちゃった。だけど偶然、そのときもその女の子に絡からまれてて、怒おこる気が失うせたのかうやむやで終わった。二回も助けられちゃった。けど、ビキニ姿にされたのはショックだったな。だから、真犯人がいるなら一度お礼を言いたかったけど、これでチャラ。そんなとこだね」

　そう、麗羽は締しめくくった。

　彼女の話を聞いて、想也はなんだか安心してしまった。

　自分がやりたいことを好き勝手やり、さらに見逃してほしいなんて虫のいい話だとわかっているが、彼女に恨まれていなくてよかった。

「バスケ部の先輩に告白されたのか？」

　これを機に気になることは訊きいておこうと、想也は質問する。

「あー、まぁねぇ。急に向こうが迫せまってきたねぇ」

「他にも何度か、告白を断ったって噂を聞いたことあるぞ。……どうして誰ともつき合わないんだ？」

　実は、辻本以外にも、お高くとまっていると裏で話されているのを聞いたことがあった。一年の頃ころから不思議に思っていたことだった。

　麗羽は前方を見て歩きながら、「うーん」と悩なやましげな声を漏もらした。

「難しいところだよねぇ。わたしは相手のことを全然知らなくて、そんなの告白されても普通に断るじゃん？　そしたら今度は女の子から詰つめられて。どうしてあんなイケメンを振るのって言われても、つき合うって顔だけじゃないってみんな都合いいときにはよく言うことじゃん。もうどうすればって感じ……」

「ごもっともです……」
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　麗羽の言っていることは正しく感じた。そりゃ、顔だけでつき合う相手を選ぶ人もいるかもしれないが、その判断基準を他人に押しつけるのは間ま違ちがっている。

「だから、普段はわざとさばさば系で、いわゆるお高くとまってるように見せて告白のハードルを上げてるつもりなんだけど。それでもこの前はそのバスケ部の人に捕つかまっちゃったし」

　聞こえ方によっては、自分モテるんですと言われているようだが、そうさっぱり堂々と言われては嫌な気もしない。

　校内でも美人と呼び名が高い麗羽のことだ。全て真実なのだろう。

「でも、それじゃあ恋れん愛あいとか、しないのか？」

　余計なお世話かもしれないが、想也は訊ねた。わざとお高くとまる彼女は、自らの高校生活での青春を諦あきらめているのだろうか。

「恋愛はねぇ、今はいいよ。神矢くんには話したことあるけど、わたし、高校のうちは勉強を頑がん張ばって、いい大学にいきたいんだ。恋こいだ愛だはそれからでいい。まぁ学生の本分は勉強って言うしねー」

　自分の意見をしっかりと持ち、それに基づいて取しゆ捨しや選せん択たくをする。他人にどう見られるかなんて関係ない。目的を持って、一いつ貫かんした行動を取る。

　そんな彼女の真っ直ぐさが、想也にとっては憧れだった。

「そうか……」

　想也が呟つぶやくように言うと、彼女も「そうそう」とリズムよく言って笑う。

　なんだかその感じが懐なつかしかった。半年前から変わっていない、考え方、話し方。成長していく中で、いつかそれは少しずつ変わっていくかもしれないが、その変化に気づけないくらいずっと近くですごしていたい。

　今日校門で待まち伏ぶせしていたのは一つお誘さそいをするためだった。

　タイムリミットの交差点に差しかかる。黄色い光が消え、赤信号が点灯した。想也たちは二人して立ち止まる。夕焼けに白い頬ほおを光らせながら、彼女は遠くの夕ゆう陽ひを眺ながめている。

「あ、あのさ」

　想也は勇気を振り絞しぼり、声をかけた。

「ん？　何？」

　振り向いた麗羽が目をぱちぱちさせ、小首を傾げる。

「あ、あの、よかったらだけどさ。また勉強会、やらないか？」

　想也は小さく唇を噛かみ、返事を待つ。その横で麗羽は、ぽんと大きく手を打った。

「あ、そう、それだよ！　わたしから言おうと思ってたの！　二年になって授業が難しくなって、またいろいろ教えてほしいと思ってたんだよ！　マジで、いいの？　こちらこそ、よろしくお願いします」

　予想以上に、麗羽はノリノリの反応を示してきた。呆気に取られる想也の前で、ぺこりと頭を下げてみせる。

「ほらさ、クラス替がえしてから、あんまり会えなくなってたじゃん。前までは朝、登校したら会えたから、連れん絡らく先さきも交こう換かんしてなかったしさ。勉強会をお願いしたくて、放課後七組に行ったこともあったんだよ？　でも、神矢くん帰るの早いしさ。授業の合間に行けばいいけど、結局時間がなくて、なんだかんだもう夏前だ。大変、期末テストが近いよ！」

　テンションが上がり捲まくし立たてる麗羽に、想也は苦笑いをする。さっきまでの緊張を返してほしい。結局は自分が、深く考え、悩みすぎていただけだったのかもしれない。

「でもさ、わたしはありがたいけど、神矢くん的にどう？　迷めい惑わくじゃない？」

　麗羽が不安げに想也の顔を覗のぞきこんでくる。想也は大きく首を左右に振った。

「こっちこそ、教えることで復習になるから。よろしくお願いします」

　麗羽はぱっと笑顔になり、すぐに鞄からスマホを取り出した。その行動の意味を察し、すぐに想也も自分のものを取り出す。ＱＲコードを使って、メッセージアプリの連絡先を交換した。

　話している間に、何度か信号が変わっていた。次に青になったとき交差点を渡わたり、想也は左に、麗羽はもう一つ横断歩道を渡り右に、手を振って別れる。

「じゃあね、神矢くん！」

「あ、それ」

　思わず呼び止めていた。

「ん？」

　麗羽はめんどくさがらず、立ち止まってくれる。

「結局、下の名前では呼んでくれないのか？」

　ぶわっと恥はずかしさがこみ上げてくる。耳の先まで熱くなっているのがわかる。

　何を言っているんだ、自分は。そんなこと、どうでもよかったじゃないか。今まで通り勉強会ができれば、それでいい。しかしなぜか訊いてしまった。

　想也は必死に自問する。しかしなぜかと理由を突き詰めれば、勢いとしか答えが出なかった。

「あー、あの話ね。覚えてるよ。あれねー」

　麗羽はぽりぽりと指で頬を掻かきながら、気まずそうに目を横に逸らす。

「いざ呼ぶとなると気き恥はずかしくってさ。緊張しちゃって。や、でも呼ぶよ、わたしからそう言ったし。上の名前よりそっちの方が親近感あっていいし」

　それからこちらに寄ってきて、小さな声でぽしょりと言った。

「想也……や、想くん？」

　天にも舞まい上あがる気持ちとはこのことか。想也は心の中で、全力でガッツポーズをする。

　さぁ、帰って勉強しよう。できるだけわかりやすく、解説をできるように。うるさい奴やつもいなくなったことだし丁度いい。

　結局もう一度信号待ちに捕まり、二人で待つ間、想也はちらとだけ背後の上空に目をやった。

　そこに、悪魔少女の姿はない。

　なんだかふと、以前のような静けさを持った自分の部屋が頭に浮うかんだ。

「ん、どうしたの？　神しん妙みような顔だね」

　そう麗羽に言われ、想也は首を横に振った。

　考えたって仕方ない。あいつはもう、自分の世界に帰ったんだ――。




☆




　家に入るとまず洗面所で手を洗い、リビングへ。冷蔵庫からジュースの二リットル入りペットボトルを取り出し、口をつけて飲む。

　いつものルーティン。

　カーテンが閉まっており、辺りは薄うす暗ぐらい。母親と二人暮らしの、静かな空間だ。

　想也はふっと息をつき、二階の自室へ向かう。扉を開くと、ベッドの上でチチーがスケッチブックを開いていた。

「あっ、神矢想也、丁度いいところに。問題である。ネーム作りに追われ、昨晩から何も食べず水しか口にしていない、ボクの今の気持ちを答えよ」

　……ツッコんでいいのか、これは。

「正解は、お腹が空いて死にそう、である。神矢想也、何か食べるも――」

「なんでお前がここにいるんだよ！」

　やはりツッコむしかなかった。

「お前昨日、いいプロットができたとか言ってたよな！」

「ああ。頭脳バトル的に中々の展開が見られたし、本筋がエロコメでも面おも白しろければいいかなと」

「それでお前、さっそく帰るであるーとか言って、魔ま界かいの、そのワープホールみたいなのに入っていったじゃねぇか」

「やー、おかげ様で、プロットはＯＫをもらって今ネームにしてる最中である。編集にも好評でな。普ふ段だんはただの変態である少年が、恋する少女のピンチにはその能力と頭脳を使って助けだす話。このまま連れん載さいになりそうだから、さらにネタを出す必要が出てきたのである」

「さらに、だと？」

「そうである。昨日のような熱いバトルをもっと頼たのむである！」

「バトルって……」

「内容はエロコメになったが、やはり頭脳バトルとしての見どころは必要であるからな。ボクの方でも面白い展開を考えて用意しておくである。神矢想也、乗のり越こえてみせよ」

「まためんどくさいことを……って、じゃあお前、まだここに居い座すわるつもりかよ」

「あ、それについて提案があるのだが。やはりクローゼットは狭せまいので、このベッドの下半分辺りを使わせて――」

「侵しん略りやくしてくんじゃねぇ！」

　せっかく終わったと思った共同生活なのに、まさか第二幕が用意されていようとは……。

　想也が続けて文句を言おうとしたとき、

　――ぐぎゅぎゅごおおおおおおお。

　チチーの腹が、地鳴りのような音を奏かなでる。騒そう音おん被ひ害がいなんてものじゃないぞ……。

　想也は机の一番下の引き出しを開ける。中には前に会長がきた際、買ってきていたお菓か子しの残りが入っている。想也はまだ開けられていないスナック菓子の袋ふくろを手に取り、バリッとオープン。一枚つまんで口に運ぶ。

「んー、うまい！」

「ままままさか神矢想也、また飯テロであるか!?　お前、過激派であるか!?」

「冗じよう談だんだよ」

　想也はスナック菓子の袋を、チチーの手の上に載せてやる。

「およ？」

　チチーが意外そうな顔で想也を見てくる。

　本当は、チチーにも感謝を伝えなければと思っていた。チチーがいて、そして能力をくれたおかげで、つまらない日常から切きり離はなされた。エロスの真理にも一歩近づけたし、勉強に対する姿勢も思い出した。それに、大切な人にも再び歩み寄れた。

　たまたま授けられただけかもしれないが、自分はこの能力のおかげで少し前に進めた気がするのだ。

　だからチチーには感謝しなければならない。このスナック菓子は、その印だ。

　……かといって、こいつを部屋に置くのは納得がいかないが。

　たとえ悪魔少女でも、クローゼットの中で寝ねていると意識してしまうと、夜、お宝動画観賞に集中できないことがままあったのだ。これは至って深刻な問題――。

「うわーい、お菓子であるー」

　瞳ひとみをキラキラ輝かがやかせ、スナック菓子の袋を掲かかげるチチー。さっそく中身を取り出し、口へ運ぶ。想也はふと思いつき、唱えた。

「――『お菓子』を『おから』」

　チチーが口に入れた瞬しゆん間かんのスナック菓子が、おからに姿を変えた。想也のイメージは、豆乳をしぼりきったばかりのべちゃべちゃのおからだ。

　チチーが「ん」と顔をしかめ、すぐにうえっと吐き出した。顔が真っ青だ。

「ひどいである、ひどいであるっ！　お菓子を食べさせてくれるのではなかったのか！」

「いや、すまん。ちょっと仕返しというか」

「なんであるか？　ボク何もしてないであるよ!?」

　ぷんすかお手本のように頬を膨ふくらませて怒るチチー。

　なんというか、住みこみを容よう認にんする前に今一度、主従関係をしっかりさせておきたかったのだ。

　でもまぁ、相手がこんな悪あく魔ま少女なら共同生活もなんとかなるか。部屋はかなり賑にぎやかになるけどな……。

　そう諦めたように思い直し、少しだけ頬を緩ゆるませる想也だった。







あとがき







　はじめまして、叶田キズと申します。

　この度、第一三回ＨＪ文庫大賞にて奨励賞を頂戴し、ライトノベルデビューさせていただくこととなりました。

　このように巻末につくあとがきを書くのは初めてです。いったい何を書けばいいのか。聞いたところでは、あとがきから読む派の方もおられるそうです。なので、まずは軽くこの小説のアピールを。




　ポロリもあるよ！




　男性諸君は諸手を挙げて大喜びかと思います。女性の方々は……好きな方は好き、ですかね？

　タイトルに欲望開放（エロコメ）と入っている時点で、読む人は選ぶでしょう。ただし、今この小説を手に取ってくださっているあなたのことは、私は同士と呼びたい。そして同士であるあなたの前では、思う存分自分の面白いと思うエロコメを展開していきたいと考えています。そう思いながら、楽しんでこの作品を書きました。

　なので、潔癖なお嬢様がこの本を読むことなんてないだろう。そう高をくくっていたのですが……担当された校閲様の字がめちゃくちゃ綺麗！　美しい女性の字だ。

　パンツをはく、の字は「履く」ではなく「穿く」では？　そんな訂正がとても丁寧に入っていました。なんという羞恥プレイだ。というか、おぞましいものを読ませてしまい申し訳ございません。そんな中でも的確なご指摘をびしばし入れていただき、プロの手腕を目の当たりにさせていただきました。ありがとうございます。

　とまぁ、こんな感じでエロコメ部分の話をしておりますが、この作品はそれだけではありません。異能力を持った主人公が手に汗握る頭脳戦を繰り広げたり、ヒロインと共に初々しさに満ちた高校生活を送ったり。そういった王道を行く、健全頭脳バトル青春ストーリーとなっているはずです（ポロリもあるよ!!）。

　なのでまだ読まれる前の方は、安心してお楽しみいただけると幸いです。




　真面目な謝辞です。

　まずは第一三回ＨＪ文庫大賞の選考に関わってくださった皆様。私の拙い作品を読んでいただき、また拾い上げていただきありがとうございます。皆様の目に狂いがなかったと言わせられるよう、これから邁進してまいります。お世話になります。よろしくお願いいたします。

　イラストを描いてくださった、たん旦様。キャラデザ、ラフのときから思わず見惚れてしまうイラストをありがとうございます。こんなキャラたちをもっと魅力的に動かしたいと、執筆の際の励みになりました。特に、私も想像していなかった可愛い服やアクセサリーを身に着けさせてもらったチチーが、とてもお気に入りです。毎日見てます。編集さん、文章を大幅に削って、たん旦様の画集として発売しませんか？

　担当編集のＳ里様。打ち合わせの際は毎度、的を射たアドバイスをありがとうございます。私だけでは気づけない、これぞプロという目線からのご意見で作品がとてもよくなったと思います。あと編集部の近くでいただいた麻婆豆腐は今まで食べた中で一番おいしかったです。また飲みにいってラノベやアニメの話をたくさんしたいです！

　文芸レーベルで出した前作を五冊買ってくれたＹさん、今回は一〇冊いってみよう。最近苗字が同じになったＭさん、いつも応援ありがとう。




　そして最後に、この本を手に取ってくださった皆様に最大限の感謝を。

　ありがとうございます。

　根幹はコメディとして書きましたので、この話を読んで少しでも笑ってもらえたなら本望です。それほど嬉しいことはありません。

　そして、これからも面白い物語を書けるよう頑張っていきますので、どうぞよろしくお願いできたらと思います。
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